
 
 
 
 
 

高規格幹線道路に関する点検について 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

平成１９年１１月 

 
 
 

国土交通省 道路局 
 



 

目 次 

 

１．点検の趣旨 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 1 

 

２．点検方法 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 1 

２－１   点検対象区間と評価区間 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 1 

２－１－１ 点検対象区間 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 1 

２－１－２ 評価区間設定の考え方 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 2 

２－１－３ 評価区間 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 2 

２－２   評価項目の設定 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 7 

２－３   点検手順の流れ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 8 

１）事業としての必要性の検証 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 8 

２）整備の進め方の評価 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 9 

２－４   評価の前提条件 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 10 

２－４－１ 評価基準年 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 10 

２－４－２ ネットワーク条件 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 10 

２－４－３ 有料・無料の設定 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 10 

２－５   費用対便益 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 11 

２－５－１ 費用対便益の基本的考え方 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 11 

２－５－２ 便益の算定 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 12 

１）基本的考え方 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 12 

２）便益の算定 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 13 

（１）走行時間短縮便益 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 13 

（２）走行経費減少便益 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 14 

（３）交通事故減少便益 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 16 

２－５－３ 費用の算定 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 17 

１）基本的考え方 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 17 

２）費用の算定手法 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 17 

（１）事業費 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 17 

（２）管理費 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 17 

２－５－４ 便益、費用の現在価値 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 18 

１）総便益の現在価値の算定 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 18 

２）総費用の現在価値の算定 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 18 

２－５－５ 費用対便益評点の算出 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 18 

２－６   外部効果 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 19 

２－６－１ 外部効果の評価指標の設定 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 19 



２－６－２ 指標設定における前提条件 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 24 

１）道路ネットワーク ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 24 

（１）現況ネットワーク ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 24 

（２）将来ネットワーク ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 24 

２）速度 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 24 

（１）現況ネットワークの速度 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 24 

（２）将来ネットワークの速度 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 25 

（３）冬期速度の考慮について ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 25 

３）メッシュデータ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 26 

４）圏域及び拠点都市 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 26 

２－６－３ 外部効果評点の算出 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 27 

 

３．点検の結果 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 29 

 

＜参考資料＞ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 34 

①個別評価指標の定義と評価点算定手順 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 35 

②外部効果の個別指標の評価点 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 64 

③外部効果の個別指標の偏差値 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 68 

④外部効果の重み付け偏差値 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 72 

⑤総合評価 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 76 

 



 1

１．点検の趣旨 

 

中期計画の作成に向けて行った第１回の問いかけにおいて、既に高規格幹線道路が完成した地域

とこれから整備する地域とでは、その整備に対する意識が大きく異なる結果であったことから、道

路関係四公団の民営化時と同様の評価手法を用いて、客観的にその整備効果などについて点検を行

う。 

 

 

２．点検方法 

 

２－１ 点検対象区間と評価区間 

 

２－１－１ 点検対象区間 

 

高規格幹線道路のうち、民営化時に評価を行った区間外で、全ての未供用区間※1の２９２７

ｋｍ（平成１９年度末時点）を対象とする。 

 

 

＜点検対象区間の延長＞ 

高規格幹線道路の延長  １４，０５６ｋｍ 

－ 民営化時に評価を行った区間の延長 ９，３４２ｋｍ 

－ 民営化時に評価を行っていない区間のうち 

 平成１９年度までの供用延長 １，７８７ｋｍ 

                                      

 点検対象区間の延長  ２，９２７ｋｍ 

 

 

なお、点検対象区間の延長は、ルート等が確定していない未事業化区間も存在することから、

今後の検討次第では変更されることもあり得るものである。 

 

 

 

 

 

                                              

※1；高規格幹線道路に並行する自動車専用道路又はそれに準ずる道路として、一連の区間が供用されている区間は今回

の点検対象外とする。 
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２－１－２ 評価区間設定の考え方 

 

評価区間については、今回、各評価区間ごとに必要性の検証や整備の進め方の評価を行うことを

踏まえ、事業の進捗状況や計画の熟度を考慮して設定する。 

具体的には、事業中の区間では、事業化された単位で評価区間を設定するとともに、未事業化の

区間は、事業化区間に挟まれた単位や残りの端末区間で評価区間を設定する。なお、未事業化の区

間の中でも、都市計画決定の有無等計画の進捗に差がある場合には、そこで評価区間を分けて設定

する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図２－１ 評価区間の設定イメージ図 

 

なお、事業中の評価区間には、一部部分供用した区間も含まれており、点検対象区間と評価区間

が以下のような関係にあるケースも存在する。そのため、点検対象区間の総延長と評価区間の総延

長は一致しない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

２－１－３ 評価区間 

 
評価区間は２－１－２に示す考え方に基づき、１８７区間を設定する（表２－１～２－４）。 
なお、評価区間の合計延長は、点検対象区間に一部の部分供用区間を含み計３，２４６ｋｍとな

る。 

事業中区間 未事業化区間 事業中区間 未事業化区間 

都市計画決定区間 未都市計画区間 

評価区間 A 評価区間 B 評価区間 C 評価区間 D 評価区間 E 

事業中の評価区間 

点検対象区間 一部部分供用 
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表２－１ 評価区間（区間番号１～５０） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（ｋｍ）

1 北海道縦貫自動車道 七飯藤城
ななえふじしろ

（七飯町
ななえちょう

）～七飯
ななえ

（七飯町
ななえちょう

） 3

2 北海道縦貫自動車道 名寄
なよろ

（名寄市
なよろし

）～美深
びふか

（美深町
びふかちょう

）　※1 20

3 北海道縦貫自動車道 美深
びふか

（美深町
びふかちょう

）～美深敷島
びふかしきしま

（美深町
びふかちょう

）　※1 3

4 北海道縦貫自動車道 美深敷島
びふかしきしま

（美深町
びふかちょう

）～音威子府
おといねっぷ

（音威子府村
おといねっぷむら

） 36

5 北海道縦貫自動車道 音威子府
おといねっぷ

（音威子府村
おといねっぷむら

）～中川
なかがわ

（中川町
なかがわちょう

）　※1 19

6 北海道縦貫自動車道 中川
なかがわ

（中川町
なかがわちょう

）～幌延
ほろのべ

（幌延町
ほろのべちょう

） 60

7 北海道縦貫自動車道 幌延
ほろのべ

（幌延町
ほろのべちょう

）～豊富
とよとみ

サロベツ（豊富町
とよとみちょう

）　※1 11

8 北海道縦貫自動車道 豊富北
とよとみきた

（豊富町
とよとみちょう

）～稚内
わっかない

（稚内市
わっかないし

） 28

9 北海道横断自動車道　根室線 黒松内
くろまつない

ＪＣＴ（黒松内町
くろまつないちょう

）～黒松内
くろまつない

（黒松内町
くろまつないちょう

）　※1 5

10 北海道横断自動車道　根室線 黒松内
くろまつない

（黒松内町
くろまつないちょう

）～余市
よいち

（余市町
よいちちょう

） 74

11 北海道横断自動車道　根室線 釧路
くしろ

（釧路市
くしろし

）～別保
べっぽ

（釧路町
くしろちょう

）　※1 17

12 北海道横断自動車道　根室線 別
べっぽ

保（釧路町
くしろちょう

）～温
おんねとう

根沼（根室市
ねむろし

） 119

13 北海道横断自動車道　根室線 温根沼
おんねとう

（根室市
ねむろし

）～根室
ねむろ

（根室市
ねむろし

）　※1 7

14 北海道横断自動車道　網走線 北見
きたみ

（北見市
きたみし

）～端野町川向
たんのちょうかわむかい

（北見市
きたみし

）　※1 10

15 北海道横断自動車道　網走線 端野町川向
たんのちょうかわむかい

（北見市
きたみし

）～端野町共和
たんのちょうきょうわ

（北見市
きたみし

） 4

16 北海道横断自動車道　網走線 端野町共和
たんのちょうきょうわ

（北見市
きたみし

）～高野
たかの

（交差点）（美幌町
びほろちょう

） 18

17 北海道横断自動車道　網走線 女満別空港
めまんべつくうこう

（大空町
おおぞらちょう

）～網走
あばしり

（網走市
あばしりし

） 23

18 旭川紋別自動車道 上川
かみかわ

層雲峡
そううんきょう

（上川町
かみかわちょう

）～浮島
うきしま

（上川町
かみかわちょう

）　※1 18

19 旭川紋別自動車道 白滝
しらたき

（遠軽町
えんがるちょう

）～丸瀬布
まるせっぷ

（遠軽町
えんがるちょう

）　※1 16

20 旭川紋別自動車道 丸瀬布
まるせっぷ

（遠軽町
えんがるちょう

）～遠軽
えんがる

（遠軽町
えんがるちょう

）　※1 21

21 旭川紋別自動車道 遠軽
えんがる

（遠軽町
えんがるちょう

）～紋別
もんべつ

（紋別市
もんべつし

） 33

22 深川留萌自動車道 留萌幌糠
るもいほろぬか

（留萌市
るもいし

）～留萌
るもい

（留萌市
るもいし

）　※1 13

23 帯広広尾自動車道 帯広川西
おびひろかわにし

（帯広市
おびひろし

）～中札内
なかさつない

（中札内村
なかさつないむら

）　※1 19

24 帯広広尾自動車道 中札内
なかさつない

（中札内村
なかさつないむら

）～大樹
たいき

（大樹町
たいきちょう

）　※1 22

25 帯広広尾自動車道 大樹
たいき

（大樹町
たいきちょう

）～広尾
ひろお

（広尾町
ひろおちょう

） 22

26 日高自動車道 日高富川
ひだかとみかわ

（日高町
ひだかちょう

）～厚賀
あつが

（日高町
ひだかちょう

）　※1 20

27 日高自動車道 厚賀
あつが

（日高町
ひだかちょう

）～静内
しずない

（新
しん

ひだか町
ちょう

）　※1 15

28 日高自動車道 静内
しずない

（新
しん

ひだか町
ちょう

）～浦河
うらかわ

（浦河町
うらかわちょう

） 41

29 函館江差自動車道 函館
はこだて

（函館市
はこだてし

）～茂辺地
もへじ

（北斗市
ほくとし

）　※1 18

30 函館江差自動車道 茂辺地
もへじ

（北斗市
ほくとし

）～木古内
きこない

（木古内町
きこないちょう

）　※1 16

31 函館江差自動車道 木古内
きこない

（木古内町
きこないちょう

）～江差
えさし

（江差町
えさしちょう

） 31

32 東北縦貫自動車道　八戸線 六
ろくのへ

戸（１）（六戸町
ろくのへまち

）～上北
かみきた

（東北町
とうほくまち

）　※1 8

33 東北縦貫自動車道　八戸線 上北
かみきた

（東北町
とうほくまち

）～天間
てんまだて

舘（七戸町
しちのへまち

） 21

34 東北縦貫自動車道　八戸線 滝沢
たきざわ

（青森市
あおもりし

）～青森
あおもりひがし

東（青森市
あおもりし

） 4

35 東北横断自動車道　釜石秋田線 釜石
かまいし

（釜石市
かまいしし

）～釜石
かまいしにし

西（釜石市
かまいしし

） 6

36 東北横断自動車道　釜石秋田線 遠野住田
とおのすみた

（遠野市
とおのし

）～遠野
とおの

（遠野市
とおのし

） 10

37 日本海沿岸東北自動車道 朝日
あさひ

（朝日村
あさひむら

）～温海
あつみ

（鶴岡市
つるおかし

） 36

38 日本海沿岸東北自動車道 酒田
さかた

みなと（酒田市
さかたし

）～象潟
きさかた

（にかほ市
し

） 29

39 日本海沿岸東北自動車道 象潟
きさかた

（にかほ市
し

）～仁賀保
にかほ

（にかほ市
し

）　※1 14

40 日本海沿岸東北自動車道 仁賀保
にかほ

（にかほ市
し

）～本荘
ほんじょう

（由利本荘市
ゆりほんじょうし

）　※1 13

41 日本海沿岸東北自動車道 二ツ井白神
ふたついしらかみ

（能代市
のしろし

）～あきた北
きた

空港
くうこう

（北秋田市
きたあきたし

） 16

42 日本海沿岸東北自動車道 あきた北
きた

空港
くうこう

（北秋田市
きたあきたし

）～栄
さかえ

（北秋田市
きたあきたし

）　※1 6

43 日本海沿岸東北自動車道 栄
さかえ

（北秋田市
きたあきたし

）～櫃崎
ひつざき

（大館市
おおだてし

）　※1 8

44 日本海沿岸東北自動車道 櫃崎
ひつざき

（大館市
おおだてし

）～大館
おおだてきた

北（大館市
おおだてし

）　※1 9

45 東北中央自動車道 相馬
そうま

ＪＣＴ（相馬市
そうまし

）～相馬西
そうまにし

（相馬市
そうまし

） 5

46 東北中央自動車道 相馬西
そうまにし

（相馬市
そうまし

）～阿武隈
あぶくま

（相馬市
そうまし

）　※1 11

47 東北中央自動車道 阿武隈
あぶくま

（相馬市
そうまし

）～霊山町
りょうぜんまち

  石田
いしだ

（伊達市
だてし

） 6

48 東北中央自動車道 霊山
りょうぜんまち

町  石田
いしだ

（伊達市
だてし

）～霊山町
りょうぜんまち

 小国
おぐに

（伊達市
だてし

）　※1 11

49 東北中央自動車道 霊山町
りょうぜんまち

  小国
おぐに

（伊達市
だてし

）～福島北
ふくしまきた

ＪＣＴ（福島市
ふくしまし

） 11

50 東北中央自動車道 尾花沢
おばなざわ

（尾花沢市
おばなざわし

）～新庄
しんじょう

（新庄市
しんじょうし

）　※1 18

※1：平成１９年度末時点で事業中の区間

評　価　区　間区間
番号

路　線　名
評価
区間
延長
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表２－２ 評価区間（区間番号５１～１００） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（ｋｍ）

51 東北中央自動車道 新庄
しんじょう

（新庄市
しんじょうし

）～新庄
しんじょうきた

北（新庄市
しんじょうし

）　※1 5

52 東北中央自動車道 新庄
しんじょうきた

北（新庄市
しんじょうし

）～飛ノ森
とびのもり

（金山町
かねやままち

） 21

53 東北中央自動車道 及位
のぞき

（真室川町
まむろがわまち

）～上院内
かみいんない

（湯沢市
ゆざわし

） 9

54 東北中央自動車道 上院内
かみいんない

（湯沢市
ゆざわし

）～下院内
しもいんない

（湯沢市
ゆざわし

）　※1 3

55 東北中央自動車道 下院内
しもいんない

（湯沢市
ゆざわし

）～雄
おがち

勝こまち（湯沢市
ゆざわし

） 5

56 常磐自動車道 利府
りふ

ＪＣＴ（利府町
りふちょう

）～富
とみや

谷ＪＣＴ（富谷町
とみやまち

）　※1 14

57 津軽自動車道 浪岡
なみおか

ＪCT（青森市
あおもりし

）～浪岡
なみおか

（青森市
あおもりし

） 2

58 津軽自動車道 五所川原北
ごしょがわらきた

（五所川原市
ごしょがわらし

）～柏
かしわ

（つがる市
し

）　※1 4

59 津軽自動車道 柏
かしわ

（つがる市
し

）～木造
きづくり

（つがる市
し

） 13

60 津軽自動車道 木造
きづくり

（つがる市
し

）～鰺ヶ沢
あじがさわ

（鰺ヶ沢町
あじがさわまち

）　※1 4

61 八戸久慈自動車道 八戸
はちのへ

ＪＣＴ（八戸市
はちのへし

）～八戸南
はちのへみなみ

（八戸市
はちのへし

）　※1 9

62 八戸久慈自動車道 八戸
はちのへ

南
みなみ

（八戸市
はちのへし

）～　階上
はしかみ

（階上町
はしかみちょう

）　※1 9

63 八戸久慈自動車道 階上
はしかみ

（階上町
はしかみちょう

）～久慈北
くじきた

（久慈市
くじし

） 29

64 三陸縦貫自動車道 桃生豊里
ものうとよさと

（石巻市
いしのまきし

）～登米
とよま

（登米市
とめし

）　※1 14

65 三陸縦貫自動車道 登米
とよま

（登米市
とめし

）～志津川
しづがわ

（南三陸町
みなみさんりくちょう

）　※1 16

66 三陸縦貫自動車道 志津川
しづがわ

（南三陸町
みなみさんりくちょう

）～大谷
おおや

（本吉町
もとよしちょう

） 21

67 三陸縦貫自動車道 大谷
おおや

（本吉町
もとよしちょう

）～気仙沼
けせんぬま

（気仙沼市
けせんぬまし

）　※1 7

68 三陸縦貫自動車道 気仙沼
けせんぬま

（気仙沼市
けせんぬまし

）～只越
ただこし

（気仙沼市
けせんぬまし

） 8

69 三陸縦貫自動車道 只越
ただこし

（気仙沼市
けせんぬまし

）～舘
たて

（気仙沼市
けせんぬまし

）　※1 3

70 三陸縦貫自動車道 舘
たて

（気仙沼市
けせんぬまし

）～高田
たかた

（陸前高田市
りくぜんたかたし

） 9

71 三陸縦貫自動車道 高田
たかた

（陸前高田市
りくぜんたかたし

）～大船渡碁石海岸
おおふなとごいしかいがん

（大船渡市
おおふなとし

）　※1 8

72 三陸縦貫自動車道 三陸
さんりく

（大船渡市
おおふなとし

）～吉浜
よしはま

（大船渡市
おおふなとし

）　※1 4

73 三陸縦貫自動車道 吉浜
よしはま

（大船渡市
おおふなとし

）～釜石
かまいし

（釜石市
かまいしし

） 13

74 三陸縦貫自動車道 釜石
かまいし

（釜石市
かまいしし

）～山田南
やまだみなみ

（山田町
やまだまち

）　※1 23

75 三陸縦貫自動車道 山田
やまだ

（山田町
やまだまち

）～金浜
かねはま

（宮古市
みやこし

） 13

76 三陸縦貫自動車道 金浜
かねはま

（宮古市
みやこし

）～松山
まつやま

（宮古市
みやこし

）　※1 5

77 三陸縦貫自動車道 松山
まつやま

（宮古市
みやこし

）～宮古北
みやこきた

（宮古市
みやこし

） 6

78 東関東自動車道　館山線 富浦
とみうら

（南房総市
みなみぼうそうし

）～館山
たてやま

（館山市
たてやまし

） 5

79 東関東自動車道　水戸線 潮来
いたこ

（潮来市
いたこし

）～鉾田
ほこた

（鉾田市
ほこたし

） 31

80 東京外かく環状道路 大泉
おおいずみ

ＪＣＴ（練馬区
ねりまく

）～東名
とうめい

ＪＣＴ（世田谷区
せたがやく

） 16

81 東京外かく環状道路 東名
とうめい

ＪＣＴ（世田谷区
せたがやく

）～平和島
へいわじま

ＪＣＴ（大田区
おおたく

） 24

82 第二東海自動車道 玉川
たまがわ

（世田谷区
せたがやく

）～横浜
よこはまいずみ

泉ＪＣＴ（横浜市
よこはまし

） 36

83 第二東海自動車道 横浜
よこはまいずみ

泉ＪＣＴ（横浜市
よこはまし

）～海老名南
えびなみなみ

ＪＣＴ（海老名市
えびなし

） 10

84 首都圏中央連絡自動車道 釜利谷
かまりや

ＪＣＴ（横浜市
よこはまし

）～戸塚
とつか

（横浜市
よこはまし

）　※1 9

85 首都圏中央連絡自動車道 栄
さかえ

ＪＣＴ（横浜市
よこはまし

）～藤沢
ふじさわ

（藤沢市
ふじさわし

）　※1 8

86 首都圏中央連絡自動車道 西久保
にしくぼ

ＪＣＴ（茅ヶ崎市
ちがさきし

）～海老名南ＪＣＴ
えびなみなみ

（海老名市
えびなし

）　※1 8

87 首都圏中央連絡自動車道 海老名北
えびなきた

（海老名市
えびなし

）～相模原
さがみはら

（相模原市
さがみはらし

）　※1 10

88 首都圏中央連絡自動車道 相模原
さがみはら

（相模原市
さがみはらし

）～八王子ＪＣＴ
はちおうじ

（八王子市
はちおうじし

）　※1 17

89 首都圏中央連絡自動車道 川島
かわじま

（川島町
かわじままち

）～五霞
ごか

（五霞町
ごかまち

）　※1 33

90 首都圏中央連絡自動車道 五霞
ごか

（五霞町
ごかまち

）～つくばＪＣＴ（つくば市
し

）　※1 40

91 首都圏中央連絡自動車道 つくばＪＣＴ（つくば市
し

）～大栄ＪＣＴ
たいえい

（成田市
なりたし

）　※1 40

92 首都圏中央連絡自動車道 大栄
たいえい

ＪＣＴ（成田市
なりたし

）～松尾横芝
まつおよこしば

（山武市
さんむし

）　※1 19

93 首都圏中央連絡自動車道 東金
とうがね

ＪＣＴ（東金市
とうがねし

）～茂原長南
もばらちょうなん

（茂原市
もばらし

）　※1 22

94 首都圏中央連絡自動車道 茂原長南
もばらちょうなん

（茂原市
もばらし

）～木更津JCT
きさらづ

（木更津市
きさらづし

）　※1 28

95 中部横断自動車道 長坂
ながさか

ＪＣＴ（北杜市
ほくとし

）～八千穂
やちほ

（佐久穂町
さくほまち

） 34

96 能越自動車道 輪島
わじま

（輪島市
わじまし

）～三井
みい

（輪島市
わじまし

） 7

97 能越自動車道 三井
みい

（輪島市
わじまし

）～能登空港
のとくうこう

（輪島市
わじまし

）　※1 5

98 能越自動車道 田鶴浜
たつるはま

（七尾市
ななおし

）～七尾
ななお

（七尾市
ななおし

） 10

99 能越自動車道 七尾
ななお

（七尾市
ななおし

）～氷見
ひみ

（氷見市
ひみし

）　※1 28

100 中部縦貫自動車道 松本
まつもと

ＪＣＴ（松本市
まつもとし

）～波田
はた

（波田町
はたまち

）　※1 5

評　価　区　間区間
番号

路　線　名

※1：平成１９年度末時点で事業中の区間

評価
区間
延長
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表２－３ 評価区間（区間番号１０１～１５０） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（ｋｍ）

101 中部縦貫自動車道 波田
はた

（波田町
はたまち

）～中ノ湯
なかのゆ

（松本市
まつもとし

） 27

102 中部縦貫自動車道 平湯
ひらゆ

（高山市
たかやまし

）～丹生川
にゅうかわ

（高山市
たかやまし

） 21

103 中部縦貫自動車道 丹生川
にゅうかわ

（高山市
たかやまし

）～飛騨清見
ひだきよみ

（高山市
たかやまし

）　※1 25

104 中部縦貫自動車道 大野
おおの

（大野市
おおのし

）～油坂出入口
あぶらさかでいりぐち

（大野市
おおのし

） 32

105 中部縦貫自動車道 福井北
ふくいきた

ＪＣＴ（福井市
ふくいし

）～大野
おおの

（大野市
おおのし

）　※1 26

106 伊豆縦貫自動車道 岡宮
おかのみや

（沼津市
ぬまづし

）～函南
かんなみ

（函南町
かんなみちょう

）　※1 15

107 伊豆縦貫自動車道 函南
かんなみ

（函南町
かんなみちょう

）～修善寺ＪＣＴ
しゅぜんじ

（伊豆市
いずし

） 16

108 伊豆縦貫自動車道 修善寺
しゅぜんじ

（伊豆市
いずし

）～天城湯ヶ島
あまぎゆがしま

（伊豆市
いずし

）　※1 7

109 伊豆縦貫自動車道 天城湯ヶ島
あまぎゆがしま

（伊豆市
いずし

）～下田北
しもだきた

（下田市
しもだし

） 22

110 伊豆縦貫自動車道 下田北
しもだきた

（下田市
しもだし

）～下田
しもだ

（下田市
しもだし

）　※1 6

111 三遠南信自動車道 飯田山本
いいだやまもと

（飯田市
いいだし

）～喬木
たかぎ

（喬木村
たかぎむら

）　※1 22

112 三遠南信自動車道 程野
ほどの

（飯田市
いいだし

）～南信濃
みなみしなの

（飯田市
いいだし

） 13

113 三遠南信自動車道 南信濃
みなみしなの

（飯田市
いいだし

）～水窪北
みさくぼきた

（浜松市
はままつし

）　※1 13

114 三遠南信自動車道 水窪北
みさくぼきた

（浜松市
はままつし

）～佐久間
さくま

（浜松市
はままつし

） 20

115 三遠南信自動車道 佐久間
さくま

（浜松市
はままつし

）～引佐
いなさ

ＪＣＴ（浜松市
はままつし

）　※1 28

116 東海環状自動車道 土岐
ときみなみたじみ

南多治見（土岐市
ときし

）～西関
にしせき

（関市
せきし

）　※1 39

117 東海環状自動車道 西関
にしせき

（関市
せきし

）～養老
ようろう

（養老町
ようろうちょう

）　※1 44

118 東海環状自動車道 養老
ようろう

（養老町
ようろうちょう

）～北勢
ほくせい

（いなべ市
し

）　※1 18

119 東海環状自動車道 北勢
ほくせい

（いなべ市
し

）～四日市北ＪＣＴ
よっかいちきた

（四日市市
よっかいちし

）　※1 14

120 近畿自動車道　伊勢線 名古屋西
なごやにし

ＪＣＴ（名古屋市
なごやし

）～飛島
とびしま

（飛島村
とびしまむら

） 12

121 近畿自動車道　紀勢線 すさみ（すさみ町
ちょう

）～太地
たいじ

（那智勝浦町
なちかつうらちょう

） 36

122 近畿自動車道　紀勢線 太地
たいじ

（那智勝浦町
なちかつうらちょう

）～新宮
しんぐう

（新宮市
しんぐうし

）　※1 15

123 近畿自動車道　紀勢線 新宮
しんぐう

（新宮市
しんぐうし

）～大泊
おおどまり

（熊野市
くまのし

） 42

124 近畿自動車道　紀勢線 大泊
おおどまり

（熊野市
くまのし

）～尾鷲
おわせみなみ

南（尾鷲市
おわせし

）　※1 19

125 近畿自動車道　紀勢線 尾鷲
おわせみなみ

南（尾鷲市
おわせし

）～尾鷲
おわせきた

北（尾鷲市
おわせし

） 5

126 京都縦貫自動車道 久御山
くみやま

（久御山町
くみやまちょう

）～沓掛（
くつかけ

大枝
おおえ

）（京都市
きょうとし

）　※1 16

127 京都縦貫自動車道 丹波
たんば

（京丹波町
きょうたんばちょう

）～綾部ＪＣＴ
あやべ

（綾部市
あやべし

）　※1 29

128 京奈和自動車道 巨椋
おぐら

ＪＣＴ（京都市
きょうとし

）～城陽
じょうよう

ＪＣＴ（城陽市
じょうようし

） 6

129 京奈和自動車道 奈良北
ならきた

（奈良市
ならし

）～大和郡山
やまとこおりやま

ＪＣＴ（大和郡山市
やまとこおりやまし

） 12

130 京奈和自動車道 大和郡山
やまとこおりやま

ＪＣＴ（大和郡山市
やまとこおりやまし

）～五條北
ごじょうきた

（五條市
ごじょうし

）　※1 27

131 京奈和自動車道 高野口
こうやぐち

（橋本市
はしもとし

）～打田
うちた

（紀の川市
きのかわし

）　※1 17

132 京奈和自動車道 打田
うちた

（紀の川市
きのかわし

）～和歌山ＪＣＴ
わかやま

（和歌山市
わかやまし

）　※1 12

133 北近畿豊岡自動車道 和田山
わだやま

（朝来市
あさごし

）～八鹿
ようか

（養父市
やぶし

）　※1 14

134 北近畿豊岡自動車道 八鹿
ようか

（養父市
やぶし

）～日高
ひだか

（豊岡市
とよおかし

）　※1 10

135 北近畿豊岡自動車道 日高
ひだか

（豊岡市
とよおかし

）～豊岡南
とよおかみなみ

（豊岡市
とよおかし

）　※1 6

136 北近畿豊岡自動車道 豊岡南
とよおかみなみ

（豊岡市
とよおかし

）～豊岡竹野
とよおかたけの

（豊岡市
とよおかし

） 6

137 中国横断自動車道　岡山米子線 米子北
よなごきた

（米子市
よなごし

）～境港
さかいみなと

  （境港市
さかいみなとし

） 20

138 山陰自動車道 鳥取
とっとり

（鳥取市
とっとりし

）～吉岡
よしおかおんせん

温泉（鳥取市
とっとりし

）　※1 7

139 山陰自動車道 吉岡
よしおかおんせん

温泉（鳥取市
とっとりし

）～瑞穂
みずほ

（鳥取市
とっとりし

）　※1 6

140 山陰自動車道 瑞穂
みずほ

（鳥取市
とっとりし

）～青谷
あおや

（鳥取市
とっとりし

） 6

141 山陰自動車道 はわい（湯梨浜町
ゆりはまちょう

）～東伯
とうはく

（琴浦町
ことうらちょう

）　※1 14

142 山陰自動車道 東伯
とうはく

（琴浦町
ことうらちょう

）～赤碕
あかさきなかやま

中山（大山町
だいせんちょう

）　※1 12

143 山陰自動車道 赤碕
あかさきなかやま

中山（大山町
だいせんちょう

）～下市
しもいち

（大山町
だいせんちょう

）　※1 4

144 山陰自動車道 下市
しもいち

（大山町
だいせんちょう

）～淀江
よどえ

（大山町
だいせんちょう

）　※1 12

145 山陰自動車道 出雲
いずも

（出雲市
いずもし

）～多伎
たき

（出雲市
いずもし

） 9

146 山陰自動車道 多伎
たき

（出雲市
いずもし

）～朝山
あさやま

（大田市
おおだし

）　※1 9

147 山陰自動車道 朝山
あさやま

（大田市
おおだし

）～大田
おおだ

（大田市
おおだし

）　※1 6

148 山陰自動車道 大田
おおだ

（大田市
おおだし

）～仁摩
にま

（大田市
おおだし

） 13

149 山陰自動車道 仁摩
にま

（大田市
おおだし

）～福光
ふくみつ

（大田市
おおだし

）　※1 12

150 山陰自動車道 福光
ふくみつ

（大田市
おおだし

）～江津
ごうつ

（江津市
こうつし

） 13

評　価　区　間区間
番号

路　線　名

※1：平成１９年度末時点で事業中の区間

評価
区間
延長
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表２－４ 評価区間（区間番号１５１～１８７） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（ｋｍ）

151 山陰自動車道 原井
はらい

（浜田市
はまだし

）～三隅
みすみ

（浜田市
はまだし

）　※1 15

152 山陰自動車道 三隅
みすみ

（浜田市
はまだし

）～遠田
とおだ

（益田市
ますだし

） 14

153 山陰自動車道 遠田
とおだ

（益田市
ますだし

）～須子
すこ

（益田市
ますだし

）　※1 8

154 山陰自動車道 須子
すこ

（益田市
ますだし

）～萩
はぎ

（萩市
はぎし

） 68

155 山陰自動車道 萩
はぎ

（萩市
はぎし

）～三隅
みすみ

（長門市
ながとし

）　※1 15

156 山陰自動車道 三隅
みすみ

（長門市
ながとし

）～小月
おづき

ＪＣＴ（下関市
しものせきし

） 48

157 東広島・呉自動車道 東広島
ひがしひろしま

ＪＣＴ（東広島市
ひがしひろしまし

）～阿賀
あが

（呉市
くれし

）　※1 33

158 四国横断自動車道 須崎東
すさきひがし

（須崎市
すさきし

）～須崎新荘
すさきしんじょう

（須崎市
すさきし

）　※1 5

159 四国横断自動車道 窪川
くぼかわ

（四万十町
しまんとちょう

）～金
きんじょうの

上野（四万十町
しまんとちょう

） 5

160 四国横断自動車道 金
きんじょうの

上野（四万十町
しまんとちょう

）～拳
こぶしのかわ

ノ川（黒潮町
くろしおちょう

）　※1 6

161 四国横断自動車道 拳ノ川
こぶしのかわ

（黒潮町
くろしおちょう

）～中村
なかむら

（四万十市
しまんとし

） 26

162 四国横断自動車道 中村
なかむら

（四万十市
しまんとし

）～宿毛
すくも

（宿毛市
すくもし

）　※1 23

163 四国横断自動車道 宿毛
すくも

（宿毛市
すくもし

）～内海
うちうみ

（愛
あい

南町
なんちょう

） 33

164 四国横断自動車道 内海
うちうみ

（愛
あい

南
なん

町
ちょう

）～岩松
いわまつ

（宇和島市
うわじまし

） 10

165 四国横断自動車道 岩松
いわまつ

（宇和島市
うわじまし

）～宇和島北
うわじまきた

（宇和島市
うわじまし

）　※1 18

166 今治小松自動車道 今治
いまばり

（今治市
いまばりし

）～今治湯ノ浦
いまばりゆのうら

（今治市
いまばりし

）　※1 10

167 高知東部自動車道 高知
こうち

（高知市
こうちし

）～高知空港
こうちくうこう

（南国市
なんこくし

）　※1 15

168 高知東部自動車道 高知空港
こうちくうこう

（南国市
なんこくし

）～芸西西
げいせいにし

（芸西村
げいせいむら

）　※1 13

169 高知東部自動車道 芸西
げいせい

西
にし

（芸西村
げいせいむら

）～安芸西
あきにし

（安芸市
あきし

） 9

170 九州横断自動車道　延岡線 矢部
やべ

（山
やまと

都）（山都町
やまとちょう

）～蔵田
くらた

（延岡市
のべおかし

） 52

171 九州横断自動車道　延岡線 蔵田
くらた

（延岡市
のべおかし

）～延岡
のべおか

ＪCT（延岡市
のべおかし

）　※1 13

172 東九州自動車道 北川
きたがわ

（延岡市
のべおかし

）～延岡
のべおかみなみ

南（延岡市
のべおかし

）　※1 21

173 東九州自動車道 日南
にちなん

（日南市
にちなんし

）～志布志
しぶし

（志布志市
しぶしし

） 38

174 西九州自動車道 福重
ふくしげ

ＪＣＴ（福岡市
ふくおかし

）～（福井）
ふくい

（二丈町
にじょうまち

）　※1 22

175 西九州自動車道 鹿家
しかか

（二丈町
にじょうまち

）～唐津
からつ

（唐津市
からつし

）　※1 10

176 西九州自動車道 唐津
からつ

（唐津市
からつし

）～伊万里東
いまりひがし

（伊万里市
いまりし

）　※1 18

177 西九州自動車道 伊万里東
いまりひがし

（伊万里市
いまりし

）～伊万里西
いまりにし

（伊万里市
いまりし

）　※1 7

178 西九州自動車道 伊万里西
いまりにし

（伊万里市
いまりし

）～松浦
まつうら

（松浦市
まつうらし

）　※1 17

179 西九州自動車道 松浦
まつうら

（松浦市
まつうらし

）～佐々
さざ

（佐々町
さざちょう

） 16

180 西九州自動車道 佐々
さざ

（佐々町
さざちょう

）～佐世保
させぼ

（佐世保市
させぼし

）　※1 9

181 西九州自動車道 佐世保
させぼ

（佐世保市
させぼし

）～佐世保大塔
させぼだいとう

（佐世保市
させぼし

）　※1 8

182 南九州西回り自動車道 日奈久
ひなぐ

（八代市
やつしろし

）～芦北
あしきた

（芦北町
あしきたまち

）　※1 17

183 南九州西回り自動車道 芦北
あしきた

（芦北町
あしきたまち

）～出水
いずみ

（出水市
いずみし

）　※1 30

184 南九州西回り自動車道 出水
いずみ

（出水市
いずみし

）～鶴川内
つるかわうち

（阿久根市
あくねし

）　※1 15

185 南九州西回り自動車道 鶴川内
つるかわうち

（阿久根市
あくねし

）～川内
せんだい

（薩摩川内市
さつませんだいし

） 20

186 南九州西回り自動車道 川内
せんだい

（薩摩川内市
さつませんだいし

）～薩摩川内都
さつませんだいみやこ

（薩摩川内市
さつませんだいし

）　※1 10

187 那覇空港自動車道 那覇空港
なはくうこう

（那覇市
なはし

）～豊見城・名嘉地
とみぐすくなかち

（豊見城市
とみぐすくし

） 5

※1：平成１９年度末時点で事業中の区間

評　価　区　間区間
番号

路　線　名
評価
区間
延長
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２－２ 評価項目の設定 

 

評価項目については、道路関係四公団の民営化時の「道路事業評価手法検討委員会」での審議内

容等を踏まえ、同様の評価項目として表２－５のとおりとする。 

各指標の具体的な内容・算出方法については、２－５～２－６を参照。 

 

表２－５ 高規格幹線道路の点検における評価項目 

大項目・中項目 

(小項目) 
評価の視点 評価項目 指標

走行時間短縮便益 

走行経費減少便益 費用対便益 
高速道路整備による直接的な便益のうち、貨

幣換算可能となる３項目を評価 

交通事故減少便益 

2-5 
参照 

高速バス等長距離自動車交通の利便性が高まる 指標1

新幹線・空港等幹線交通網への利便性が高まる 指標2
住民生活 
・生活機会の拡大 
・公共サービスの向上

公共交通による他地域への移動時間を短縮
し、生活機会や交流人口の拡大に資する効果の
評価。 

また、高次医療施設までの搬送時間の短縮に
よる、住民生活の安心向上を評価。 

(渋滞緩和による利便性向上は、便益と重複す
るので評価しない。) 高度な医療施設までの搬送時間が短縮される 指標3

拠点都市間を連絡し、相互の連携が可能になる 指標4

日常活動圏の中心都市へのアクセスが向上する 指標5
地域社会 
・地域社会の安定化 
・地域文化の振興 

地域の経済・生活・文化・教育等の拠点とな
る都市へのアクセス向上や都市相互の連携補完
による、地域社会の自立と定住に寄与する効果
を評価。 

また、観光地へのアクセス向上による地域情
報の発信、地域文化の振興並びに観光振興への
寄与を評価。 

複数の主要観光地を連絡し、広域的な観光産業の

発展に貢献する 
指標6

物流拠点へのアクセスが容易になり、産業立地を

振興する 
指標7

高速道路へのアクセスが容易になり、農林水産品

の流通の利便性が向上する 
指標8

地域経済 
・生産の拡大 
・雇用の増加 

産業立地・振興や、農林水産業の振興に寄与
する物流・流通の利便性向上を評価。 
また、高速道路の整備とあわせて進められて

いる地域振興計画の実現による、地域経済への
効果を評価。 高速道路の整備とあわせた地域振興計画が進めら

れている 
指標9

自動車からのNOX、SPM排出量が削減される 指標10

並行道路において騒音レベルが低減する 指標11
環境 
・生活環境の保全 
・地球環境の保全 

高速道路整備によって周辺道路の負荷が軽減
されることによる生活環境の保全・改善への寄
与及び地球温暖化対策への寄与を評価。 

自動車からのCO2排出量が削減される 指標12

並行する緊急輸送道路が通行止めになった場合の

迂回路が長大である 
指標13

並行する緊急輸送道路で冬季交通障害や異常気象

時に通行規制される区間がある 
指標14

安全 
・事故・災害の減少 
・二次的影響の軽減 

自然災害時や大規模事故時における緊急輸送
道路の代替路を形成し、地域の安全性向上を評
価する。 

また、高速ネットワークの代替路線形成によ
る国土のリダンダンシー向上を評価する。 
(交通事故減少による安全性向上は便益と重

複するので評価しない。) 並行する高速道路の代替路線を形成する 指標15

波
及
的
影
響(

そ
の
他
外
部
効
果)

 

その他 
地方公共団体 
の取り組み 

地方公共団体が策定する地域計画との整合
や、利用増進・コスト縮減など、事業実施に対
する地方公共団体の自主的な取り組みや協力姿
勢を評価。 

地方の創意工夫による自主的な取り組み状況を評

価する 
指標16

 

なお、各評価項目毎の評価結果を整理する上で、有意な差が表現できるよう、各指標の評点は、

評価対象の全区間の数値を算定した上で、偏差値で表すものとする。 
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【費用対便益と外部効果による評価】

２－３ 点検手順の流れ 

道路関係四公団の民営化時と同様の手法を用い、費用対便益に加え、外部効果も加味して、以下

の手順で点検を行う。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図２－２ 点検手順の流れ  

 

１）事業としての必要性の検証 

各評価区間毎に、現計画※1に基づき、その事業の完成によって生じる社会的便益が費用を上回るか

否かを検証する。現計画で社会的便益が費用を上回らない場合には、完成２車線計画に見直したと

仮定し、検証を行う。 

社会的便益及び費用の算定は、「費用便益分析マニュアル（平成15年8月国土交通省道路局、都市・

地域整備局）」に基づき実施する。 

なお、算定方法の詳細については、「２－５ 費用対便益」を参照。 

                                              

※1；現計画：都市計画決定済みもしくは基本計画以上の区間は、それらの計画に定められた計画内容を「現計画」とし、

それ以外の計画については、原則４車線の計画を「現計画」とする。但しPI（パブリックインボルブメント）等に

より計画内容を既に公表している場合には、その公表計画を「現計画」とする。 

※2；Ｂ／Ｃ＝１．２：未事業化区間で、一部ルートやＩＣの位置が確定していないなど、事業費の不確実性（感度分析

±10%）等を加味し、より厳格に設定 

現計画 
社会的便益／費用＞１ 

(Ｂ／Ｃ＞１) 

完成２車線計画への 
見直し 

Ｂ／Ｃ＞１ 

ＮＯ 

ＹＥＳ 

①事業としての必要性の検証 

②整備の進め方の評価 

現計画 
B／C≧１．２ 

完成２車線計画 
B／C≧１．２ 

外部効果の内容の確認 

 
計画見直し 

ＮＯ 

ＹＥＳ 

ＹＥＳ 

ＮＯ 

グループ１ 
・現計画で整備 

グループ２ 
・完成２車線相当への
見直し 

グループ３ 
・現道活用など構造 
・規格の見直し 

※１ 

※２ ※２ 
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２）整備の進め方の評価 

費用対便益と外部効果により、整備の進め方を評価する。評価に際しては、未事業化区間で一部ル

ートやICの位置が確定していないなど、事業の不確実性を加味し、費用対便益の基準をより厳格に

設定するとともに、外部効果の内容を十分に確認し、それらを受けて整備の進め方を３つのグルー

プに分類する。 

なお、費用対便益、外部効果の算定方法については、「２－５ 費用対便益」、「２－６ 外部効

果」を参照。 
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２－４ 評価の前提条件 

 

２－４－１ 評価基準年 

 

費用対便益の基準年は、供用初年度（２０３０年）とする。 

 

２－４－２ ネットワーク条件 

 

評価は、評価区間の整備の有無による効果等の差を計測することにより行うが、整備有りの場合

のネットワーク条件は、高規格幹線道路の走行面の機能が全線約１４，０００ｋｍで確保されたこ

とを前提とする。 

車線数等の条件は、高規格幹線道路約１４，０００ｋｍのうち、整備計画区間９，３４２ｋｍに

ついては整備計画の内容で供用されたことを前提とし、整備計画区間以外の既供用区間（平成１９

年度末時点）については平成１９年度末時点で供用予定の区間が全て供用されたことを前提とする。 

また、評価区間については、現計画に基づいた断面（現計画断面）として供用することを前提と

する場合と、評価区間のうち未供用区間について完成２車線とする断面（完成２車断面）で供用す

ることを前提とする場合（一部、施工性の面や交通量の面から、完成２車断面としての整備が適当

でない区間については、現計画の車線数のままを前提とする）の２ケースを設定する。 

なお、実際には供用区間は経年的に変化するが、現段階では個別の供用時期の設定が困難である

こと、同一の条件での評価が可能となること等から、評価検討期間内における交通量、便益、管理

費等は、将来交通量推計を実施する２０３０年の値で一定と仮定する。 

 

２－４－３ 有料・無料の設定 

 

独立行政法人日本高速道路保有・債務返済機構と高速道路株式会社との間で締結された協定に基

づき、２０３０年時点において有料とされている区間については有料とし、料金水準も協定に規定

されているとおりとする。 

点検対象区間約２，９００ｋｍについては、原則無料とするが、有料道路として事業中の区間及

び有料を前提に計画を地域に公表している区間など有料が想定される区間については有料として設

定する。料金水準については、協定に準じた形で設定する。 
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２－５ 費用対便益 

 

２－５－１ 費用対便益の基本的考え方 

 

供用初年度を基準年とし、道路整備が行われる場合と行われない場合のそれぞれについて、一定

期間の便益額、費用を算定し、道路整備に伴う費用の増分と便益の増分を比較することにより分析、

評価を行うものである。 

算定作業のフローを以下に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図２－３ 費用便益分析のフロー 

 

なお、事業中区間のうち、「国土交通省所管公共事業の再評価実施要領」（平成 15 年３月 国土交

通省）に従って再評価時に費用対便益の分析を実施し、その結果を第三者から構成される委員会に

諮った上で公表している区間については、その値を用いている。 

費用及び便益算出の前提 
社会的割引率：４％ 
検討年数  ：４０年 

便益の算定 費用の算定 

交通量の推計 
○ 交通量 
○ 走行速度 
○ 路線条件 

便益の算定 
・ 走行時間短縮便益 
・ 走行経費減少便益 
・ 交通事故減少便益 

・事業費 
 
・管理費 

総 便 益 総 費 用 

現在価値の算出 

便益の現在価値 費用の現在価値 

費用便益分析の実施 

社 

会 

的 

割 

引 

率 
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２－５－２ 便益の算定 

 

１）基本的考え方 

便益算定の基本的な方法については「費用便益分析マニュアル（平成 15 年８月 国土交通省道路

局、都市・地域整備局）」を適用し、計上する便益は、１）走行時間短縮便益、２）走行経費減少便

益、３）交通事故減少便益の３つとする。 

それぞれの便益の算出手法としては、交通量推計手法を用いて、評価区間整備ありの場合（全評

価区間が整備）と評価区間整備なしの場合（分析対象となる当該評価区間のみ未整備）の総走行時

間費用、総走行費用、交通事故の社会的損失の差から便益を算定している。整備あり、整備なしそ

れぞれの費用を算出するにあたっては、道路ネットワークを以下の条件として、総走行時間費用等

を算出している。 

また、便益の算定に用いる交通量は、１９９９年に実施した道路交通センサス等を基に推計した

全国将来交通需要（平成 14年 12月公表）から、２０３０年の値を推計している。 

 

評価区間整備ありの場合：高規格幹線道路の走行面の機能が計画部分も含めて全線で確保された

と仮定 

 

評価区間整備なしの場合：高規格幹線道路の走行面の機能が全線で確保された状態から分析対象

となる当該評価区間のみを未整備 

 

便益の算定フローを以下に示す。 

将来ネットワーク

、 ２現計画 完成 車線計画の設定

全評価区間整備あり
（ ） with 

当該評価区間のみ整備なし
（ ） without 

配分交通量 配分交通量

総走行時間費用
総走行費用

交通事故損失額

総走行時間費用
総走行費用

交通事故損失額

当該評価区間の
便益の算定

将来分布交通量

走行時間費用原単位
走行経費原単位

交通事故損失原単位

 

図２－４ 便益の算定フロー 
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２）便益の算定 

（１）走行時間短縮便益 

走行時間短縮便益は総走行時間費用の差として算定する。走行時間短縮便益は走行台時を基に以

下の式で車種別に算出する。 
 

走行時間短縮便益 
＝（整備無の走行台時×時間価値原単位）－（整備有の走行台時×時間価値原単位） 

 

Ⅰ.算定式  

wo BTBTBT −＝走行時間短縮便益：  

∑∑ ×××
j l

jijlijli TQBT 365)( α＝総走行時間費用　：  

ここで、  

BT ：走行時間短縮便益（円／年） 

BTi ：整備 i の場合の総走行時間費用（円／年） 

Qijl ：整備 i の場合のリンク l における車種 j の交通量（台／年） 

Tijl  ：整備 i の場合のリンク l における車種 j の走行時間（分） 

αj  ：車種 j の時間価値原単位（円／台・分） 

時間価値原単位とは自動車利用者が時間節約によって得た利益を貨幣価値で表したもの

である。  

i ：整備の有無を表す添字（有の場合 w、無の場合 o ）  

j ：車種  

l ：リンク番号（交通量推計における交差点間をつなぐ道路の単路部） 

 

 

 

 

II.車種別の時間価値原単位（αj）  

「費用便益分析マニュアル」の３車種区分の原単位を採用。   

 

 

表２－６ 車種別の時間価値原単位（αj） 

            （平成１５年価格、単位：円／台・分） 

車種（ｊ） 時間価値原単位 

乗 用 車 類 

（乗用車＋バス） 
７２．５８ 

小型貨物車 ５６．８１ 

普通貨物車 ８７．４４ 
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（２）走行経費減少便益 

走行経費減少便益は総走行経費の差として算定する。走行経費とは、燃料費、オイル費、タイヤ・

チューブ費、車両整備費、車両償却費等である。 
走行経費減少便益は、走行条件が改善されることによる費用の低下を、走行距離単位当たりで計

測した原単位を用いて、以下の考え方で車種別に算出する。 
 

走行経費減少便益 
＝（整備無の走行台キロ×走行経費原単位）－（整備有の走行台キロ×走行経費原単位） 

 

I.算定式   

wo BRBRBR −＝走行経費減少便益：  

∑∑ ×××
j l

jlijli LQBR 365)( β＝総走行経費　　　：  

 

ここで、  

BR ：走行経費減少便益（円／年）  

BRi ：整備 i の場合の総走行経費（円／年）  

Qijl ：整備 i の場合のリンク l における車種 j の交通量（台／日）  

Ll ：リンク l の延長（㎞）  

Βj ：車種 j の走行経費原単位（円／台・分）  

i ：整備の有無を表す添字（有の場合 w、無の場合 o ）  

j ：車種  

l ：リンク番号（交通量推計における交差点間をつなぐ道路の単路部） 

 

II.走行経費原単位(βj)  

「費用便益分析マニュアル」により、以下の値を採用。 

表２－７ 車種別走行経費原単位(βj) 

 
一般道(市街地) 
速度(km/h) 乗用車類 小型貨物 普通貨物

5 31.85 39.73 77.31 
10 22.94 35.77 61.19 
15 19.88 34.27 54.82 
20 18.30 33.41 51.01 
25 17.32 32.82 48.31 
30 16.65 32.38 46.26 
35 16.16 32.05 44.63 
40 16.09 31.93 44.09 
45 16.07 31.86 43.74 
50 16.12 31.84 43.59 
55 16.21 31.86 43.65 
60 16.36 31.92 43.94 
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一般道(平地) 
速度(km/h) 乗用車類 小型貨物 普通貨物

5 24.7 30.22 59.4 
10 17.69 27.23 48.24 
15 15.26 26.05 43.51 
20 13.98 25.35 40.51 
25 13.18 24.85 38.29 
30 12.63 24.48 36.54 
35 12.22 24.18 35.12 
40 12.11 24.05 34.47 
45 12.05 23.95 33.99 
50 12.03 23.90 33.70 
55 12.07 23.88 33.60 
60 12.14 23.91 33.69 

 
一般道（山地） 
速度(km/h) 乗用車類 小型貨物 普通貨物

5 22.52 27.32 53.94 
10 16.09 24.63 44.29 
15 13.85 23.55 40.06 
20 12.66 22.89 37.31 
25 11.92 22.43 35.23 
30 11.40 22.07 33.58 
35 11.02 21.79 32.23 
40 10.89 21.64 31.54 
45 10.82 21.54 31.02 
50 10.79 21.48 30.69 
55 10.80 21.46 30.54 
60 10.86 21.47 30.58 

 
高速・地域高規格 
速度(km/h) 乗用車類 小型貨物 普通貨物

30 7.35 14.19 23.74 
35 7.12 13.98 22.78 
40 6.95 13.82 21.98 
45 6.83 13.69 21.34 
50 6.74 13.60 20.87 
55 6.70 13.55 20.55 
60 6.68 13.53 20.41 
65 6.70 13.54 20.44 
70 6.75 13.59 20.64 
75 6.84 13.68 21.02 
80 6.96 13.81 21.59 
85 7.12 13.97 22.36 
90 7.33 14.18 23.36 

注 1）平成 15 年価格  

注 2）設定速度間の原単位は直線補完により設定する。  

注 3）90km/h あるいは 60km/h を超える速度については 90km/h あるいは 60km/h の値を用いる 
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（３）交通事故減少便益 

交通事故減少便益は交通事故による社会的損失の差として算定する。一般的に高速自動車国道の

ような自動車専用道路は事故率が低いため、高速自動車国道の整備により、事故による社会的損失

が減少する。交通事故の社会的損失は、運転者、同乗者、歩行者に関する人的損失額、交通事故に

より損壊を受ける車両や構築物に関する物的損害額、事故渋滞による損失額から算出する。 
 

I.算定式  

wo BABABA −＝　：年間総事故減少便益　  

∑
l

ili AABA )(＝　：交通事故の社会的損失  

ここで、  

BA ：年間総事故減少便益（千円／年）  

BAi ：整備iの場合の交通事故の社会的損失（千円／年）  

AAil ：整備iの場合のリンクl における交通事故の社会的損失（千円／年）  

i ：整備の有無を表す添字（整備有：w、整備無し：o ） 

l ：リンク番号（交通量推計における交差点間をつなぐ道路の単路部）  

 

II.交通事故損失額算定式(AAil)  

損失額算定式を以下に示す。  

表２－８ 交通事故損失額算定式 

道路・沿道区分 交通事故損失額算定式 

２車線 ililil XXAA 21 4701850 　　　　　　　　　　　＝　　 ×+×  

中央帯無 ililil XXAA 21 5001660 　　　　　　　　　　　＝　　 ×+×  ＤＩＤ 
４車線以上

中央帯有 ililil XXAA 21 5001370 　　　　　　　　　　　＝　　 ×+×  

２車線 ililil XXAA 21 4801360 　　　　　　　　　　　＝　　 ×+×  

中央帯無 ililil XXAA 21 4601290 　　　　　　　　　　　＝　　 ×+×  その他市街地 
４車線以上

中央帯有 ililil XXAA 21 4601050 　　　　　　　　　　　＝　　 ×+×  

２車線 ililil XXAA 21 580980 　　　　　　　　　　　＝　　 ×+×  

中央帯無 ililil XXAA 21 470890 　　　　　　　　　　　＝　　 ×+×  

一般道路

非市街部 
４車線以上

中央帯有 ililil XXAA 21 470700 　　　　　　　　　　　＝　　 ×+×  

高速道路 ilil XAA 1270 　　　　＝　　 ×  

ここで、   

X1il=Qil×Ll ：整備i の場合のリンクl における走行台キロ(千台㎞／日)   

X2il=Qil×Zl ：整備i の場合のリンクl における走行台個所(千台個所／日)   

Qil  ：整備i の場合のリンクl における交通量(千台／日)   

Ll   ：リンクl の延長(㎞)   

Zl  ：リンクl の主要交差点数 (個所)   

i   ：整備有の場合w、無しの場合o   
l   ：リンク 
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２－５－３ 費用の算定 

 

１）基本的考え方 

当該評価区間の建設に要する事業費及び維持修繕等に要する管理費の合計で算定する。 

 

 

２）費用の算定手法 

（１）事業費 

精度の高い事業費推計値として詳細設計レベルで事業実施中の１４９路線から構造別等の単

価をサンプルとして抽出し、特異値を除外した基準単価を土工、橋梁、トンネル毎に設定した。

用地費は地域差が大きいため、路線毎の整備局算定値を使用した。 

土  工：土工延長が 2.3km 未満 12.5km 以上の事業は、対数正規分布の上下 15％外となるた

め特異値として除外し、その他 68事業の平均値を設定 

トンネル：トンネル延長が 0.9km未満 7.5km以上の事業は、対数正規分布の上下 15％外となる

ため特異値として除外し、その他 42事業の平均値を設定 

橋  梁：橋梁詳細設計が完了している 100事業の平均値を設定 

 

※ ただし、東京外かく環状道路（大泉 JCT～東名 JCT）の事業費については、インターチェンジ無しの場合に 1.2

兆円としていた事業費に、平成 19年 4月に決定された都市計画を踏まえ、インターチェンジを３箇所に変更し、

東名 JCT を開削方式から地中分岐方式に変更するなど変更内容を考慮して、0．4 兆円を加え、1．6 兆円と設定

した。なお、事業費については新技術の適用や効率的施工について検討し、最新事例も見ながらコスト縮減を図

っていく。また、東京外かく環状道路（東名 JCT～平和島 JCT）、第二東海自動車道（玉川～横浜泉 JCT）、第二

東海自動車道（横浜泉 JCT）～海老名南 JCT）の３区間の事業費については、計画内容が未確定なため、ジャン

クション間を直線的に結んだルートを仮定し、東京外かく環状道路（大泉 JCT～東名 JCT）の事業費をもとに概

略の単価を設定し、試算した。 

 

（２）管理費 

「費用便益分析マニュアル」の道路維持管理費の算出方法に基づき算出する。 
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２－５－４ 便益、費用の現在価値 

 

一定期間内に発生する便益、費用については、それぞれを社会的割引率で割引き現在価値に換算

して分析する。今回の費用便益分析にあたっては、「費用便益分析マニュアル（Ｈ１５．８）」に従

い、 

 

社会的割引率：４％ 

検討年数：４０年間 

 

として、分析を行う。 

１）総便益の現在価値の算定  

}{∑∑
j t

t
jt iB )1( ＋／総便益の現在価値＝  

ここで、  

t  ：供用開始年度からの年数（年）  

Bjt ：供用開始後 t 年目の便益 j の計測値（円）  

i  ：年当たり社会的割引率（＝4%）  

j  ：便益種別   

 

２）総費用の現在価値の算定  

( )∑
=

+ −×=
40

1
1

3
1

t
j

MCi
tiCC ＋）（１＋総費用の現在価値  

ここで、  

MCi ：t 期の管理費  

CC ：建設費  

i  ：社会的割引率   

 

総費用の現在価値の算定における建設費については、投資重心を供用３年前と仮定し、計算上、

便宜的に供用３年前に全額投資されたと仮定している。 

 

２－５－５ 費用対便益評点の算出 

 

２－５－４において算出した総便益の現在価値、総費用の現在価値をもとに、「総便益の現在価値

÷総費用の現在価値」として費用対便益を算出する。 

さらに、全評価区間（１８７区間）における各評価区間の費用対便益の偏差値をもって、それぞ

れの評価区間の評点とする。 
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２－６ 外部効果 

 

２－６－１ 外部効果の評価指標の設定 

 

外部効果の各指標・各指標毎の評価点の算出式等については、「２－２ 評価項目の設定」の考

え方に基づき、表２－９の通り設定する。 
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表２－９ 外部効果の指標（全１６指標） 
 算出式 定義等 

 
評価点＝ 
 

指標１ 
 

高速ネットワークを用いた、

生活圏の中心都市相互を連

絡する新たな公共交通機関

が整備されることによる、都

市間交通の利便性向上を評

価する 

T1：評価区間整備前の、拠点都市間の鉄道による

最短移動時間（分） 
T2：評価区間整備後の、拠点都市間の高速バスに

よる最短移動時間（分） 

＜拠点都市＞ 
・各評価区間毎に、連絡すべき拠点

都市として評価区間両端近傍の拠

点都市ペアを設定 
・地方生活圏中心都市、業務核都

市、政令指定市及びそれらに準じ

る都市 

 
評価点＝ 
 

指標２ 
 
全国一日行動圏を達成し、

交流人口の増大に資するた

めの高速交通体系へのアク

セス向上、特に新幹線・空

港へのアクセス向上を評価

する 

T2-1：評価区間整備前の 3 次メッシュ中心から新幹

線駅への最短移動時間（分） 
T2-2：評価区間整備前の 3 次メッシュ中心から空港

への最短移動時間（分） 
T2-3：評価区間整備後の 3 次メッシュ中心から新幹

線駅への最短移動時間（分） 
T2-4：評価区間整備後の 3 次メッシュ中心から空港

への最短移動時間（分） 
P2-1：当該 3 次メッシュ内の人口（人） 

＜新幹線駅＞ 
・フル規格＋ミニ新幹線（101 駅） 
・整備計画路線（フル規格）も含む 

＜空港＞ 
・第三種以上及び共用飛行場（離島

除き 54 空港） 
・建設中、建設予定及び共用予定を

含む 

 
評価点＝ 
 

指標３ 
 
高次医療施設までの搬送時

間が短縮されることによる救

急救命率の向上と、それに

伴う地域全体の生命に対す

るリスク低減効果（安心向

上）を評価する 

T3-1：評価区間整備前の 3 次メッシュ中心から第三

次医療施設への最短移動時間（分） 
T3-2：評価区間整備後の 3 次メッシュ中心から第三

次医療施設への最短移動時間（分） 
P3-1：当該 3 次メッシュ内の人口（人） 

＜第三次医療施設＞ 
・重症及び複数の診療科領域にわた

るすべての重篤な救急患者を 24
時間体制で受け入れ、かつ高度な

診療機能を有する医療機関（沖縄

県を除く 212 施設） 

 
評価点＝∑｛（X4-1×X4-2）／D×（⊿D/D）×α｝ 
 

指標４ 
 
地域の経済、生活、文化、

教育等の拠点となる生活圏

の中心都市相互を効果的に

連絡し、地域間交流の活発

化を通じ、地域振興と高次

サービスの相互補完を図る 

X4-1，X4-2 ：評価区間の整備により連結される拠

点都市を中心とする圏域人口（万人） 
D ：対象拠点都市間の距離(km) 
⊿D ：拠点都市間の最短経路として使われ

た評価区間の延長(km) 
α ：最短移動時間短縮率（拠点都市間が

整備前において高速道路で連絡され

ている場合のみ考慮） 

＜圏域と拠点都市＞ 
・地方生活圏とその中心都市 
・ただし地方生活圏の設定がない三

大都市圏は政令指定市及び業務

核都市又はそれらに準じる都市を

中心とした圏域を設定 

 
評価点＝ 
 

指標５ 
 
日常活動圏の中心都市へ

のアクセスが向上することに

よる、公共サービスに対する

利便性の向上、生活機会の

拡大等を通じた生活圏とし

ての自立と定住の効果を評

価する 

T5-1：評価区間整備前の 3 次メッシュ中心から日常

活動圏中心都市への最短移動時間（分） 
T5-2：評価区間整備後の 3 次メッシュ中心から日常

活動圏中心都市への最短移動時間（分） 
P5-1：当該 3 次メッシュ内の人口（人） 

＜日常活動圏中心都市＞ 
・指標４の拠点都市と同様 
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 算出式 定義等 

 
評価点＝ 
 

指標６ 
 
主要観光地へのアクセスが

向上し周遊性が高まる結

果、広域的な観光産業が発

展する効果を評価する 

T6-1 ：評価区間整備前の市区町村役場から高速道

路 IC への最短移動時間（分） 
T6-2 ：評価区間整備後の市区町村役場から高速道

路 IC への最短移動時間（分） 
X6 ：市区町村の年間観光入込客数（万人） 

＜年間観光入込客数＞ 
・市区町村単位の年間観光入込客

数 
＜高速道路＞ 
・高速自動車国道、国道自専道部、

都道府県道及び政令市市道自専

道部、都市高速道路 

 
評価点＝ 
 

指標７ 
 
物流の拠点となる主要な空

港・港湾へのアクセスが向

上することによる、地域への

産業立地・産業振興等の効

果を評価する 

T7-1 ：評価区間整備前の市区町村役場から主要な

空港又は港湾への最短移動時間（分） 
T7-2 ：評価区間整備後の市町村役場から主要な空港

又は港湾への最短移動時間（分） 
X7 ：市区町村の工業製造品年間出荷額等（億円） 

＜主要な空港＞ 
・第三種以上及び共用飛行場（離島

除き 54 空港） 
・建設中、建設予定及び共用予定を

含む 
＜主要な港湾＞ 
・国際コンテナ航路の発着港湾（63
港湾） 

＜工業製造品年間出荷額等＞ 
・1 年に従業者 4 人以上の事業所

（工業）が製造したもののうち、出荷

した分の価格総額 
 
評価点＝ 
 

指標８ 
 
高速道路 IC までのアクセス

が向上することによる、地域

の農林水産品の流通の利

便性が向上する効果を評価

する 

T8-1 ：評価区間整備前の市区町村役場から高速道

路 IC への最短移動時間（分） 
T8-2 ：評価区間整備後の市区町村役場から高速道

路 IC への最短移動時間（分） 
X8 ：市区町村の農林水産品生産額等（億円） 

＜農林水産品生産額等＞ 
以下の金額の合計 
・市区町村単位の農業粗生産額 
・（市区町村の人工林面積／都道府

県の人工林面積）×都道府県の粗

生産額 
・海面漁業漁獲金額＝市区町村の

経営体数×1 経営体平均漁獲金額 
・内水面養殖業販売金額＝市区町

村の経営体数×1 経営体平均販売

金額 
・湖沼漁業販売金額＝市区町村の

経営体数×1 経営体平均販売金額 
 
評価点＝(T9-1+T9-2)/2 
 

指標９ 
 
高速道路の整備を契機とし

て地方公共団体等が整備

中又は計画中の地域振興プ

ロジェクトの実現により、地

域経済の活性化や雇用の

創出に寄与する効果を評価

する 

T9-1：新たに整備される高速道路 IC から 10km 以内

で進められている地域振興プロジェクトの計画

面積(ha)を評価点とした場合の偏差値 
T9-2：新たに整備される高速道路 IC から 10km 以内

で進められている地域振興プロジェクト地区の

事業費（億円）を評価点とした場合の偏差値 

＜地域振興プロジェクト＞ 
・土地区画整理事業、再開発事業、

住宅地整備、その他地域拠点形成

事業 
・工業団地、物流団地、その他産業

支援拠点      等 
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 算出式 定義等 

 
評価点＝max(Hn,Hs) 
 
Hn：NOX排出削減率 
Hn＝1－｛Σ（ani(v’n)×Q’ni）/Σ（ani(vn)×Qni）｝ 
an(v) ：NOX排出原単位（g/km 台） 
Qn ：影響圏域内の道路の評価区間整備前の交通量（台キロ） 
Q’n ：影響圏域内の道路の評価区間整備後の交通量（台キロ） 
vn ：影響圏域内の道路の評価区間整備前の速度(km/h) 
v’n ：影響圏域内の道路の評価区間整備後の速度(km/h) 
i ：車種区分（大型、小型） 

指標 10 
 
高速ネットワークへの交通

の転換に伴う自動車交通の

走行速度の向上により、自

動車からの NOX、SPM の

排出量が削減され、生活環

境の保全に寄与する効果を

評価する 
Hs：SPM 排出削減率 
Hs＝1－｛Σ（bsi(v’s)×Q’si）/Σ（bsi(vs)×Qsi）｝ 
bn(v) ：SPM 排出原単位（g/km 台） 
Qn ：影響圏域内の道路の評価区間整備前の交通量（台キロ） 
Q’n ：影響圏域内の道路の評価区間整備後の交通量（台キロ） 
va ：影響圏域内の道路の評価区間整備前の速度(km/h) 
v’a ：影響圏域内の道路の評価区間整備後の速度(km/h) 
i ：車種区分（大型、小型） 

＜NOX、SPM 排出原単位＞ 
・速度別、2 車種別（大型、小型）（国

土技術総合政策研究所（平成 12
年）） 

 
評価点＝X11 
 

指標 11 
 
並行道路の交通量の減少

により、並行道路の沿道地

域の騒音レベルが低減し、

沿道住民の生活環境の保

全に寄与する効果を評価す

る 

X11：並行道路の沿道地域の騒音レベルが 
夜間要請限度を超過している箇所（区間）がある場

合 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 2 点 
夜間要請限度以下で、環境基準を超過している箇所（区間）

がある場合 ・・・・・・・・・・・・・・・ 1 点 
全ての区間で環境基準を満たしている場合 ・・・ 0 点 
並行道路の沿道地域が騒音規制区域等に指定されていな

い場合 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 0 点 

＜並行道路＞ 
・評価区間の代替路線のうち、交通

量、当該評価区間からの距離等を

勘案し、主要な代替路線と見なされ

る一般国道等 

 
評価点＝∑｛（c12i(v12)×Q12i）－（c12i(v’12)×Q’12i）｝ 
 

指標 12 
 
高速ネットワークへの交通

の転換に伴う自動車交通の

走行速度向上により、自動

車からのCO2排出量が削減

され、地球環境保全に寄与

する効果を評価する 

c12(v) ：CO2排出原単位（g/km 台） 
Q12 ：影響圏域内の道路の評価区間整備前の交

通量（台キロ） 
Q’12 ：影響圏域内の道路の評価区間整備後の交

通量（台キロ） 
v12 ：影響圏域内の道路の評価区間整備前の速

度(km/h) 
v’12 ：影響圏域内の道路の評価区間整備後の速

度(km/h) 
i ：車種区分（大型、小型） 

＜CO2 排出原単位＞ 
・速度別、2 車種別（大型、小型）（国

土技術総合政策研究所（平成 12
年）） 

 
評価点＝X13 
 

指標 13 
 
並行する緊急輸送道路が通

行止めになった場合に、評

価対象高速道路が代替路

線として機能し、現況での迂

回路が大幅に短縮されるこ

とによる、地域の経済、生活

等の安全性向上に対する効

果を評価する 

X13 ：評価区間に並行する緊急輸送道路と評価区

間整備前の迂回路の距離の差(km) 
 

＜評価区間に並行する緊急輸送道路＞ 
・交通量、当該評価区間からの距離

等からみて主要な、評価区間に並

行する緊急輸送道路（一般国道を

基本とする） 
＜整備前の迂回路＞ 
・緊急輸送道路の全区間が不通とな

った場合に大型車両が通行可能な

改良済・幅員 5.5m 以上かつ距離

最短の路線（県道以上） 
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 算出式 定義等 

 
評価点＝T14 
 

指標 14 
 
並行する緊急輸送道路が冬

期交通障害や異常気象時

に通行止めになった場合

に、評価対象高速道路が代

替路線として機能することに

よる、地域の経済、生活等

の安全性向上に対する効果

を評価する 

T14 ：評価区間に並行する緊急輸送道路における

過去 10 年間の年間平均通行止め時間（h/
年） 

 

＜評価区間に並行する緊急輸送道路＞ 
・交通量、当該評価区間からの距離

等からみて主要な、評価区間に並

行する緊急輸送道路（一般国道を

基本とする） 
＜通行止め時間＞ 
・評価区間に並行する緊急輸送道路

における、豪雨、豪雪等自然災害

による通行止め（凍結によるスリッ

プ事故などによるものも含む）、異

常気象時における事前通行規制等

による過去 10 年間（平成 9 年～平

成 18 年）の年間平均通行止め時

間 
 
評価点＝X15 
 

指標 15 
 
阪神大震災の経験を踏ま

え、並行する高速ネットワー

クの代替路線が形成される

ことにより、安定した国民生

活と災害に強い国土構造実

現のためのリダンダンシー

が確保されることによるリス

ク低減効果を評価する 

X15 ：評価区間整備前に広域ブロック中心都市間を

時間最短で連絡する高速ルート上の JCT 間

が不通となった際に、評価区間が新たな時間

最短ルートを形成するか否か(1 or 0) 

＜広域ブロック中心都市＞ 
・北海道、沖縄を除く地方整備局の

所在都市 
・本指標は高速ネットワークでのリダ

ンダンシー検証であるため、一般道

路は考慮していない。従って、各地

方整備局所在都市位置を最寄 IC
ノードで代表させている 

＜JCT＞ 
・異なる高規格幹線道路の路線が交

差する箇所 
 
評価点＝X16-1＋X16-2＋X16-3 
 
X16-1：地域計画との連携（1.5 点満点） 
X16-2：利用増進への取り組み（1.5 点満点） 
X16-3：コスト縮減への取り組み（2 点満点） 

指標 16 
 
波及的影響の上記項目で

は評価不可能な地方の創

意工夫による取り組み状況

や協力姿勢を評価し、地方

の自主的な努力に対するイ

ンセンティブを付与するた

め、地方公共団体が策定す

る地域計画との整合や、利

用増進・コスト縮減などを評

価する 

X16-1、X16-2、X16-3 はそれぞれ地方の創意工夫によ

る自主的な取り組み状況を項目別に点数化したも

の。点数化の詳細は参考資料参照 
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２－６－２ 指標設定における前提条件 
 
１）道路ネットワーク 
（１）現況ネットワーク（評価区間が整備前のネットワーク） 

一般道路の現況ネットワークは、（財）デジタル道路地図協会が作成したデジタル道路地図

（DRM）平成 19 年 3 月版から、都道府県道以上の道路及び政令市市道を採用する。 
高規格幹線道路については、延長約１４，０００ｋｍのうち、評価区間以外が全て供用したネ

ットワークを設定する。 
高規格幹線道路の IC に接続する一般道路のネットワークが途切れている場合には、最寄りの

一般道路に接続する。 
 
（２）将来ネットワーク（評価区間が整備後のネットワーク） 

高規格幹線通路は走行面の機能が全線で確保された状態を将来ネットワークとして設定し、一

般道路の将来ネットワークは考慮していない。 
 

表２－１０ 道路ネットワークの考え方 
道路種別 現況ネットワーク 将来ネットワーク 

高規格幹線道路 
評価区間以外が全て 
供用したネットワーク 

走行面の機能が全線 
約１４，０００ｋｍで確保された状態 

一般道路 平成 19 年 3 月版 DRM に含まれる道路のうち県道以上 
 
２）速度 
（１）現況ネットワークの速度 

現況ネットワークの速度について、平成 17 年度道路交通センサスの対象区間の道路には、セ

ンサスの旅行速度を適用する。また、平成 17 年度道路交通センサスの時点以降に供用された道

路については、道路種別・車線数に応じて旅行速度の平均値を算出し、表２－１１の通り設定す

る。 
 

表２－１１ 平成 17 年度道路交通センサスの時点以降に供用された道路に適用する速度設定 
設定速度(km/h) 

道路種別 
4 車線未満 4 車線以上 

高速自動車国道 75.9 81.0 高 規 格 

幹 線 道 路 一般国道自専道等 57.9 54.6 

都市高速道路 42.0 40.3 

一般国道（自専道ではない） 38.6 24.8 

都道府県道・政令市市道（自専道ではない） 34.1 23.4 
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（２）将来ネットワークの速度 
高規格幹線道路の将来ネットワークの速度は規制速度（国土交通省道路局調べ）を適用する。 

 

（３）冬期速度の考慮について 

冬期の積雪による走行速度低下の影響を考慮するため、「積雪寒冷特別地域における道路交通

の確保に関する特別措置法」により指定される道路を有する地域について、冬期速度を設定する。 
対象地域における速度調査で得られた夏期速度と冬期速度から、冬期における速度低減率（１

次）を算出する。さらに、対象地域の主要都市における平成１４年度の最低気温摂氏0度以下か

つ積雪あり（１ｃｍ以上）の日を冬期と仮定し、１年間に占める冬期日数の割合を算出する。こ

れら2つを乗じたものを速度低減率（２次）とし、２）で設定した速度に乗じることで低減させ

る。冬期における速度低減率（１次）、冬期日数の割合及び速度低減率（２次）を表２－１２に

示す。 
なお、２車線の高速道路の冬期速度については、北海道が86.2km/h、その他の地域が83.4km/h

と、ともに規制速度70km/hを超えているため、速度低減を考慮しないこととし、高速道路の冬

期速度は４車線以上の道路についてのみ考慮する。 
 
 

表２－１２ 冬期速度低減率（1 次、2 次）、冬期日数の割合 
 速度低減率（1 次） 冬期日数の割合 速度低減率（2 次） 

一般道路 
夏期 48.1km/h 
冬期 42.0km/h 

→ 12.7% 12.7%×5/12 = 5.3% 北
海
道 高速道路 

夏期 96.2km/h 
冬期 89.2km/h 

→  7.3% 

  5 ヶ月 
  ／12 ヶ月 

 7.3%×5/12 = 3.0% 

一般道路 
夏期 45.5km/h 
冬期 34.1km/h 

→ 25.1% 25.1%×4/12 = 8.4% そ
の
他
の

地
域 

高速道路 
夏期 100.7km/h 
冬期 96.0km/h 

→  4.7% 

  4 ヶ月 
  ／12 ヶ月 

 4.7%×4/12 = 1.6% 

※高速道路は 4 車線以上の道路の速度 
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３）メッシュデータ 

評点算出に際して、地域分割の最小単位として３次メッシュを用いる。３次メッシュとは全国の

地域を一辺約１ｋｍの正方形で分割した区画で、各種統計の集計単位として用いられる。 

評価点算出に人口データを用いる場合には３次メッシュ単位で集計する。また、全国のあらゆる

地点から空港、病院などの目的地までの移動に要する所要時間を網羅的に算出する際には、各３次

メッシュの中心を基点とする。これらに必要な３次メッシュ位置データ及び人口データは「地域メ

ッシュ統計 第１次地域区画別 平成１２年国勢調査」（財団法人 統計情報研究開発センター）

を用いる。 

なお、評価点算出に用いるネットワークは都道府県以上の道路及び政令市市道であり、その他の

道路のみにより連絡されている３次メッシュには計算上到達不可能となる。そのため、そのような

３次メッシュについては、隣接する８つのメッシュから２分を要して到達できると仮定している。 

 

４）圏域及び拠点都市 

 
全国の地域を圏域に分割し、圏域を代表する都市を拠点都市として設定した。都市間レベルの移

動に要する所要時間を算出する際は、各拠点都市の役場を起終点としている。 
原則として、全国を地方生活圏で分割し、地方生活圏中心都市を拠点都市として設定する。地方

生活圏が設定されていない３大都市の圏域では、地域構造や地域特性を考慮し、政令市、業務核都

市（第５次首都圏基本計画（平成１１年３月 国土庁）により指定）及びそれらに準じる都市を中

心都市とする圏域に分割し、この圏域の中心都市を拠点都市とする。 
なお、いずれも離島は考慮していない。 

 
表２－１３ 圏域及び拠点都市設定 

 圏域 拠点都市 

地方生活圏域が設定

されている地域 
地方生活圏（172 圏域） 地方生活圏中心都市 

地方生活圏が設定さ

れていない３大都市

圏域 

政令市、業務核都市及びそれらに準じる

都市を中心とする圏域（16 圏域） 

政令市、業務核都市及びそ

れらに準じる都市 
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２－６－３ 外部効果評点の算出 

 

外部効果の評点については、以下のステップで算出する。 

 
 

ステップ１ 各々評価について、その評価点をもとに偏差値を求める。 
 
ステップ２ 全 16 指標について求められた偏差値に重み付け（２－７－３を参

照）を行い、合計値を求める。 
 
ステップ３ 全 187 評価区間で合計値を求め、これらを偏差値化して各区間毎の

外部効果評点とする。 
 

 

なお、評価点の算出にあたっては、整備の進め方の評価においてグループ１とされた評価区間は現

計画での整備を、また、グループ２及び３とされた評価区間は完成２車線計画での整備を想定してい

る。 

 

 

 

指標１ 評価点  偏差値  偏差値×重み    

指標２ 評価点  偏差値  偏差値×重み    

・ ・ ・ ・  

偏
差
値
化  

・ ・ ・ ・ 合計値  偏差値 

・ ・ 

偏
差
値
化 

・ 

重
み
付
け 

・ 

合
計 

  ＝ 

評 

価 

区 

間 

ａ 
指標１６ 評価点  偏差値  偏差値×重み    区間ａの外部効果評点 

 

図２－５ 外部効果の算出方法 

 

ステップ１ ステップ２ ステップ３ 
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今回の評価における重み付けは、民営化時の評価結果も踏まえ、今回の評価では道路事業評価手

法検討委員会による重み付けを用いて、評価を実施する。（表２－１４） 

 

表２－１４ 評価における重み付け 

 
道路事業評価手法 

検討委員会 
委員による重み付け 

費用対便益 ５５．０ 
大項目 

外部効果 ４５．０ 

高速バス (指標１) ４．７ 

新幹線・空港 (指標２) ５．０ 

高度医療施設 (指標３) ８．９ 

拠点都市連絡 (指標４) ５．４ 

日常活動圏 (指標５) ５．１ 

観光地 (指標６) ５．６ 

物流拠点 (指標７) ７．６ 

農林水産 (指標８) ５．５ 

地域振興計画 (指標９) ５．５ 

ＮＯｘ、ＳＰＭ(指標１０) ５．７ 

騒音 (指標１１) ５．２ 

ＣＯ２  (指標１２) ６．５ 

迂回路 (指標１３) ８．２ 

通行規制 (指標１４) ５．９ 

代替経路 (指標１５) ５．３ 

外部効果の 
評価指標 

創意工夫 (指標１６) ９．９ 
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３ 点検の結果 

１８７の評価区間の点検結果は、「表３－１ 高規格幹線道路の点検結果（個別区間表）」に示す

通りである。 

全ての点検対象区間に関して、現計画又は完成２車線計画で、社会的便益が費用を上回ることが

確認できた。 

さらに、費用対効果と外部効果の結果を用いて、整備の進め方について評価を行い、その結果は、

以下の表に示す通りである。 

今後は、この点検結果を踏まえて、地域の意見も聞きながら具体的な計画内容の検討を進めてい

く。 

 

 

表３－２ 点検結果を受けた整備の進め方 

対象 
 

区分 

区間数 
延長 

(ｋｍ) 

ネットワーク機能を早期に確保するための方策

グループ１ 
現計画で 

Ｂ/Ｃ≧１．２※２ 
１５８ 

２，０３８

(７０％)

現計画に基づき、暫定２車線での整備も採用し

つつ、早期にネットワークの機能を確保する。

グループ２ 

完成２車線計画で 

Ｂ/Ｃ≧１．２※２ 

(グループ１を除く) 

１７ 
４２２ 

(１４％)

４車線から完成２車線相当の構造に見直し、早

期にネットワークの機能を確保する。 

グループ３ 

完成２車線計画で 

１．２＞Ｂ/Ｃ＞１．０ 

かつ 

外部効果が相対的に高い 

１２ 
４６８ 

(１６％)

４車線から完成２車線相当の構造に見直しつ

つ、これに加え、円滑な走行が可能な現道の一部

を当面、活用するなど構造・規格の見直しを行い、

早期にネットワークの機能を確保する。 

 

なお、外部効果については、１６指標を基に重み付けをした偏差値を算出した。この値が、相対

的に低い区間については、地域振興プロジェクトとの連携や地域の創意工夫の取組などを今後より

一層推進することが望ましい。 

 

 

 

 

 

                                              

※2； Ｂ／Ｃ＝１．２：未事業化区間で、一部ルートやＩＣの位置が確定していないなど、事業費の不確実性（感度分析±

10%）等を加味し、より厳格に設定 
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表３－１ 

高規格幹線道路の点検結果（個別区間表） 

 
事業費※5 事業費※5

指標 指標 指標 指標 指標 指標 指標 指標 指標 指標 指標 指標 指標 指標 指標 指標

（ｋｍ） (億円) （評点）
※13 (億円) （評点）

※13 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16

1 北海道縦貫自動車道 七飯藤城
ななえふじしろ  

～七飯
 ななえ

3 4 130 22,100 2.51 56.2 － － － － ① 32 54 32 37 47 40 42 48 43 46 51 54 42 42 47 45 42

2 北海道縦貫自動車道 名寄
なよろ

～美深
びふか

　※1 20 4 957 5,200 ～ 6,100 1.49 44.0 － － － － ① 41 53 37 50 47 49 43 48 45 46 69 42 45 44 47 45 44

3 北海道縦貫自動車道 美深
びふか

～美深敷島
びふかしきしま

　※1 3 2 59 4,800 2.39 54.8 － － － － ① 41 53 40 54 47 51 47 48 47 47 59 42 46 41 47 45 40

4 北海道縦貫自動車道 美深敷島
びふかしきしま

～音威子府
おといねっぷ

36 4 1,555 4,800 ～ 5,200 1.18 40.2 1,187 4,500 ～ 4,600 1.38 41.2 ② 45 53 43 54 47 51 49 48 54 49 64 42 45 48 47 45 40

5 北海道縦貫自動車道 音威子府
おといねっぷ

～中川
なかがわ

　※1 19 2 786 4,500 1.62 45.5 － － － － ① 49 53 45 58 47 58 45 48 54 47 69 42 44 47 56 45 40

6 北海道縦貫自動車道 中川
なかがわ

～幌延
ほろのべ

60 4 2,478 3,300 ～ 4,100 0.90 36.8 1,891 3,000 ～ 3,800 1.05 37.3 ③ 51 53 41 59 47 55 45 48 52 46 59 42 43 58 49 45 52

7 北海道縦貫自動車道 幌延
ほろのべ

～豊富
とよとみ

サロベツ　※1 11 2 304 4,400 1.96 49.6 － － － － ① 41 53 38 59 47 52 43 48 45 46 64 42 42 41 48 45 41

8 北海道縦貫自動車道 豊富北
とよとみきた

～稚内
わっかない

28 4 1,117 4,700 0.92 37.1 853 4,300 1.07 37.5 ③ 51 53 38 59 47 46 46 48 59 56 59 42 40 49 48 45 57

9 北海道横断自動車道　根室線 黒松内
くろまつない

ＪＣＴ～黒松内
くろまつない

　※1 5 4 264 8,100 1.76 47.2 － － － － ① 40 57 35 49 47 51 44 48 45 46 45 54 46 51 47 45 42

10 北海道横断自動車道　根室線 黒松内
くろまつない

～余市
よいち

74 4 3,507 12,000 ～ 19,400 2.18 52.3 － － － － ① 63 57 43 50 53 54 93 48 65 53 54 54 55 55 47 45 50

11 北海道横断自動車道　根室線 釧路
くしろ

～別保
べっぽ

　※1 17 4 1,059 13,800 ～ 17,100 1.62 45.5 － － － － ① 41 58 32 43 47 38 44 48 47 54 61 54 46 41 47 45 49

12 北海道横断自動車道　根室線 別
べっぽ

保～温根沼
おんねとう

119 4 4,852 4,600 ～ 9,500 0.89 36.7 3,703 4,500 ～ 9,000 1.09 37.7 ③ 63 58 36 54 48 46 55 48 124 65 61 42 46 45 48 45 54

13 北海道横断自動車道　根室線 温根沼
おんねとう

～根室
ねむろ

　※1 7 4 193 4,100 1.21 40.6 － － － － ① 47 58 37 60 47 46 46 48 68 48 44 42 40 45 48 45 53

14 北海道横断自動車道　網走線 北見
きたみ

～北見市端野町川向
きたみしたんのちょうかわむかい

　※1 10 4 615 8,300 ～ 9,400 1.76 47.2 － － － － ① 37 54 49 34 47 36 48 48 61 46 49 54 39 42 47 45 44

15 北海道横断自動車道　網走線 北見市端野町川向
きたみしたんのちょうかわむかい

～北見市端野町共和
きたみしたんのちょうきょうわ

4 4 165 10,500 1.84 48.2 － － － － ① 39 54 48 41 47 47 42 49 43 48 57 54 39 42 48 45 44

16 北海道横断自動車道　網走線 北見市端野町共和
きたみしたんのちょうきょうわ

～高野
たかの

（交差点） 18 4 730 10,600 1.85 48.3 － － － － ① 38 51 48 44 47 49 42 49 43 46 57 42 40 42 48 45 48

17 北海道横断自動車道　網走線 女満別空港
めまんべつくうこう

～網走
あばしり

23 4 952 7,400 ～ 9,400 1.72 46.7 － － － － ① 50 48 49 52 47 54 55 49 70 62 57 42 41 44 49 45 45

18 旭川紋別自動車道 上川層雲峡
かみかわそううんきょう

～浮島
うきしま

18 4 911 11,500 2.42 55.1 － － － － ① 37 53 30 37 47 35 42 48 43 46 69 42 48 58 47 45 41

19 旭川紋別自動車道 白滝
しらたき

～丸瀬布
まるせっぷ

16 4 616 12,800 ～ 12,900 2.78 59.4 － － － － ① 42 53 48 41 47 50 42 48 43 46 66 42 43 58 48 45 41

20 旭川紋別自動車道 丸瀬布
まるせっぷ

～遠軽
えんがる

21 2 473 4,500 ～ 12,400 3.40 66.9 － － － － ① 41 53 52 37 47 48 45 48 47 47 66 42 39 58 48 45 41

21 旭川紋別自動車道 遠軽
えんがる

～紋別
もんべつ

33 4 1,453 5,600 ～ 10,400 0.97 37.7 1,109 4,400 ～ 9,800 1.15 38.4 ③ 55 53 56 42 47 63 53 49 82 49 66 42 44 52 52 45 45

22 深川留萌自動車道 留萌幌糠
るもいほろぬか

～留萌
るもい

13 4 552 8,400 1.29 41.6 － － － － ① 41 56 34 39 47 47 47 48 49 49 69 42 49 43 47 45 47

23 帯広広尾自動車道 帯広川西
おびひろかわにし

～中札内
なかさつない

19 4 771 9,000 ～ 11,200 1.95 49.5 － － － － ① 41 54 36 49 47 51 42 49 43 51 69 42 44 42 47 45 45

24 帯広広尾自動車道 中札内
なかさつない

～大樹
たいき

22 2 461 6,800 ～ 7,100 1.60 45.3 － － － － ① 44 54 50 50 47 54 44 48 60 55 69 42 44 42 47 45 33

25 帯広広尾自動車道 大樹
たいき

～広尾
ひろお

22 4 975 3,800 ～ 5,200 0.85 36.2 600 3,700 ～ 4,900 1.23 39.4 ② 47 54 49 51 47 58 44 48 63 49 62 54 43 43 48 45 39

26 日高自動車道 日高富川
ひだかとみかわ

～厚賀
あつが

20 4 950 14,000 ～ 18,400 1.82 47.9 － － － － ① 53 59 48 51 48 62 42 48 43 46 52 54 50 76 51 45 41

27 日高自動車道 厚賀
あつが

～静内
しずない

15 2 646 11,700 ～ 14,000 4.10 75.3 － － － － ① 60 59 49 53 48 60 49 48 63 47 49 54 49 77 48 45 49

28 日高自動車道 静内
しずない

～浦河
うらかわ

41 4 1,816 4,000 ～ 5,700 1.04 38.5 1,386 3,800 ～ 5,500 1.26 39.7 ② 61 54 51 55 47 62 49 48 72 46 48 54 43 71 57 45 51

29 函館江差自動車道 函館
はこだて

～茂辺地
もへじ

18 4 991 10,200 ～ 20,400 1.53 44.4 － － － － ① 46 58 41 53 47 42 46 48 47 46 49 54 40 62 49 45 44

30 函館江差自動車道 茂辺地
もへじ

～木古内
きこない

16 4 849 16,200 2.17 52.2 － － － － ① 45 58 44 54 47 35 43 48 47 46 63 42 42 60 47 45 45

31 函館江差自動車道 木古内
きこない

～江差
えさし

31 4 1,546 5,800 ～ 9,900 0.89 36.7 1,180 5,600 ～ 9,600 1.09 37.8 ③ 52 58 46 57 47 64 51 48 56 49 69 42 46 46 49 45 45

32 東北縦貫自動車道　八戸線 六戸
ろくのへ

（１）～上北
かみきた

　※1 8 4 243 9,100 ～ 11,200 3.19 64.4 － － － － ① 40 35 53 48 48 47 42 48 43 46 52 42 44 41 47 45 59

33 東北縦貫自動車道　八戸線 上北
かみきた

～天間舘
てんまだて

21 4 917 4,400 ～ 14,800 1.52 44.3 － － － － ① 41 35 49 38 51 45 50 48 55 49 49 42 43 42 47 45 59

34 東北縦貫自動車道　八戸線 滝沢
たきざわ

～青森東
あおもりひがし

4 4 209 8,100 1.41 43.0 － － － － ① 31 35 38 37 47 41 42 48 43 46 42 42 40 49 47 45 52

35 東北横断自動車道　釜石秋田線 釜石
かまいし

～釜石西
かまいしにし

6 4 339 8,700 1.09 39.1 259 8,600 1.37 41.0 ② 49 57 67 45 47 50 42 49 43 47 42 42 41 54 47 45 68

36 東北横断自動車道　釜石秋田線 遠野住田
とおのすみた

～遠野
とおの

10 4 396 6,400 1.03 38.4 302 6,200 1.27 39.9 ② 47 57 65 36 48 52 42 49 43 46 44 42 41 53 47 45 67

37 日本海沿岸東北自動車道 朝日
あさひ

～温海
あつみ

36 4 1,936 10,400 ～ 11,900 1.16 40.0 1,478 9,100 ～ 9,600 1.23 39.4 ② 53 40 44 43 50 48 44 48 44 47 43 66 44 64 59 72 55

38 日本海沿岸東北自動車道 酒田
さかた

みなと～象潟
きさかた

29 4 1,286 9,800 ～ 10,900 1.13 39.6 982 9,600 ～ 10,400 1.38 41.1 ② 72 49 54 63 50 53 73 51 50 48 60 66 63 61 47 72 55

39 日本海沿岸東北自動車道 象潟
きさかた

～仁賀保
にかほ

　※1 14 4 440 20,200 2.40 54.9 － － － － ① 65 49 45 65 47 51 54 48 46 46 67 66 55 62 47 72 52

40 日本海沿岸東北自動車道 仁賀保
にかほ

～本荘
ほんじょう

　※1 13 4 517 20,200 2.29 53.5 － － － － ① 64 49 69 64 48 38 42 48 43 46 67 54 55 63 47 72 56

41 日本海沿岸東北自動車道 二ツ井白神
ふたついしらかみ

～あきた北空港
きたくうこう

16 4 784 10,400 1.06 38.8 599 9,700 1.26 39.8 ② 49 47 53 42 49 50 51 49 50 49 50 42 45 73 48 45 48

42 日本海沿岸東北自動車道 あきた北空港
きたくうこう

～北秋田市栄
きたあきたしさかえ

　※1 6 4 274 12,300 ～ 14,900 3.26 65.2 － － － － ① 51 47 55 43 47 54 51 49 50 46 67 42 60 45 47 45 56

43 日本海沿岸東北自動車道 北秋田市栄
きたあきたしさかえ

～大館市櫃崎
おおだてしひつざき

　※1 8 4 364 14,900 2.25 53.0 － － － － ① 45 47 47 33 48 54 42 49 43 49 67 42 60 45 47 45 56

44 日本海沿岸東北自動車道 大館市櫃崎
おおだてしひつざき

～大館北
おおだてきた

　※1 9 4 480 17,600 ～ 20,500 2.30 53.7 － － － － ① 43 47 64 41 47 54 42 49 43 46 42 42 43 52 47 45 56

45 東北中央自動車道 相馬
そうま

ＪＣＴ～相馬西
そうまにし

5 2 179 4,600 1.82 47.9 － － － － ① 49 54 49 40 48 57 42 48 43 46 44 42 44 54 62 72 54

46 東北中央自動車道 相馬西
そうまにし

～阿武隈
あぶくま

　※1 11 2 370 4,400 1.40 42.8 － － － － ① 46 54 49 33 49 58 42 48 43 46 43 42 43 53 62 72 50

47 東北中央自動車道 阿武隈
あぶくま

～霊山町
りょうぜんまち

  石田
いしだ

6 4 310 4,500 1.02 38.3 237 4,000 1.17 38.7 ③ 52 54 49 54 48 35 42 48 43 47 45 42 43 54 62 72 60

48 東北中央自動車道 霊山
りょうぜんまち

町  石田
いしだ

～霊山町
りょうぜんまち

  小国
おぐに

　※1 11 2 243 8,600 2.47 55.8 － － － － ① 51 54 49 49 49 46 42 48 43 47 44 42 43 53 58 72 59

49 東北中央自動車道 霊山町
りょうぜんまち

  小国
おぐに

～福島北
ふくしまきた

ＪＣＴ 11 4 590 7,800 ～ 8,700 1.63 45.6 － － － － ① 49 53 41 44 48 35 44 49 52 48 43 66 46 41 73 72 48

50 東北中央自動車道 尾花沢
おばなざわ

～新庄
しんじょう

　※1 18 4 900 23,000 ～ 30,600 1.80 47.7 － － － － ① 41 39 53 46 50 56 49 49 47 54 37 42 46 45 47 45 46

完成２車断面※11 地域経済 環境

※1：高速自動車国道に並行する一般国道自動車専用道路
※2：有料区間：点検対象区間約２，９００ｋｍについては、原則無料とするが、有料道路として事業中の区間及び有料を前提に計画を地域に公表している区
　　　間など有料が想定される区間については有料として設定。
※3：評価区間の設定：事業中の区間は、事業化された単位で評価区間を設定するとともに、未事業化の区間は、事業化区間に挟まれた単位や残りの端末
　　　区間で評価区間を設定した。なお、未事業化の区間の中でも、都市計画決定の有無等計画の進捗に差がある場合には、そこで評価区間を分けて設定
　　　した。
※4：現計画：都市計画決定済みもしくは基本計画以上の区間は、それらの計画に定められた計画内容を「現計画」とし、それ以外の計画については原則４
　　　車線の計画を「現計画」とした。但し、ＰＩ（パブリックインボルブメント）等により計画内容を既に公表している場合には、その公表計画を「現計画」とした。
※5：事業費：事業中区間については、評価区間を対象に個別に積算した建設費及び各地域の地価水準を踏まえた用地補償費から算出。未事業化区間に
　　　ついては、現在事業中の高規格幹線道路の一般的な実績等を基に、用地費、土工、橋梁、トンネル等の工種別に推計し、評価区間延長に基づき算出。
※6：平成19年4月に決定された都市計画を踏まえて、インターチェンジの設置を想定した事業費。
※7：計画内容が未確定なため、ジャンクション間を直線的に結んだルートを仮定し、外環（関越～東名）の事業費をもとに概略の単価を設定し、試算。
※8：現計画断面の将来交通量：高規格幹線道路のネットワーク条件として、整備計画区間9,342kmについては整備計画の内容で供用、既供用区間(平成19
　　　年度末時点)はその内容で供用、それ以外となる点検対象区間は現計画断面で供用したとそれぞれ仮定して、将来交通量を算定した。
※9：現計画断面の費用対便益：「費用便益分析マニュアル」(平成15年8月国土交通省道路局都市・地域整備局）を適用し、現計画断面での評価区間の整
　　　備の有無による便益と費用（事業費と維持管理費の合計）から算定。

※10：現計画で、費用対便益≧１.２となる区間については、事業費、将来交通量、費用対便益の欄に「－」と記載。
※11：完成２車断面の将来交通量：高規格幹線道路のネットワーク条件として、整備計画区間9,342kmについては整備計画の内容で供用、
　　 　既供用区間(平成19年度末時点)はその内容で供用、それ以外の点検対象区間は完成２車断面で供用したとそれぞれ仮定して、
　　 　将来交通量を算定した。
※12：完成２車断面の費用対便益：「費用便益分析マニュアル」(平成15年8月国土交通省道路局都市・地域整備局）を適用し、完成２車断面で
　　 　の評価区間の整備の有無による便益と費用（事業費と維持管理費の合計）から算定。
※13：評点：全評価区間における各区間の費用対便益の偏差値を算出。
※14：費用対便益
　　　　　グループ①　：　現計画で整備する区間
　　　　　グループ②　：　完成２車線相当への見直しが必要な区間
　　　　　グループ③　：　完成２車線の見直しを基本としつつ、現道の一部を当面活用するなど構造・規格の見直しが必要な区間
※15：外部効果（重み付け偏差値）：16指標ごとの各点数(偏差値)をもとに、道路事業評価手法検討委員会による重み付けを用いて算定した値
　　 　の偏差値。

評　価　区　間　※3

現計画
断面

外部効果

安全

16指標の偏差値　※16

住民生活　　　　　　　※15

重み付け
偏差値

(台／日)

現計画※8

断面

　　　　※4

現計画
断面

車線数

現計画で検証

現計画断面
※9

将　来　交　通　量

区間
番号

路　線　名

(台／日)

費 用 対 便 益

地域社会

費 用 対 便 益
　　　　　　　　　※14

費用対便益
グループ

完成2車断面
※12

完成２車断面※10計画で検証

完成
２車断面

将　来　交　通　量

※16：16指標の偏差値：以下の指標毎に算出した評価点の偏差値
　　　　なお、評価点の算出において、グループ①は現計画での整備を、また、グループ②及び③は
　　　　完成２車線での整備を想定して算出している。
　　　　　指標 1：高速バス等長距離自動車交通の利便性向上を評価
　　　　　指標 2：新幹線・空港等幹線交通網への利便性向上を評価
　　　　　指標 3：高度な医療施設までの搬送時間の短縮を評価
　　　　　指標 4：拠点都市間を連絡し、相互連携の可能化を評価
　　　　　指標 5：日常活動圏の中心都市へのアクセス向上を評価
　　　　　指標 6：複数の主要観光地を連絡し、広域的な観光産業の発展への貢献を評価
　　　　　指標 7：物流拠点へのアクセス向上、産業立地の振興を評価
　　　　　指標 8：高速道路へのアクセス向上、農林水産品の流通利便性の向上を評価
　　　　　指標 9：高速道路の整備と併せた地域振興計画の推進を評価
　　　　　指標10：自動車からのＮＯｘ、ＳＰＭ排出量の削減率を評価
　　　　　指標11：並行道路における騒音レベルの低減を評価
　　　　　指標12：自動車からのＣＯ２排出量の削減量を評価
　　　　　指標13：並行する緊急輸送道路が通行止めになった場合の迂回路長を評価
　　　　　指標14：並行する緊急輸送道路における冬期交通障害や異常気象時の通行規制の程度を評価
　　　　　指標15：並行する高速道路の代替路線の形成の有無を評価
　　　　　指標16：地方の創意工夫による自主的な取組み状況を評価

評価
区間
延長

便益
総費用

便益
総費用
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高規格幹線道路の点検結果（個別区間表） 

事業費※5 事業費※5

指標 指標 指標 指標 指標 指標 指標 指標 指標 指標 指標 指標 指標 指標 指標 指標

（ｋｍ） (億円) （評点）
※13 (億円) （評点）

※13 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16

51 東北中央自動車道 新庄
しんじょう

～新庄
しんじょうきた

北　※1 5 4 200 12,400 1.91 49.0 － － － － ① 49 49 49 52 48 55 48 49 49 48 32 66 39 54 47 45 57

52 東北中央自動車道 新庄
しんじょうきた

北～金山町飛ノ森
かなやままちとびのもり

21 2 715 6,800 ～ 8,900 1.39 42.7 － － － － ① 50 50 58 51 49 46 48 48 49 46 34 66 47 67 47 45 45

53 東北中央自動車道 真室川町及位
まむろがわまちのぞき

～湯沢市
ゆざわしかみいんない

上院内 9 4 462 6,200 1.16 40.0 352 6,100 1.46 42.1 ② 39 50 52 36 48 42 42 48 43 46 36 42 46 65 47 45 51

54 東北中央自動車道 湯沢市
ゆざわしかみいんない

上院内～湯沢市
ゆざわししもいんない

下院内　※1 3 2 141 5,700 1.94 49.4 － － － － ① 41 50 48 33 47 40 42 48 43 46 42 42 42 65 47 45 61

55 東北中央自動車道 湯沢市
ゆざわししもいんない

下院内～雄
おがち

勝こまち 5 4 217 5,700 1.09 39.2 166 5,300 1.29 40.1 ② 39 50 35 34 47 35 42 48 43 46 42 42 41 65 47 45 61

56 常磐自動車道　※2
利府
りふ

ＪＣＴ～富
とみや

谷ＪＣＴ　※1 14 4 1,184 35,200 1.60 45.3 － － － － ① 38 28 39 33 48 45 42 54 43 46 46 66 58 43 47 72 37

57 津軽自動車道 浪岡
なみおか

ＪCT～浪岡
なみおか

2 4 69 6,200 2.05 50.7 － － － － ① 38 48 40 54 47 43 42 48 43 46 52 54 43 41 47 45 41

58 津軽自動車道 五所川原北
ごしょがわらきた

～つがる市柏
しかしわ

4 2 108 12,800 2.86 60.4 － － － － ① 39 40 50 63 47 36 58 48 50 46 41 42 39 43 47 45 41

59 津軽自動車道 つがる市柏
しかしわ

～つがる市木造
しきづくり

13 2 421 9,300 ～ 15,100 2.13 51.6 － － － － ① 46 40 53 62 47 35 67 48 67 49 45 42 40 43 47 45 45

60 津軽自動車道 つがる市木造
しきづくり

～鰺ヶ沢
あじがさわ

4 2 55 9,600 2.75 59.1 － － － － ① 41 40 57 61 47 35 55 48 48 46 47 42 40 41 47 45 45

61 八戸久慈自動車道 八戸ＪＣＴ～
はちのへ

八戸南
はちのへみなみ

9 4 450 4,600 ～ 12,500 1.50 44.1 － － － － ① 44 51 54 47 48 50 55 48 52 46 45 54 44 41 47 45 48

62 八戸久慈自動車道 八戸南～
はちのへみなみ

　階上
はしかみ

9 4 306 7,700 ～ 9,800 1.78 47.4 － － － － ① 47 51 55 55 47 60 46 48 47 47 47 42 46 45 47 45 52

63 八戸久慈自動車道 階上～
はしかみ

久慈北
くじきた

29 4 1,281 5,900 ～ 6,700 1.13 39.7 978 5,900 ～ 6,500 1.41 41.5 ② 51 51 51 66 47 61 52 48 57 46 45 42 48 44 47 45 51

64 三陸縦貫自動車道 桃生豊里
ものうとよさと

～登米
とよま

14 4 570 19,300 ～ 22,100 2.00 50.1 － － － － ① 43 55 44 33 48 46 51 49 62 46 46 42 45 46 47 45 59

65 三陸縦貫自動車道 登米～
とよま

志津川
しづがわ

16 4 550 14,000 2.50 56.1 － － － － ① 51 55 50 37 48 53 56 48 68 46 52 42 55 47 47 45 59

66 三陸縦貫自動車道 志津川～
しづがわ

大谷
おおや

21 4 991 12,500 ～ 13,800 1.96 49.6 － － － － ① 55 55 53 64 48 55 51 48 53 46 54 42 57 50 47 45 50

67 三陸縦貫自動車道 大谷～
おおや

気仙沼
けせんぬま

7 4 238 17,100 4.40 79.0 － － － － ① 45 55 31 65 47 51 42 48 43 54 46 54 45 48 47 45 46

68 三陸縦貫自動車道 気仙沼～
けせんぬま

唐桑町只越
からくわちょうただごし

8 4 455 12,300 ～ 13,300 2.57 56.9 － － － － ① 53 55 40 63 47 54 55 48 64 46 50 42 54 53 47 45 46

69 三陸縦貫自動車道 唐桑町只越
からくわちょうただこし

～唐桑町舘
からくわちょうたて

3 4 207 8,500 1.51 44.2 － － － － ① 43 55 43 62 47 55 42 48 43 46 43 42 41 48 47 45 46

70 三陸縦貫自動車道 唐桑町舘
からくわちょうたて

～高田
たかた

9 4 490 7,800 ～ 8,500 1.25 41.0 － － － － ① 46 55 40 62 48 56 42 48 44 51 42 42 41 49 47 45 55

71 三陸縦貫自動車道 高田～
たかた

大船渡碁石海岸
おおふなとごいしかいがん

8 4 251 10,100 ～ 13,200 4.00 74.1 － － － － ① 50 55 35 54 47 60 48 48 47 46 45 42 41 53 47 45 67

72 三陸縦貫自動車道 三陸～
さんりく

吉浜
よしはま

4 2 140 8,400 2.25 53.1 － － － － ① 48 55 46 67 47 63 42 48 43 46 43 42 42 54 47 45 47

73 三陸縦貫自動車道 吉浜
よしはま

～釜石
かまいし

13 4 658 7,800 ～ 8,200 1.17 40.0 502 7,600 ～ 8,100 1.46 42.1 ② 57 55 57 67 48 63 42 48 43 46 46 42 43 51 47 45 71

74 三陸縦貫自動車道 釜石～
かまいし

山田南
やまだみなみ

23 4 910 8,500 ～ 14,900 1.50 44.1 － － － － ① 68 51 67 71 48 55 48 48 50 52 48 66 42 63 47 45 73

75 三陸縦貫自動車道 山田～
やまだ

金浜
かねはま

13 4 580 7,400 ～ 12,800 1.76 47.2 － － － － ① 55 51 55 67 47 52 46 48 48 51 55 54 43 64 47 45 44

76 三陸縦貫自動車道 金浜～
かねはま

松山
まつやま

5 4 190 16,900 2.19 52.4 － － － － ① 49 51 50 64 47 35 43 48 44 53 42 42 42 67 47 45 56

77 三陸縦貫自動車道 松山～
まつやま

宮古北
みやこきた

6 4 329 13,200 2.21 52.7 － － － － ① 53 51 53 65 47 35 55 48 54 51 42 42 41 65 47 45 56

78 東関東自動車道　館山線 富浦
とみうら

～館山
たてやま

5 4 551 9,500 1.33 42.1 － － － － ① 29 38 40 42 47 46 53 48 49 50 40 42 39 41 47 45 32

79 東関東自動車道　水戸線　※2
潮来
いたこ

～鉾田
ほこた

31 4 1,375 19,200 ～ 21,300 1.63 45.6 － － － － ① 44 41 40 42 50 50 43 48 58 51 47 66 57 42 47 45 48

80 東京外かく環状道路　※2
大泉
おおいずみ

ＪＣＴ～東名
とうめい

ＪＣＴ 16 6 ※6  16,000 82,000 ～ 104,800 3.44 67.4 － － － － ① 102 35 66 50 143 48 74 142 44 46 73 66 107 41 47 72 32

81 東京外かく環状道路　※2
東名
とうめい

ＪＣＴ～平和島
へいわじま

ＪＣＴ 24 6 ※7  19,000 59,600 2.35 54.3 － － － － ① 73 35 62 33 111 44 42 142 43 46 42 66 62 41 47 72 36

82 第二東海自動車道　※2
玉川
たまがわ

～横浜
よこはまいずみ

泉ＪＣＴ 36 6 ※7
  27,000 78,100 ～ 88,800 1.76 47.2 － － － － ① 44 20 69 33 56 35 43 67 43 46 44 66 64 42 47 72 34

83 第二東海自動車道　※2
横浜
よこはまいずみ

泉ＪＣＴ～海老名南
えびなみなみ

ＪＣＴ 10 6 ※7
  11,000 77,200 ～ 94,000 1.78 47.4 － － － － ① 55 35 67 33 49 53 43 65 43 46 50 66 99 41 47 72 36

84 首都圏中央連絡自動車道　※2
釜利谷ＪＣＴ～
かまりや

戸塚
とつか

9 6 4,300 47,300 ～ 55,100 2.20 52.5 － － － － ① 45 25 51 55 47 47 42 61 43 46 47 66 65 42 47 45 40

85 首都圏中央連絡自動車道　※2
栄
さかえ

ＪＣＴ～藤沢
ふじさわ

8 4 2,345 40,700 1.68 46.2 － － － － ① 46 25 53 42 47 56 70 50 44 46 46 66 63 41 47 45 44

86 首都圏中央連絡自動車道　※2
西久保ＪＣＴ～
にしくぼ

海老名南ＪＣＴ
えびなみなみ

8 4 2,507 36,000 ～ 48,300 1.74 46.9 － － － － ① 40 25 71 50 47 53 52 54 44 46 47 42 59 41 47 45 32

87 首都圏中央連絡自動車道　※2
海老名北～
えびなきた

相模原
さがみはら

10 4 2,242 33,300 ～ 50,000 3.02 62.3 － － － － ① 41 6 74 33 48 35 59 53 44 46 52 66 61 41 47 72 32

88 首都圏中央連絡自動車道　※2
相模原～
さがみはら

八王子ＪＣＴ
はちおうじ

17 4 4,076 41,600 ～ 43,400 2.90 60.9 － － － － ① 46 2 73 44 47 35 63 52 46 46 45 66 70 41 47 72 38

89 首都圏中央連絡自動車道　※2
川島～
かわじま

五霞
ごか

33 4 4,862 39,100 ～ 50,500 2.10 51.3 － － － － ① 75 36 60 49 89 48 84 51 56 131 41 42 65 40 49 72 42

90 首都圏中央連絡自動車道　※2
五霞～つくばＪＣＴ
ごか

40 4 1,760 34,800 ～ 40,700 2.00 50.1 － － － － ① 54 36 41 49 56 47 49 49 76 79 47 66 77 41 47 45 32

91 首都圏中央連絡自動車道　※2
つくばＪＣＴ～大栄ＪＣＴ

たいえい

40 4 2,030 23,000 ～ 30,000 1.60 45.3 － － － － ① 52 65 43 38 50 41 50 53 62 59 47 66 83 42 47 45 36

92 首都圏中央連絡自動車道　※2
大栄ＪＣＴ～
たいえい

松尾横芝
まつおよこしば

19 4 1,040 20,100 ～ 24,000 1.40 42.9 － － － － ① 39 36 40 39 47 45 49 56 54 46 44 66 43 39 47 45 48

93 首都圏中央連絡自動車道　※2
東金
とうがね

ＪＣＴ～茂原長南
もばらちょうなん

22 4 1,902 18,400 ～ 21,800 2.44 55.3 － － － － ① 40 47 50 46 47 38 59 49 49 46 40 66 45 41 47 45 40

94 首都圏中央連絡自動車道　※2
茂原長南
もばらちょうなん

～木更津JCT
きさらづ

28 4 2,002 22,900 ～ 26,000 2.00 50.1 － － － － ① 45 47 42 52 47 49 64 48 51 46 47 42 57 42 47 45 48

95 中部横断自動車道 長坂
ながさか

ＪＣＴ～八千穂
やちほ

34 4 1,637 9,300 ～ 9,600 1.33 42.0 － － － － ① 47 67 46 53 59 44 43 48 47 46 47 42 54 44 49 72 37

96 能越自動車道 輪島～
わじま

三井
みい

7 4 338 8,400 1.41 43.0 － － － － ① 42 55 60 52 47 45 58 48 49 46 47 42 45 42 47 45 38

97 能越自動車道 三井～
みい

能登空港
のとくうこう

5 4 210 8,100 1.39 42.7 － － － － ① 41 55 59 52 47 45 44 48 45 46 49 42 43 42 47 45 45

98 能越自動車道 田鶴浜～
たつるはま

七尾
ななお

10 4 288 8,200 ～ 19,700 1.45 43.5 － － － － ① 41 55 44 45 47 44 43 48 43 50 55 54 50 41 47 45 44

99 能越自動車道 七尾
ななお

～氷見
ひみ

28 4 1,472 7,500 ～ 18,000 1.39 42.7 － － － － ① 48 57 46 53 51 55 67 48 50 47 48 42 47 41 50 45 45

100 中部縦貫自動車道 松本ＪＣＴ～
まつもと

波田
はた

5 4 264 17,500 1.84 48.2 － － － － ① 40 60 55 49 47 50 43 49 47 46 52 42 55 41 47 45 32

完成２車断面※11 地域経済 環境評　価　区　間　※3

現計画
断面

外部効果

安全

16指標の偏差値　※16

住民生活　　　　　　　※15

重み付け
偏差値

(台／日)

現計画※8

断面

　　　　※4

現計画
断面

車線数

現計画で検証

現計画断面
※9

将　来　交　通　量

区間
番号

路　線　名

(台／日)

費 用 対 便 益

地域社会

費 用 対 便 益
　　　　　　　　　※14

費用対便益
グループ

完成2車断面
※12

完成２車断面※10計画で検証

完成
２車断面

将　来　交　通　量

※16：16指標の偏差値：以下の指標毎に算出した評価点の偏差値
　　　　なお、評価点の算出において、グループ①は現計画での整備を、また、グループ②及び③は
　　　　完成２車線での整備を想定して算出している。
　　　　　指標 1：高速バス等長距離自動車交通の利便性向上を評価
　　　　　指標 2：新幹線・空港等幹線交通網への利便性向上を評価
　　　　　指標 3：高度な医療施設までの搬送時間の短縮を評価
　　　　　指標 4：拠点都市間を連絡し、相互連携の可能化を評価
　　　　　指標 5：日常活動圏の中心都市へのアクセス向上を評価
　　　　　指標 6：複数の主要観光地を連絡し、広域的な観光産業の発展への貢献を評価
　　　　　指標 7：物流拠点へのアクセス向上、産業立地の振興を評価
　　　　　指標 8：高速道路へのアクセス向上、農林水産品の流通利便性の向上を評価
　　　　　指標 9：高速道路の整備と併せた地域振興計画の推進を評価
　　　　　指標10：自動車からのＮＯｘ、ＳＰＭ排出量の削減率を評価
　　　　　指標11：並行道路における騒音レベルの低減を評価
　　　　　指標12：自動車からのＣＯ２排出量の削減量を評価
　　　　　指標13：並行する緊急輸送道路が通行止めになった場合の迂回路長を評価
　　　　　指標14：並行する緊急輸送道路における冬期交通障害や異常気象時の通行規制の程度を評価
　　　　　指標15：並行する高速道路の代替路線の形成の有無を評価
　　　　　指標16：地方の創意工夫による自主的な取組み状況を評価

※1：高速自動車国道に並行する一般国道自動車専用道路
※2：有料区間：点検対象区間約２，９００ｋｍについては、原則無料とするが、有料道路として事業中の区間及び有料を前提に計画を地域に公表している区
　　　間など有料が想定される区間については有料として設定。
※3：評価区間の設定：事業中の区間は、事業化された単位で評価区間を設定するとともに、未事業化の区間は、事業化区間に挟まれた単位や残りの端末
　　　区間で評価区間を設定した。なお、未事業化の区間の中でも、都市計画決定の有無等計画の進捗に差がある場合には、そこで評価区間を分けて設定
　　　した。
※4：現計画：都市計画決定済みもしくは基本計画以上の区間は、それらの計画に定められた計画内容を「現計画」とし、それ以外の計画については原則４
　　　車線の計画を「現計画」とした。但し、ＰＩ（パブリックインボルブメント）等により計画内容を既に公表している場合には、その公表計画を「現計画」とした。
※5：事業費：事業中区間については、評価区間を対象に個別に積算した建設費及び各地域の地価水準を踏まえた用地補償費から算出。未事業化区間に
　　　ついては、現在事業中の高規格幹線道路の一般的な実績等を基に、用地費、土工、橋梁、トンネル等の工種別に推計し、評価区間延長に基づき算出。
※6：平成19年4月に決定された都市計画を踏まえて、インターチェンジの設置を想定した事業費。
※7：計画内容が未確定なため、ジャンクション間を直線的に結んだルートを仮定し、外環（関越～東名）の事業費をもとに概略の単価を設定し、試算。
※8：現計画断面の将来交通量：高規格幹線道路のネットワーク条件として、整備計画区間9,342kmについては整備計画の内容で供用、既供用区間(平成19
　　　年度末時点)はその内容で供用、それ以外となる点検対象区間は現計画断面で供用したとそれぞれ仮定して、将来交通量を算定した。
※9：現計画断面の費用対便益：「費用便益分析マニュアル」(平成15年8月国土交通省道路局都市・地域整備局）を適用し、現計画断面での評価区間の整
　　　備の有無による便益と費用（事業費と維持管理費の合計）から算定。

※10：現計画で、費用対便益≧１.２となる区間については、事業費、将来交通量、費用対便益の欄に「－」と記載。
※11：完成２車断面の将来交通量：高規格幹線道路のネットワーク条件として、整備計画区間9,342kmについては整備計画の内容で供用、
　　 　既供用区間(平成19年度末時点)はその内容で供用、それ以外の点検対象区間は完成２車断面で供用したとそれぞれ仮定して、
　　 　将来交通量を算定した。
※12：完成２車断面の費用対便益：「費用便益分析マニュアル」(平成15年8月国土交通省道路局都市・地域整備局）を適用し、完成２車断面で
　　 　の評価区間の整備の有無による便益と費用（事業費と維持管理費の合計）から算定。
※13：評点：全評価区間における各区間の費用対便益の偏差値を算出。
※14：費用対便益
　　　　　グループ①　：　現計画で整備する区間
　　　　　グループ②　：　完成２車線相当への見直しが必要な区間
　　　　　グループ③　：　完成２車線の見直しを基本としつつ、現道の一部を当面活用するなど構造・規格の見直しが必要な区間
※15：外部効果（重み付け偏差値）：16指標ごとの各点数(偏差値)をもとに、道路事業評価手法検討委員会による重み付けを用いて算定した値
　　 　の偏差値。

評価
区間
延長

便益
総費用

便益
総費用
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高規格幹線道路の点検結果（個別区間表） 

事業費※5 事業費※5

指標 指標 指標 指標 指標 指標 指標 指標 指標 指標 指標 指標 指標 指標 指標 指標

（ｋｍ） (億円) （評点）
※13 (億円) （評点）

※13 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16

101 中部縦貫自動車道 波田～
はた

中ノ湯
なかのゆ

27 4 2,560 15,300 1.56 44.8 － － － － ① 39 60 57 33 51 35 43 49 47 46 57 42 49 48 68 45 32

102 中部縦貫自動車道 平湯～
ひらゆ

丹生川
にゅうかわ

21 4 1,205 12,100 1.61 45.4 － － － － ① 49 60 57 61 50 65 42 49 43 47 40 42 59 47 47 45 42

103 中部縦貫自動車道 丹生川～
にゅうかわ

飛騨清見
ひだきよみ

25 4 2,203 13,500 ～ 17,100 2.20 52.5 － － － － ① 52 43 57 47 50 50 90 48 61 48 38 42 48 60 48 45 42

104 中部縦貫自動車道 大野～
おおの

油坂出入口
あぶらさかでいりぐち

32 4 1,800 8,200 ～ 8,500 0.98 37.8 1,374 7,900 ～ 8,300 1.23 39.4 ② 61 56 46 51 50 53 51 48 47 59 40 42 40 64 64 45 79

105 中部縦貫自動車道 福井北ＪＣＴ～
ふくいきた

大野
おおの

26 4 1,292 11,000 ～ 17,200 2.70 58.5 － － － － ① 70 56 44 46 49 48 60 49 50 51 40 42 50 43 143 45 80

106 伊豆縦貫自動車道 岡宮～
おかのみや

函南
かんなみ

15 4 1,852 35,600 ～ 57,200 2.30 53.7 － － － － ① 54 54 47 38 48 39 66 54 49 46 48 66 65 43 47 45 63

107 伊豆縦貫自動車道 函南～
かんなみ

修善寺ＪＣＴ
しゅぜんじ

16 4 939 10,400 1.18 40.3 716 9,000 1.31 40.4 ② 40 54 69 33 47 35 53 48 45 46 45 42 61 41 51 45 43

108 伊豆縦貫自動車道 修善寺～
しゅぜんじ

天城湯ヶ島
あまぎゆがしま

7 4・2 570 11,700 ～ 27,800 3.20 64.5 － － － － ① 48 56 69 60 47 56 42 48 43 46 45 42 62 41 47 45 43

109 伊豆縦貫自動車道 天城湯ヶ島
あまぎゆがしま

～下田北
しもだきた

22 4・2 1,387 10,000 ～ 13,500 1.27 41.3 － － － － ① 70 56 78 67 47 62 74 48 47 46 47 42 66 42 92 45 51

110 伊豆縦貫自動車道 下田北～
しもだきた

下田
しもだ

6 2 260 9,700 ～ 12,400 3.00 62.1 － － － － ① 65 56 87 76 47 70 82 48 47 46 41 42 47 46 47 45 51

111 三遠南信自動車道 飯田山本
いいだやまもと

～喬木
たかぎ

22 4・2 1,354 4,100 ～ 17,600 1.90 48.9 － － － － ① 43 53 39 40 50 42 53 48 46 46 35 54 41 57 67 45 48

112 三遠南信自動車道 程野～
ほどの

南信濃
みなみしなの

13 4 787 6,800 0.95 37.4 601 6,500 1.16 38.6 ③ 53 53 39 50 50 65 43 48 43 46 39 42 45 59 97 45 51

113 三遠南信自動車道 南信濃～
みなみしなの

水窪北
みさくぼきた

13 2 1,071 3,900 ～ 4,400 1.40 42.9 － － － － ① 58 53 59 66 50 66 43 48 43 46 38 42 45 51 87 45 52

114 三遠南信自動車道 水窪北～
みさくぼきた

佐久間
さくま

20 4 1,030 4,700 ～ 6,500 0.91 37.0 786 4,500 ～ 6,300 1.11 38.0 ③ 54 53 62 67 52 66 42 48 43 46 42 42 49 47 74 45 45

115 三遠南信自動車道 佐久間～
さくま

引佐
いなさ

ＪＣＴ 28 4 1,980 6,600 ～ 11,500 1.28 41.4 － － － － ① 47 53 52 54 54 52 46 48 44 46 42 42 45 45 81 45 40

116 東海環状自動車道　※2
土岐
ときみなみたじみ

南多治見～西関
にしせき

39 4 3,978 23,500 ～ 33,000 1.70 46.5 － － － － ① 45 26 37 42 50 48 66 49 48 59 41 66 46 43 47 72 43

117 東海環状自動車道　※2
西関～
にしせき

養老
ようろう

44 4 5,139 20,800 ～ 30,900 1.60 45.3 － － － － ① 55 45 53 55 55 46 75 50 59 51 36 54 51 42 47 72 45

118 東海環状自動車道　※2
養老～
ようろう

北勢
ほくせい

18 4 1,460 15,000 1.90 48.9 － － － － ① 56 54 59 59 57 63 47 50 44 51 37 66 47 42 47 72 45

119 東海環状自動車道　※2
北勢～
ほくせい

四日市北ＪＣＴ
よっかいちきた

14 4 1,294 15,900 ～ 26,600 1.60 45.3 － － － － ① 52 54 53 49 55 45 44 56 46 51 32 66 41 41 47 72 59

120 近畿自動車道　伊勢線　※2
名古屋西
なごやにし

ＪＣＴ～飛島
とびしま

12 4 1,502 16,900 ～ 34,300 2.68 58.2 － － － － ① 44 35 33 40 48 48 42 69 43 46 44 54 52 42 47 72 49

121 近畿自動車道　紀勢線 すさみ～太地
たいじ

36 4 1,936 5,800 ～ 6,500 0.94 37.3 1,478 5,600 ～ 6,000 1.14 38.3 ③ 51 51 50 53 49 49 51 48 48 49 48 42 51 72 50 45 43

122 近畿自動車道　紀勢線 太地
たいじ

～新宮
しんぐう

　※1 15 4 1,242 14,200 ～ 15,600 1.50 44.1 － － － － ① 59 51 54 49 47 64 56 48 46 53 48 54 45 78 47 45 53

123 近畿自動車道　紀勢線 新宮
しんぐう

～大泊
おおどまり

42 4 3,132 7,600 ～ 12,100 1.25 41.0 － － － － ① 52 53 49 51 49 48 64 48 55 47 50 42 51 76 48 45 34

124 近畿自動車道　紀勢線 大泊
おおどまり

～尾鷲
おわせみなみ

南　※1 19 4 1,273 7,400 ～ 9,400 1.21 40.6 － － － － ① 50 53 47 50 48 62 43 48 43 47 42 42 51 68 49 45 52

125 近畿自動車道　紀勢線 尾鷲
おわせみなみ

南～尾鷲
おわせきた

北 5 4 300 8,100 1.22 40.7 － － － － ① 47 53 42 48 47 35 42 48 43 46 38 42 48 72 50 45 63

126 京都縦貫自動車道　※2
久御山～
くみやま

沓掛（
くつかけ

大枝
おおえ

） 16 4 3,970 21,800 ～ 30,600 1.80 47.7 － － － － ① 47 44 39 38 53 42 49 55 43 46 50 54 64 47 47 72 45

127 京都縦貫自動車道　※2
丹波～
たんば

綾部ＪＣＴ
あやべ

29 4 2,146 12,200 ～ 16,300 2.10 51.3 － － － － ① 45 38 42 40 72 48 46 48 44 46 34 66 61 46 47 45 51

128 京奈和自動車道　※2
巨椋ＪＣＴ～
おぐら

城陽
じょうよう

ＪＣＴ 6 4 1,772 25,300 ～ 35,300 2.95 61.5 － － － － ① 42 55 35 42 95 36 42 48 43 46 42 54 49 41 47 72 32

129 京奈和自動車道　※2
奈良北～
ならきた

大和郡山
やまとこおりやま

ＪＣＴ 12 4 2,961 23,300 ～ 41,300 3.20 64.5 － － － － ① 41 55 42 41 52 56 44 51 44 46 33 66 51 42 47 45 43

130 京奈和自動車道 大和郡山
やまとこおりやま

ＪＣＴ～五條北
ごじょうきた

27 4 4,614 23,800 ～ 51,800 6.30 101.8 － － － － ① 57 55 41 53 59 70 63 49 48 46 65 66 47 43 47 45 51

131 京奈和自動車道 高野口～
こうやぐち

打田
うちた

17 4 1,229 16,600 ～ 35,300 3.30 65.7 － － － － ① 63 46 58 57 49 58 62 49 61 53 40 66 41 43 47 45 83

132 京奈和自動車道 打田～
うちた

和歌山ＪＣＴ
わかやま

12 4 1,160 22,200 ～ 30,900 3.70 70.5 － － － － ① 54 46 52 50 48 48 58 50 56 53 44 42 44 42 47 45 79

133 北近畿豊岡自動車道 和田山～
わだやま

八鹿
ようか

14 4 1,011 18,500 ～ 22,400 2.15 51.8 － － － － ① 53 52 46 64 51 59 48 48 46 51 49 54 66 41 47 45 45

134 北近畿豊岡自動車道 八鹿～
ようか

日高
ひだか

10 4 690 22,600 4.00 74.1 － － － － ① 47 52 47 64 50 60 48 48 46 46 44 42 55 43 47 45 45

135 北近畿豊岡自動車道 日高～
ひだか

豊岡南
とよおかみなみ

6 4 326 21,900 ～ 27,500 4.30 77.7 － － － － ① 43 52 48 65 50 60 42 48 43 46 42 42 48 42 47 45 41

136 北近畿豊岡自動車道 豊岡南
とよおかみなみ

～豊岡竹野
とよおかたけの

6 4 342 11,200 ～ 18,400 1.72 46.8 － － － － ① 44 52 48 45 49 60 70 48 51 60 40 42 43 41 47 45 41

137 中国横断自動車道　岡山米子線 米子北
よなごきた

～境港
さかいみなと

20 4 1,501 18,600 1.80 47.6 － － － － ① 38 50 38 40 47 42 58 48 51 62 51 42 39 42 47 45 40

138 山陰自動車道 鳥取
とっとり

～吉岡
よしおかおんせん

温泉　※1 7 4 401 22,100 ～ 30,300 3.20 64.5 － － － － ① 47 49 36 45 47 42 42 48 43 46 62 66 57 41 47 45 60

139 山陰自動車道 吉岡
よしおかおんせん

温泉～瑞穂
みずほ

　※1 6 4 304 30,000 2.94 61.4 － － － － ① 41 49 43 45 47 42 42 48 43 46 51 42 51 43 47 45 60

140 山陰自動車道 瑞穂
みずほ

～青谷
あおや

6 4 313 27,400 3.03 62.5 － － － － ① 45 49 43 45 48 43 42 48 43 46 68 42 53 60 47 45 48

141 山陰自動車道 はわい～東伯
とうはく

　※1 14 4 627 7,600 ～ 22,800 2.56 56.9 － － － － ① 42 49 43 45 48 35 53 48 51 64 45 42 49 41 47 45 50

142 山陰自動車道 東伯
とうはく

～赤碕
あかさきなかやま

中山　※1 12 4 592 22,900 ～ 23,100 2.47 55.7 － － － － ① 49 49 55 57 48 47 49 48 57 46 40 42 56 48 47 45 55

143 山陰自動車道 赤碕
あかさきなかやま

中山～下市
しもいち

　※1 4 4 147 23,200 2.37 54.5 － － － － ① 49 49 53 57 47 52 42 48 43 46 51 42 57 43 47 45 62

144 山陰自動車道 下市
しもいち

～淀江
よどえ

　※1 12 4 531 29,300 ～ 39,500 4.80 83.7 － － － － ① 52 49 47 55 48 52 47 48 51 46 45 42 67 44 47 45 62

145 山陰自動車道 出雲
いずも

～多伎
たき

9 4 423 16,400 1.79 47.5 － － － － ① 41 54 49 43 47 39 42 48 43 48 33 66 46 50 47 45 49

146 山陰自動車道 多伎
たき

～朝山
あさやま

　※1 9 4 292 18,500 2.37 54.5 － － － － ① 47 54 51 44 47 35 42 48 43 47 57 54 59 48 48 45 57

147 山陰自動車道 朝山
あさやま

～大田
おおだ

　※1 6 4 235 18,000 3.50 68.2 － － － － ① 57 50 51 44 47 41 50 48 50 72 61 66 59 48 47 45 57

148 山陰自動車道 大田
おおだ

～仁摩
にま

13 4 515 16,300 1.97 49.8 － － － － ① 49 52 50 33 47 43 50 48 50 54 40 66 50 63 47 45 57

149 山陰自動車道 仁摩
にま

～福光
ふくみつ

　※1 12 4 660 15,200 ～ 15,400 2.20 52.5 － － － － ① 46 52 58 52 47 43 42 48 43 47 31 42 49 63 47 45 57

150 山陰自動車道 福光
ふくみつ

～江津
ごうつ

13 4 619 16,300 2.13 51.6 － － － － ① 43 52 34 47 47 35 42 48 43 46 35 66 55 53 47 45 57

完成２車断面※11 地域経済 環境評　価　区　間　※3

現計画
断面

外部効果

安全

16指標の偏差値　※16

住民生活　　　　　　　※15

重み付け
偏差値

(台／日)

現計画※8

断面

　　　　※4

現計画
断面

車線数

現計画で検証

現計画断面
※9

将　来　交　通　量

区間
番号

路　線　名

(台／日)

費 用 対 便 益

地域社会

費 用 対 便 益
　　　　　　　　　※14

費用対便益
グループ

完成2車断面
※12

完成２車断面※10計画で検証

完成
２車断面

将　来　交　通　量

※1：高速自動車国道に並行する一般国道自動車専用道路
※2：有料区間：点検対象区間約２，９００ｋｍについては、原則無料とするが、有料道路として事業中の区間及び有料を前提に計画を地域に公表している区
　　　間など有料が想定される区間については有料として設定。
※3：評価区間の設定：事業中の区間は、事業化された単位で評価区間を設定するとともに、未事業化の区間は、事業化区間に挟まれた単位や残りの端末
　　　区間で評価区間を設定した。なお、未事業化の区間の中でも、都市計画決定の有無等計画の進捗に差がある場合には、そこで評価区間を分けて設定
　　　した。
※4：現計画：都市計画決定済みもしくは基本計画以上の区間は、それらの計画に定められた計画内容を「現計画」とし、それ以外の計画については原則４
　　　車線の計画を「現計画」とした。但し、ＰＩ（パブリックインボルブメント）等により計画内容を既に公表している場合には、その公表計画を「現計画」とした。
※5：事業費：事業中区間については、評価区間を対象に個別に積算した建設費及び各地域の地価水準を踏まえた用地補償費から算出。未事業化区間に
　　　ついては、現在事業中の高規格幹線道路の一般的な実績等を基に、用地費、土工、橋梁、トンネル等の工種別に推計し、評価区間延長に基づき算出。
※6：平成19年4月に決定された都市計画を踏まえて、インターチェンジの設置を想定した事業費。
※7：計画内容が未確定なため、ジャンクション間を直線的に結んだルートを仮定し、外環（関越～東名）の事業費をもとに概略の単価を設定し、試算。
※8：現計画断面の将来交通量：高規格幹線道路のネットワーク条件として、整備計画区間9,342kmについては整備計画の内容で供用、既供用区間(平成19
　　　年度末時点)はその内容で供用、それ以外となる点検対象区間は現計画断面で供用したとそれぞれ仮定して、将来交通量を算定した。
※9：現計画断面の費用対便益：「費用便益分析マニュアル」(平成15年8月国土交通省道路局都市・地域整備局）を適用し、現計画断面での評価区間の整
　　　備の有無による便益と費用（事業費と維持管理費の合計）から算定。

※10：現計画で、費用対便益≧１.２となる区間については、事業費、将来交通量、費用対便益の欄に「－」と記載。
※11：完成２車断面の将来交通量：高規格幹線道路のネットワーク条件として、整備計画区間9,342kmについては整備計画の内容で供用、
　　 　既供用区間(平成19年度末時点)はその内容で供用、それ以外の点検対象区間は完成２車断面で供用したとそれぞれ仮定して、
　　 　将来交通量を算定した。
※12：完成２車断面の費用対便益：「費用便益分析マニュアル」(平成15年8月国土交通省道路局都市・地域整備局）を適用し、完成２車断面で
　　 　の評価区間の整備の有無による便益と費用（事業費と維持管理費の合計）から算定。
※13：評点：全評価区間における各区間の費用対便益の偏差値を算出。
※14：費用対便益
　　　　　グループ①　：　現計画で整備する区間
　　　　　グループ②　：　完成２車線相当への見直しが必要な区間
　　　　　グループ③　：　完成２車線の見直しを基本としつつ、現道の一部を当面活用するなど構造・規格の見直しが必要な区間
※15：外部効果（重み付け偏差値）：16指標ごとの各点数(偏差値)をもとに、道路事業評価手法検討委員会による重み付けを用いて算定した値
　　 　の偏差値。

※16：16指標の偏差値：以下の指標毎に算出した評価点の偏差値
　　　　なお、評価点の算出において、グループ①は現計画での整備を、また、グループ②及び③は
　　　　完成２車線での整備を想定して算出している。
　　　　　指標 1：高速バス等長距離自動車交通の利便性向上を評価
　　　　　指標 2：新幹線・空港等幹線交通網への利便性向上を評価
　　　　　指標 3：高度な医療施設までの搬送時間の短縮を評価
　　　　　指標 4：拠点都市間を連絡し、相互連携の可能化を評価
　　　　　指標 5：日常活動圏の中心都市へのアクセス向上を評価
　　　　　指標 6：複数の主要観光地を連絡し、広域的な観光産業の発展への貢献を評価
　　　　　指標 7：物流拠点へのアクセス向上、産業立地の振興を評価
　　　　　指標 8：高速道路へのアクセス向上、農林水産品の流通利便性の向上を評価
　　　　　指標 9：高速道路の整備と併せた地域振興計画の推進を評価
　　　　　指標10：自動車からのＮＯｘ、ＳＰＭ排出量の削減率を評価
　　　　　指標11：並行道路における騒音レベルの低減を評価
　　　　　指標12：自動車からのＣＯ２排出量の削減量を評価
　　　　　指標13：並行する緊急輸送道路が通行止めになった場合の迂回路長を評価
　　　　　指標14：並行する緊急輸送道路における冬期交通障害や異常気象時の通行規制の程度を評価
　　　　　指標15：並行する高速道路の代替路線の形成の有無を評価
　　　　　指標16：地方の創意工夫による自主的な取組み状況を評価

評価
区間
延長

便益
総費用

便益
総費用
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高規格幹線道路の点検結果（個別区間表） 

 
事業費※5 事業費※5

指標 指標 指標 指標 指標 指標 指標 指標 指標 指標 指標 指標 指標 指標 指標 指標

（ｋｍ） (億円) （評点）
※13 (億円) （評点）

※13 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16

151 山陰自動車道 原井
はらい

～三隅
みすみ

　※1 15 4 890 16,100 ～ 16,600 2.78 59.5 － － － － ① 63 44 60 66 47 58 42 48 43 46 57 66 52 53 47 72 58

152 山陰自動車道 三隅
みすみ

～遠田
とおだ

14 4 700 16,200 2.51 56.2 － － － － ① 60 44 68 69 47 35 42 48 43 46 53 66 54 52 47 72 58

153 山陰自動車道 遠田
とおだ

～須子
すこ

　※1 8 4 724 9,100 ～ 17,400 1.50 44.1 － － － － ① 70 44 64 68 47 43 51 48 49 55 57 66 57 68 47 72 58

154 山陰自動車道 須子
すこ

～萩
はぎ

68 4 3,426 9,700 ～ 10,600 1.10 39.2 2,615 9,100 ～ 10,100 1.31 40.4 ② 59 61 59 61 49 53 45 48 44 57 37 54 56 46 49 72 58

155 山陰自動車道 萩
はぎ

～三隅
みすみ

　※1 15 4 968 14,900 1.26 41.2 － － － － ① 59 56 50 40 47 54 66 48 53 47 52 54 56 46 48 72 63

156 山陰自動車道 三隅
みすみ

～小月
おづき

ＪＣＴ 48 4 2,296 6,000 ～ 11,900 1.18 40.3 1,885 4,500 ～ 10,800 1.24 39.6 ② 59 56 38 48 49 49 53 49 54 50 63 54 57 43 53 72 60

157 東広島・呉自動車道 東広島ＪＣＴ～
ひがしひろしま

阿賀
あが

33 4 1,925 16,600 ～ 31,000 1.90 48.9 － － － － ① 67 57 80 52 47 41 67 48 50 70 50 66 63 44 49 45 65

158 四国横断自動車道 須崎東
すさきひがし

～須崎新荘
すさきしんじょう

　※1 5 4 425 7,200 ～ 8,700 1.69 46.3 － － － － ① 39 53 50 39 47 40 46 48 52 46 54 42 43 41 47 45 52

159 四国横断自動車道 窪川
くぼかわ

～金
きんじょうの

上野 5 2 174 5,400 1.46 43.6 － － － － ① 44 53 55 46 47 42 42 48 43 46 47 42 40 68 47 45 48

160 四国横断自動車道 金
きんじょうの

上野～拳
こぶしのかわ

ノ川　※1 6 2 190 9,000 2.09 51.2 － － － － ① 45 53 56 47 47 47 42 48 43 46 47 42 45 67 47 45 48

161 四国横断自動車道 拳ノ川
こぶしのかわ

～中村
なかむら

26 4・2 1,302 7,300 ～ 10,200 1.46 43.6 － － － － ① 63 53 56 47 48 64 54 48 56 74 54 54 51 62 47 45 56

162 四国横断自動車道 中村
なかむら

～宿毛
すくも

　※1 23 4・2 1,200 11,000 ～ 14,700 2.71 58.6 － － － － ① 61 58 58 65 47 48 53 48 64 53 54 42 41 64 50 45 56

163 四国横断自動車道 宿毛
すくも

～内海
うちうみ

33 4 1,700 3,900 ～ 6,900 0.94 37.4 1,298 2,800 ～ 6,800 1.10 37.9 ③ 76 58 69 73 48 78 52 48 84 88 49 42 40 62 47 45 55

164 四国横断自動車道 内海
うちうみ

～岩松
いわまつ

10 4 521 5,800 ～ 6,700 1.09 39.2 397 5,700 ～ 6,200 1.35 40.7 ② 63 58 68 73 47 84 42 48 43 46 46 42 40 66 47 45 59

165 四国横断自動車道 岩松
いわまつ

～宇和島北
うわじまきた

　※1 18 4・2 1,822 6,200 ～ 29,900 2.10 51.3 － － － － ① 75 58 53 53 47 83 54 48 79 58 72 54 63 66 47 45 57

166 今治小松自動車道 今治～
いまばり

今治湯ノ浦
いまばりゆのうら

10 4 855 7,600 ～ 11,700 1.62 45.5 － － － － ① 37 8 38 43 48 46 42 50 43 46 46 54 43 50 47 72 49

167 高知東部自動車道 高知～
こうち

高知空港
こうちくうこう

15 4 1,300 4,200 ～ 35,300 2.40 54.9 － － － － ① 57 58 47 62 47 39 44 49 46 53 69 66 47 42 47 45 64

168 高知東部自動車道 高知空港～
こうちくうこう

芸西西
げいせいにし

13 4 751 10,300 ～ 18,300 3.06 62.8 － － － － ① 69 58 50 63 48 58 51 48 54 57 68 42 53 76 47 45 61

169 高知東部自動車道 芸西西～
げいせいにし

安芸西
あきにし

9 4 580 10,900 ～ 13,600 1.98 49.8 － － － － ① 60 58 52 62 48 58 43 48 44 46 63 42 49 76 47 45 56

170 九州横断自動車道　延岡線 矢部
やべ

（山
やまと

都）～蔵田
くらた

52 4・2 2,914 6,700 ～ 7,200 1.00 38.1 2,224 6,000 ～ 6,700 1.17 38.7 ③ 58 64 59 53 61 61 52 48 50 47 38 54 49 56 51 45 53

171 九州横断自動車道　延岡線 蔵田
くらた

～延岡
のべおか

ＪCT　※1 13 4・2 405 10,100 ～ 14,200 2.20 52.5 － － － － ① 61 64 56 53 50 56 45 48 47 48 59 42 52 60 51 45 67

172 東九州自動車道 北川
きたがわ

～延岡
のべおかみなみ

南　※1 21 4 1,187 14,400 ～ 33,900 1.90 48.9 － － － － ① 43 48 51 33 47 35 42 48 43 46 55 54 40 61 47 45 59

173 東九州自動車道 日南
にちなん

～志布志
しぶし

38 4 1,964 3,200 ～ 7,300 0.90 36.9 1,499 3,100 ～ 7,000 1.11 38.0 ③ 54 73 48 52 51 59 47 48 65 50 49 42 43 45 47 45 59

174 西九州自動車道　※2
福重ＪＣＴ～
ふくしげ

（福井）
ふくい

22 4 2,118 19,100 ～ 38,400 1.71 46.6 － － － － ① 62 65 55 49 74 45 61 48 55 75 53 54 67 47 47 45 38

175 西九州自動車道 鹿家～
しかか

唐津
からつ

10 4 690 26,500 ～ 30,800 1.50 44.1 － － － － ① 39 57 47 45 55 35 42 48 43 46 47 54 59 42 47 45 39

176 西九州自動車道 唐津～
からつ

伊万里東
いまりひがし

18 4 878 24,900 ～ 30,000 2.00 50.1 － － － － ① 58 56 46 45 62 49 74 48 59 49 69 54 64 42 47 45 48

177 西九州自動車道 伊万里東～
いまりひがし

伊万里西
いまりにし

7 4 249 21,200 ～ 22,600 2.70 58.5 － － － － ① 53 54 45 47 51 65 53 48 51 49 66 54 65 42 50 45 43

178 西九州自動車道 伊万里西～
いまりにし

松浦
まつうら

17 2 677 7,900 ～ 13,800 1.30 41.7 － － － － ① 46 52 46 47 47 65 45 49 54 51 49 54 44 44 49 45 47

179 西九州自動車道 松浦
まつうら

～佐々
さざ

16 4・2 942 10,000 ～ 19,700 1.68 46.2 － － － － ① 44 52 54 48 47 62 58 48 69 47 44 42 41 42 48 45 36

180 西九州自動車道 佐々～
さざ

佐世保
させぼ

9 4 541 26,100 ～ 31,100 2.40 54.9 － － － － ① 56 52 53 48 47 62 82 48 63 46 56 54 53 46 47 45 43

181 西九州自動車道　※2
佐世保
させぼ

～佐世保大塔
させぼだいとう

8 4 1,629 16,100 ～ 24,100 2.10 51.3 － － － － ① 46 31 49 45 50 56 42 48 43 46 68 42 58 48 47 45 55

182 南九州西回り自動車道 日奈久
ひなぐ

～芦北
あしきた

17 4 1,190 25,100 ～ 26,500 1.80 47.7 － － － － ① 57 46 58 51 49 62 50 48 49 47 71 66 60 56 47 45 41

183 南九州西回り自動車道 芦北
あしきた

～出水
いずみ

30 4 1,421 18,800 ～ 24,100 1.90 48.9 － － － － ① 63 46 55 54 51 68 50 48 63 49 56 66 61 54 47 45 55

184 南九州西回り自動車道 出水
いずみ

～鶴川内
つるかわうち

15 4 555 23,500 ～ 25,300 2.80 59.7 － － － － ① 60 46 50 54 49 61 47 49 67 46 61 66 52 41 47 45 65

185 南九州西回り自動車道 鶴川内
つるかわうち

～川内
せんだい

20 4 1,028 15,500 ～ 18,600 1.81 47.8 － － － － ① 57 46 57 53 50 60 45 49 49 50 62 66 50 43 47 45 61

186 南九州西回り自動車道 川内
せんだい

～薩摩川内都
さつまぜんだいみやこ

10 4 334 19,700 ～ 22,000 2.90 60.9 － － － － ① 61 37 49 51 47 60 42 49 43 117 58 54 50 50 47 45 58

187 那覇空港自動車道 那覇空港
なはくうこう

～豊見城・名嘉地
とみぐすくなかち

5 4 521 22,300 ～ 35,300 3.09 63.2 － － － － ① 32 64 43 42 47 35 59 52 44 46 41 42 39 41 47 45 32

完成２車断面※11 地域経済 環境

※1：高速自動車国道に並行する一般国道自動車専用道路
※2：有料区間：点検対象区間約２，９００ｋｍについては、原則無料とするが、有料道路として事業中の区間及び有料を前提に計画を地域に公表している区
　　　間など有料が想定される区間については有料として設定。
※3：評価区間の設定：事業中の区間は、事業化された単位で評価区間を設定するとともに、未事業化の区間は、事業化区間に挟まれた単位や残りの端末
　　　区間で評価区間を設定した。なお、未事業化の区間の中でも、都市計画決定の有無等計画の進捗に差がある場合には、そこで評価区間を分けて設定
　　　した。
※4：現計画：都市計画決定済みもしくは基本計画以上の区間は、それらの計画に定められた計画内容を「現計画」とし、それ以外の計画については原則４
　　　車線の計画を「現計画」とした。但し、ＰＩ（パブリックインボルブメント）等により計画内容を既に公表している場合には、その公表計画を「現計画」とした。
※5：事業費：事業中区間については、評価区間を対象に個別に積算した建設費及び各地域の地価水準を踏まえた用地補償費から算出。未事業化区間に
　　　ついては、現在事業中の高規格幹線道路の一般的な実績等を基に、用地費、土工、橋梁、トンネル等の工種別に推計し、評価区間延長に基づき算出。
※6：平成19年4月に決定された都市計画を踏まえて、インターチェンジの設置を想定した事業費。
※7：計画内容が未確定なため、ジャンクション間を直線的に結んだルートを仮定し、外環（関越～東名）の事業費をもとに概略の単価を設定し、試算。
※8：現計画断面の将来交通量：高規格幹線道路のネットワーク条件として、整備計画区間9,342kmについては整備計画の内容で供用、既供用区間(平成19
　　　年度末時点)はその内容で供用、それ以外となる点検対象区間は現計画断面で供用したとそれぞれ仮定して、将来交通量を算定した。
※9：現計画断面の費用対便益：「費用便益分析マニュアル」(平成15年8月国土交通省道路局都市・地域整備局）を適用し、現計画断面での評価区間の整
　　　備の有無による便益と費用（事業費と維持管理費の合計）から算定。

※10：現計画で、費用対便益≧１.２となる区間については、事業費、将来交通量、費用対便益の欄に「－」と記載。
※11：完成２車断面の将来交通量：高規格幹線道路のネットワーク条件として、整備計画区間9,342kmについては整備計画の内容で供用、
　　 　既供用区間(平成19年度末時点)はその内容で供用、それ以外の点検対象区間は完成２車断面で供用したとそれぞれ仮定して、
　　 　将来交通量を算定した。
※12：完成２車断面の費用対便益：「費用便益分析マニュアル」(平成15年8月国土交通省道路局都市・地域整備局）を適用し、完成２車断面で
　　 　の評価区間の整備の有無による便益と費用（事業費と維持管理費の合計）から算定。
※13：評点：全評価区間における各区間の費用対便益の偏差値を算出。
※14：費用対便益
　　　　　グループ①　：　現計画で整備する区間
　　　　　グループ②　：　完成２車線相当への見直しが必要な区間
　　　　　グループ③　：　完成２車線の見直しを基本としつつ、現道の一部を当面活用するなど構造・規格の見直しが必要な区間
※15：外部効果（重み付け偏差値）：16指標ごとの各点数(偏差値)をもとに、道路事業評価手法検討委員会による重み付けを用いて算定した値
　　 　の偏差値。

評　価　区　間　※3

現計画
断面

外部効果

安全

16指標の偏差値　※16

住民生活　　　　　　　※15

重み付け
偏差値

(台／日)

現計画※8

断面

　　　　※4

現計画
断面

車線数

現計画で検証

現計画断面
※9

将　来　交　通　量

区間
番号

路　線　名

(台／日)

費 用 対 便 益

地域社会

※16：16指標の偏差値：以下の指標毎に算出した評価点の偏差値
　　　　なお、評価点の算出において、グループ①は現計画での整備を、また、グループ②及び③は
　　　　完成２車線での整備を想定して算出している。
　　　　　指標 1：高速バス等長距離自動車交通の利便性向上を評価
　　　　　指標 2：新幹線・空港等幹線交通網への利便性向上を評価
　　　　　指標 3：高度な医療施設までの搬送時間の短縮を評価
　　　　　指標 4：拠点都市間を連絡し、相互連携の可能化を評価
　　　　　指標 5：日常活動圏の中心都市へのアクセス向上を評価
　　　　　指標 6：複数の主要観光地を連絡し、広域的な観光産業の発展への貢献を評価
　　　　　指標 7：物流拠点へのアクセス向上、産業立地の振興を評価
　　　　　指標 8：高速道路へのアクセス向上、農林水産品の流通利便性の向上を評価
　　　　　指標 9：高速道路の整備と併せた地域振興計画の推進を評価
　　　　　指標10：自動車からのＮＯｘ、ＳＰＭ排出量の削減率を評価
　　　　　指標11：並行道路における騒音レベルの低減を評価
　　　　　指標12：自動車からのＣＯ２排出量の削減量を評価
　　　　　指標13：並行する緊急輸送道路が通行止めになった場合の迂回路長を評価
　　　　　指標14：並行する緊急輸送道路における冬期交通障害や異常気象時の通行規制の程度を評価
　　　　　指標15：並行する高速道路の代替路線の形成の有無を評価
　　　　　指標16：地方の創意工夫による自主的な取組み状況を評価

費 用 対 便 益
　　　　　　　　　※14

費用対便益
グループ

完成2車断面
※12

完成２車断面※10計画で検証

完成
２車断面

将　来　交　通　量評価
区間
延長

便益
総費用

便益
総費用
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①個別評価指標の定義と評価点算定手順 

 
■外部効果指標の考え方 
・高速道路の整備効果は、貨幣換算できる評価項目だけでは計測しきれない 

・高速道路の役割を踏まえ、整備効果を客観的に把握するためには、貨幣換算が困難な効果・影響をも多元的に

取り込むことが必要 

・地域経済への波及、生活環境の改善、公共サービスの向上、災害時への対応、環境改善等を的確に評価するた

め、外部効果指標として 16 指標を設定 

 
大項目・中項目 

(小項目) 
評価の視点 評価項目 指標

高速バス等長距離自動車交通の利便性が高まる 指標1

新幹線・空港等幹線交通網への利便性が高まる 指標2
住民生活 
・生活機会の拡大 
・公共サービスの向上 

公共交通による他地域への移動時間を短縮
し、生活機会や交流人口の拡大に資する効果の
評価。 

また、高次医療施設までの搬送時間の短縮に
よる、住民生活の安心向上を評価。 
(渋滞緩和による利便性向上は、便益と重複す

るので評価しない。) 高度な医療施設までの搬送時間が短縮される 指標3

拠点都市間を連絡し、相互の連携が可能になる 指標4

日常活動圏の中心都市へのアクセスが向上する 指標5
地域社会 
・地域社会の安定化 
・地域文化の振興 

地域の経済・生活・文化・教育等の拠点とな
る都市へのアクセス向上や都市相互の連携補完
による、地域社会の自立と定住に寄与する効果
を評価。 

また、観光地へのアクセス向上による地域情
報の発信、地域文化の振興並びに観光振興への
寄与を評価。 

複数の主要観光地を連絡し、広域的な観光産業の

発展に貢献する 
指標6

物流拠点へのアクセスが容易になり、産業立地を

振興する 
指標7

高速道路へのアクセスが容易になり、農林水産品

の流通の利便性が向上する 
指標8

地域経済 
・生産の拡大 
・雇用の増加 

産業立地・振興や、農林水産業の振興に寄与
する物流・流通の利便性向上を評価。 

また、高速道路の整備とあわせて進められて
いる地域振興計画の実現による、地域経済への
効果を評価。 高速道路の整備とあわせた地域振興計画が進めら

れている 
指標9

自動車からのNOX、SPM排出量が削減される 指標10

並行道路において騒音レベルが低減する 指標11
環境 
・生活環境の保全 
・地球環境の保全 

高速道路整備によって周辺道路の負荷が軽減
されることによる生活環境の保全・改善への寄
与及び地球温暖化対策への寄与を評価。 

自動車からのCO2排出量が削減される 指標12

並行する緊急輸送道路が通行止めになった場合の

迂回路が長大である 
指標13

並行する緊急輸送道路で冬期交通障害や異常気象

時に通行規制される区間がある 
指標14

安全 
・事故・災害の減少 
・二次的影響の軽減 

自然災害時や大規模事故時における緊急輸送
道路の代替路を形成し、地域の安全性向上を評
価する。 

また、高速ネットワークの代替路線形成によ
る国土のリダンダンシー向上を評価する。 

(交通事故減少による安全性向上は便益と重
複するので評価しない。) 並行する高速道路の代替路線を形成する 指標15

波
及
的
影
響(

そ
の
他
外
部
効
果)

 

その他 
地方公共団体 
の取り組み 

地方公共団体が策定する地域計画との整合
や、利用増進・コスト縮減など、事業実施に対
する地方公共団体の自主的な取り組みや協力姿
勢を評価。 

地方の創意工夫による自主的な取り組み状況を評

価する 
指標16
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■個別評価指標の定義と評価点算定手順 
 
指標 1. 高速バス等長距離自動車交通の利便性が高まる 

目 的 高速ネットワークを用いた、生活圏の中心都市相互を連絡する新たな公共交通機関が整備されることによ

る、都市間交通の利便性向上を評価する。 
【算出式】 
 

評価点＝ 
 

T1：評価区間整備前の、拠点都市間の鉄道による最短移動時間（分） 
T2：評価区間整備後の、拠点都市間の高速バスによる最短移動時間（分） 
 

指 標 

【定義】 
• 拠点都市 

・各評価区間毎に、連絡すべき拠点都市として評価区間両端近傍の拠点都市ペアを設定 
・地方生活圏中心都市、業務核都市、政令指定市及びそれらに準じる都市が対象（詳細は「圏域及び拠

点都市一覧表」を参照） 
• 整備前の鉄道による最短移動時間 

・拠点都市の市役所－中央駅間の自動車による移動時間、中央駅間の鉄道による移動時間、出発待ち時

間、乗換待ち時間の合計 
※鉄道による移動時間、待ち時間は汎用検索ソフト「駅すぱあと 2007 年版」（（株）ヴァル研究所）に

よる（時刻表に対応） 
・新幹線、特急、急行も考慮 
・鉄道による連絡がない、又は道路利用（バス利用を想定）の方が移動時間が短い拠点都市間に関して

は、道路による移動時間とした 
• 整備後の高速バスによる最短移動時間 

・評価区間整備により高速バスが新設されると仮定し、その場合の移動時間を高速バス利用による時間

とした 
・鉄道と同様、出発待ち時間も考慮。拠点都市間に既存の高速バス路線がある場合は時刻表から算出し

た平均待ち時間を適用し、既存の路線がない場合は平均待ち時間の全国平均値を適用 
※「高速バス時刻表 2006～07 年冬・春号」（（株）交通新聞社）による 

・高速バスは鉄道中央駅発着とし、拠点都市の市役所－中央駅間の道路による移動時間も考慮 
・最短経路で評価区間を利用しない場合は、「評価区間を必ず利用する」との条件の下での最短経路の移

動時間とする 
 
【評価点の考え方】 
・評価区間の利用により整備前の鉄道移動よりも道路利用による移動時間の方が短くなる場合は、その時

間短縮率によって都市間交通の利便性向上を評価 
・当該評価区間以外の評価区間も利用する場合は、評価点を利用評価区間数で除した値を当該評価区間の

みに加点し、その他の利用評価区間へは加点しない 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

拠点都市 A 拠点都市 B 

評価区間 

鉄道 

高規格幹線道路 

A 駅 B 駅 

整備前の鉄道による最短移動時間(T1) 

整備後の高速バスによる最短移動時間(T2) 

• T1＜T2 となる場合

は評価点はマイナ

スとなる。 

1

21

T
TT −
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算 定 

手 順 

STEP1：評価区間について、両端 IC の最寄りの拠点都市を「連絡すべき拠点都市」に設定 
 
 
 
 
 
 
 
 
STEP2：整備前と整備後について、STEP1 で設定した拠点都市間の最短経路を探索 
 STEP2-1：整備前 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 STEP2-2：整備後 

※当該評価区間に設定した拠点都市ペア間

の最短経路として当該評価区間が利用さ

れない場合は、「当該評価区間を必ず利用

する」との条件の下で最短経路を再設定

し、そのときの最短移動時間を T2とする 
 
 
 
STEP3：評価点算定 
 

評価点＝ 

 

CASE1：高速バス利用 TB=t1+t2+t3+t4 

評価区間 
 

拠点都市 A 
（役所） 

鉄道 鉄道駅 鉄道駅 

IC IC 

拠点都市 B 
（役所） 

IC 

ｔ1 ｔ2（出発待ち時間） 

ｔ3 

ｔ4

CASE2：鉄道利用 TT=t1+t’2+t’3+t4 

評価区間 

拠点都市 A 
（役所） 

鉄道 鉄道駅 鉄道駅 

IC IC 

拠点都市 B 
（役所） 

IC 

t1 
t’2（乗換待ち時間） t’3 

ｔ4

整備前の所要時間 
高速バス利用時と鉄道利用

時を比較し、所要時間(T1)の短

い方を選択 
T1=min(TB, TT) 

 

評価区間 

拠点都市 A
（役所） 

鉄道 

鉄道駅 鉄道駅 

IC IC 

拠点都市 B
（役所） 

IC 

整備後の最短移動時間： T2=t1+t2+t’’3+t4 

評価区間 

拠点都市 A 
（役所） 

鉄道 鉄道駅 鉄道駅 

IC IC 

拠点都市 B 
（役所） 

IC 

ｔ1 ｔ2（出発待ち時間） 

ｔ’’3 

ｔ4

T1－T2 
T1 
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指標 2. 新幹線・空港等幹線交通網への利便性が高まる 

目 的 全国一日行動圏を達成し、交流人口の増大に資するための高速交通体系へのアクセス向上、特に新幹線・

空港へのアクセス向上を評価する。 
【算出式】 
 

評価点＝ 
 

T2-1：評価区間整備前の 3 次メッシュ中心から新幹線駅への最短移動時間（分） 
T2-2：評価区間整備前の 3 次メッシュ中心から空港への最短移動時間（分） 
T2-3：評価区間整備後の 3 次メッシュ中心から新幹線駅への最短移動時間（分） 
T2-4：評価区間整備後の 3 次メッシュ中心から空港への最短移動時間（分） 
P2-1：当該 3 次メッシュ内の人口（人） 

指 標 

【定義】 
• 3 次メッシュ 

・全国の地域を一辺約 1km の正方形で分割した区画で、各種統計の集計単位として用いられる 
（昭和 48 年 7 月 12 日 行政管理庁告示第 143 号 

「統計に用いる標準地域メッシュおよび標準地域メッシュ・コード」） 
以下の指標においても同様 

• 新幹線駅 
・フル規格＋ミニ新幹線（101 駅） 
・整備計画路線（フル規格）を含む 
※鉄道建設・運輸施設整備支援機構 Web ページによる 

• 空港 
・第三種以上及び共用飛行場（離島除き 54 空港） 
※国土交通省航空局 Web、空港整備法施行令による 

・建設中、建設予定及び共用予定を含む 
 
【評価点の考え方】 
・評価区間の利用により最短移動時間が短縮される場合に加点 
・最短移動時間が短縮される 3 次メッシュ内の人口が多いほど評価点が高くなるよう、3 次メッシュ内人口

で加重する 
・新幹線駅・空港までの最短経路で当該評価区間を利用する全てのメッシュについて、整備前と整備後の

（最短移動時間×人口）を算出し、それらすべてを上記の計算式で集計したものを当該評価区間の評価

点とする 
・複数の評価区間を利用する場合は、利用される全ての評価区間に(T×P)を等分 

 
 
 
 
 
 
 

 

 
新幹線駅 

当該 3 次メッシュ 

評価区間 

整備前の最短移動時間 T2-1 

整備後の最短移動時間 T2-3 

( )
( )

( )
( ) ⎪⎭

⎪
⎬
⎫

⎪⎩

⎪
⎨
⎧

⎟
⎟
⎠

⎞
⎜
⎜
⎝

⎛

×
×

−+⎟
⎟
⎠

⎞
⎜
⎜
⎝

⎛

×
×

−
∑
∑

∑
∑

−−

−−

−−

−−

1222

1242

1212

1232 11
2
1

PT
PT

PT
PT
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算 定 

手 順 

STEP1：すべての 3 次メッシュについて、それぞれ最寄りの新幹線・空港までの最短経路を探索 
 
 
 
 
 
 
 
 
STEP2：評価区間毎に集計 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
STEP3：評価点算定 
 
 
 
 
 
 
 

 

●当該評価区間を利用するすべての3次

メッシュについて集計 
 
  HS＝1－ 
 
  P2-1：3 次メッシュ人口（人） 

●最寄新幹線駅まで最短経路探索 
 T2-1：整備前の最短移動時間（分） 

 T2-3：整備後の最短移動時間（分） 

新幹線駅までの利便性指標 

●最寄空港まで最短経路探索 
 T2-2：整備前の最短移動時間（分） 

 T2-4：整備後の最短移動時間（分） 

空港までの利便性指標 

Σ(T2-3×P2-1) 
Σ(T2-1×P2-1) 

●当該評価区間を利用するすべての 3
次メッシュについて集計 

 
  HA＝1－ 
 
  P2-1：3 次メッシュ人口（人） 

Σ(T2-4×P2-1) 
Σ(T2-2×P2-1) 

●評価区間毎に平均 
 
    HS＝  ｛HS＋HA｝ 
 

1
2
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指標 3. 高度な医療施設までの搬送時間が短縮される 

目 的 高次医療施設までの搬送時間が短縮されることによる救急救命率の向上と、それに伴う地域全体の生命に

対するリスク低減効果（安心向上）を評価する。 
【算出式】 
 

評価点＝ 
 

T3-1：評価区間整備前の 3 次メッシュ中心から第三次医療施設への最短移動時間（分） 
T3-2：評価区間整備後の 3 次メッシュ中心から第三次医療施設への最短移動時間（分） 
P3-1：当該 3 次メッシュ内の人口（人） 

指 標 

【定義】 
• 第三次医療施設 
・重症及び複数の診療科領域にわたるすべての重篤な救急患者を 24 時間体制で受け入れ、かつ高度な診

療機能を有する医療機関（212 施設） 
 
【評価点の考え方】 
・評価区間の利用により最短移動時間が短縮される場合に加点 
・最短移動時間が短縮される 3 次メッシュ内の人口が多いほど評価点が高くなるよう、3 次メッシュ内人口

で加重する 
・第三次医療施設までの最短経路で当該評価区間を利用する全てのメッシュについて、整備前と整備後の

（最短移動時間×人口）を算出し、それらすべてを上記の計算式で集計したものを当該評価区間の評価

点とする 
・複数の評価区間を利用する場合は、利用される全ての評価区間に(T×P)を等分 

 
 
 
 
 
 
 

算 定 

手 順 

STEP1：すべての 3 次メッシュについて、それぞれ最寄りの第三次医療施設までの最短経路を探索 
 
 
 
 
 
 
 
 
STEP2：評価点算定 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
第三次医療施設 

当該 3 次メッシュ 

評価区間 

整備前の最短移動時間 T3-1 

整備後の最短移動時間 T3-2 

( )
( )∑

∑
−−

−−

×
×

−
1313

13231
PT
PT

●当該評価区間を利用するすべての 3 次メッシュ

について集計 
 
  評価点＝1－ 
 
  P3-1：3 次メッシュ人口（人） 

●最寄第三次医療施設まで最短経路探索 
  T3-1：整備前の最短移動時間（分） 

  T3-2：整備後の最短移動時間（分） 

第三次医療施設までの利便性指標 

Σ(T3-2×P3-1) 
Σ(T3-1×P3-1) 
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指標 4. 拠点都市間を連絡し、相互の連携が可能になる 

目 的 地域の経済、生活、文化、教育等の拠点となる生活圏の中心都市相互を効果的に連絡し、地域間交流の活

発化を通じ、地域振興と高次サービスの相互補完を図る。 
【算出式】 
【拠点都市間が整備前において高速道路で連絡されていない場合】 

評価点＝∑｛（X4-1×X4-2）／D×（⊿D/D）｝ 
X4-1，X4-2 ：評価区間の整備により連絡される拠点都市を中心とする圏域人口（万人） 
D ：評価区間整備後の対象拠点都市間の距離(km) 
⊿D ：評価区間整備後に拠点都市間の最短経路として使われた評価区間の延長(km) 

 
【拠点都市間が整備前において高速道路で連絡されている場合】 

※第二東名、東京外環に適用 
評価点＝∑｛（X4-1×X4-2）／D×（⊿D/D）×α｝ 

α：最短移動時間短縮率 
 

＝ 
 
※拠点都市ペアは、最短移動時間短縮率の大きいものから最大 10 を選ぶものとする 

指 標 

【定義】 
• 圏域と拠点都市 

・地方生活圏とその中心都市。ただし地方生活圏の設定がない三大都市圏は政令指定市及び業務核都市

又はそれらに準じる都市を中心とした圏域を設定（詳細は「圏域及び拠点都市一覧表」を参照）。いず

れも離島は除く 
• 対象拠点都市ペア 
・一日行動圏が片道約 3 時間であることに基づく、整備前の都市間距離最短経路が 300km 以内である全

ての拠点都市ペア 
• 連絡される拠点都市 

・評価区間の供用により、整備前の都市（役場）間最短移動時間が短縮される拠点都市ペア 
 
【評価点の考え方】 
・拠点都市間を連絡することの重要度を、連絡される都市の人口（比例）と距離（反比例）で評価 
・当該評価区間の利用により都市間最短移動時間が短縮される拠点都市ペアのうち、整備前距離最短経路

が 300km 以内である全ての拠点都市ペアについて、上記の計算式で計算・集計したものを当該評価区間

の評価点とする 
・複数の評価区間を利用する場合は、利用される各評価区間の利用延長で評価点を按分 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

拠点 A

高速道路 評価区間 

評価区間供用時の時間最短経路 

D（都市間距離） 

⊿D 
拠点 B

距離最短経路 ≦ 300km  

既存高速道路 
移動時間 T4-2AB 

評価区間 移動時間 T4-1AB 

T4-2AB－T4-1AB  
拠点 B

拠点 A
拠点 C

移動時間 t4-1AC 
αAC=1 

T4-2AB 
αAB= 

( ) ( ){ }
( )（分）整備前の最短移動時間

（分）整備後の最短移動時間（分）整備前の最短移動時間 −
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算 定 

手 順 

STEP1：整備前距離最短経路 300km 以内の拠点都市ペアについて最短経路を探索 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
STEP2：評価点算定 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

●評価区間毎に最短移動時間短縮率（α）が上位 10 位までの拠点都市ペアの連絡性指標（以下の｛ ｝

内）から評価点を求める。 
 
 
          Σ           ×       （第二東名、東京外環以外） 
 
 評価点＝ 
 
          Σ           ×     ×α（第二東名、東京外環） 
 
 

X4-1、X4-2 ：拠点都市を中心とする圏域人口（万人） 
       D ：整備後の対象拠点都市間の距離(km) 
     ΔD ：整備後に拠点都市間の最短経路として使われた当該評価区間の延長(km) 

 

●最短経路の移動時間 
 
  T4-1：整備前の移動時間 （分）   α：最短移動時間短縮率 

 
  T4-2：整備後の移動時間 （分）   α＝ 

X4-1×X4-2 
D 

T4-1－T4-2 
T4-1 

ΔD
D 

X4-1×X4-2 
D 

ΔD
D 
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指標 5. 日常活動圏の中心都市へのアクセスが向上する 

目 的 日常活動圏の中心都市へのアクセスが向上することによる、公共サービスに対する利便性の向上、生活機

会の拡大等を通じた生活圏としての自立と定住の効果を評価する。 
【算定式】 
 

評価点＝ 
 

T5-1：評価区間整備前の 3 次メッシュ中心から日常活動圏中心都市への最短移動時間（分） 
T5-2：評価区間整備後の 3 次メッシュ中心から日常活動圏中心都市への最短移動時間（分） 
P5-1：当該 3 次メッシュ内の人口（人） 

指 標 

【定義】 
• 日常活動圏中心都市 
・指標 4 の「拠点都市」と同様 

 
【評価点の考え方】 
・評価区間の利用により最短移動時間が短縮される場合に加点 
・最短移動時間が短縮される 3 次メッシュ内の人口が多いほど評価点が高くなるよう、3 次メッシュ内人口

で加重する 
・日常活動圏中心都市までの最短経路で当該評価区間を利用する全てのメッシュについて、整備前と整備

後の（最短移動時間×人口）を算出し、それらすべてを上記の計算式で集計したものを当該評価区間の

評価点とする 
・複数の評価区間を利用する場合は、利用される全ての評価区間に(T×P)を等分 

 
 
 
 
 
 
 

算 定 

手 順 

STEP1：すべての 3 次メッシュについて、それぞれ最寄りの日常活動圏中心都市までの最短経路を探索 
 
 
 
 
 
 
 
 
STEP2：評価点算定 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
日常活動圏中心都市 

当該 3 次メッシュ 

評価区間 

整備前の最短移動時間 T5-1 

整備後の最短移動時間 T5-2 

( )
( )∑

∑
−−

−−

×
×

−
1515

15251
PT
PT

●当該評価区間を利用するすべての 3 次メッシュ

について集計 
 
  評価点＝1－ 
 
  P5-1：3 次メッシュ人口（人） 

●最寄日常活動圏中心都市まで最短経路探索 
  T5-1：整備前の最短移動時間（分） 

  T5-2：整備後の最短移動時間（分） 

日常活動圏中心都市までの利便性指標 

Σ(T5-2×P5-1) 
Σ(T5-1×P5-1) 
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指標 6. 複数の主要観光地を連絡し、広域的な観光産業の発展に貢献する 

目 的 主要観光地へのアクセスが向上し周遊性が高まる結果、広域的な観光産業が発展する効果を評価する。 
【算定式】 
 

評価点＝ 
 

T6-1 ：評価区間整備前の市区町村役場から高速道路 IC への最短移動時間（分） 
T6-2 ：評価区間整備後の市区町村役場から高速道路 IC への最短移動時間（分） 
X6 ：市区町村の年間観光入込客数（万人） 

指 標 

【定義】 
• 最短移動時間 
・各市区町村の役場から最寄りの高速道路 IC へ到達するまでに要する時間 

• 年間観光入込客数 
・市区町村単位の年間観光入込客数（各都道府県データ） 

• 高速道路 
・高速自動車国道、国道自専道部、都道府県道及び政令市市道自専道部、都市高速道路 

 
【評価点の考え方】 
・各市区町村のアクセス性が向上し、広域的な観光産業が発展することの重要度を、最短移動時間短縮率

と市区町村の年間観光入込客数で評価 
・当該評価区間の供用に伴い新設される IC が新たな最寄 IC となる全ての市区町村について、上記の計算

式で計算・集計したものを当該評価区間の評価点とする 
 

 

 

市区町村役場 

評価区間 

既存区間 

整備前の最短移動時間 T6-1 
整備後の最短移動時間 T6-2 

IC 

IC 

6
16

261 X
T
T∑ ⎟⎟

⎠

⎞
⎜⎜
⎝

⎛
−

−

−
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算 定 

手 順 

STEP1：すべての市区町村について、それぞれ役場から最寄りの IC までの最短経路を探索 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
STEP2：評価点算定 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

●当該評価区間の供用に伴い新設される IC が新たな最寄 IC とな

る全ての市区町村について集計 
 
  評価点＝Σ 1－       ×X6 
 
     X6：年間観光入込客数（万人） 

T6-1：整備前の最短移動時間（分） T6-2：整備後の最短移動時間（分） 

T6-2

T6-1

市区町村役場 

評価区間 
既存区間 

整備前の最短移動時間 T6-1 
整備後の最短移動時間 T6-2 

IC 

IC 
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指標 7. 物流拠点へのアクセスが容易になり、産業立地・振興を支援する 

目 的 物流の拠点となる主要な空港・港湾へのアクセスが向上することによる、地域への産業立地・産業振興等

の効果を評価する。 
【算定式】 
 

評価点＝ 
 

T7-1 ：評価区間整備前の市区町村役場から主要な空港又は港湾への最短移動時間（分） 
T7-2 ：評価区間整備後の市区町村役場から主要な空港又は港湾への最短移動時間（分） 
X7 ：市区町村の工業製造品年間出荷額等（億円） 

指 標 

【定義】 
• 主要な港湾 
・国際コンテナ航路の発着港湾（63 港湾） 
※「2006 年版国際輸送ハンドブック」及び日本海事新聞（2006.1.30）による 

• 主要な空港 
・第三種以上及び共用飛行場（離島除き 54 空港） 
※国土交通省航空局 Web、空港整備法施行令による 

・建設中、建設予定及び共用予定を含む 
• 最短移動時間 
・各市区町村の役場から主要な空港・港湾へ到達するまでに要する時間 

• 工業製造品年間出荷額 
・1 年に従業者 4 人以上の事業所（工業）が製造したもののうち、出荷した分の価格総額 
※H16 年工業統計表による 

【評価点の考え方】 
・評価区間の利用により物流拠点への最短移動時間が短縮される場合に市区町村の工業製造品年間出荷額

等で評価 
・最寄りの空港・港湾までの最短経路で当該評価区間を利用する全ての市区町村について、上記の計算式

で計算・集計したものを当該評価区間の評価点とする 
・複数の評価区間を利用する場合は、利用される全ての評価区間に評価点を等分 

 
 
 
 
 
 
 

 

 
主要な空港又は港湾 

市区町村役場 

評価区間 

整備前の最短移動時間 T7-1 

整備後の最短移動時間 T7-2 

7
17

271 X
T
T∑ ⎟⎟

⎠

⎞
⎜⎜
⎝

⎛
−

−

−
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算 定 

手 順 

STEP1：全ての市区町村について、それぞれ役場から最寄りの空港又は港湾までの最短経路を探索 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
STEP2：評価点算定 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

●当該評価区間を利用する全ての市区町村について集計 
 
  評価点＝Σ 1－       ×X7 
 
     X7：工業製造品年間出荷額等（億円） 

T7-1：整備前の最短移動時間（分） T7-2：整備後の最短移動時間（分） 

T7-2

T7-1

主要な空港又は港湾 
市区町村役場 

評価区間 

整備前の最短移動時間 T7-1 

整備後の最短移動時間 T7-2 
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指標 8. 高速道路へのアクセスが容易になり、農林水産品の流通の利便性が向上する 

目 的 高速道路 IC までのアクセスが向上することによる、地域の農林水産品の流通の利便性が向上する効果を評

価する。 
【算定式】 
 

評価点＝ 
 

T8-1 ：評価区間整備前の市区町村役場から高速道路 IC への最短移動時間（分） 
T8-2 ：評価区間整備後の市区町村役場から高速道路 IC への最短移動時間（分） 
X8 ：市区町村の農林水産品生産額等（億円） 

指 標 

【定義】 
• 最短移動時間 
・各市区町村の役場から最寄りの高速道路 IC へ到達するまでに要する時間 

• 農林水産品生産額等：以下の額の合計 
・農業：市区町村単位の農業粗生産額 
※「平成 16 年生産農業所得統計」（農林水産省）による 

・林業：（市区町村の人工林面積／都道府県の人工林面積）×都道府県の粗生産額 
※「2000 年世界農林業センサス」（農林水産省）による 

・水産業：以下の額の合計 
海 面 漁 業 漁 獲 金 額＝市区町村の経営体数×1 経営体平均漁獲金額 
内水面養殖業販売金額＝市区町村の経営体数×1 経営体平均販売金額 
湖 沼 漁 業 販 売 金 額＝市区町村の経営体数×1 経営体平均販売金額 
※「第 11 次漁業センサス」「平成 16 年海面漁業生産統計調査」（農林水産省）による 

 
• 高速道路 
・高速自動車国道、国道自専道部、都道府県道及び政令市市道自専道部、都市高速道路 

 
【評価点の考え方】 
・各市区町村のアクセス性が向上し、地域の農林水産品の流通の利便性が向上することの重要度を、最短

移動時間短縮率と市区町村の農林水産品生産額等で評価 
・当該評価区間の供用に伴い新設される IC が新たな最寄り IC となる全ての市区町村について、上記の計

算式で計算・集計したものを当該評価区間の評価点とする 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

市区町村役場 

評価区間 

既存区間 

整備前の最短移動時間 T8-1 
整備後の最短移動時間 T8-2 

IC 

IC 

8
18

281 X
T
T∑ ⎟⎟

⎠

⎞
⎜⎜
⎝

⎛
−

−

−
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算 定 

手 順 

STEP1：すべての市区町村について、それぞれ役場から最寄りの IC までの最短経路を探索 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
STEP2：評価点算定 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

●当該評価区間の供用に伴い新設される IC が新たな最寄 IC となる

全ての市区町村について集計 
 
  評価点＝Σ 1－       ×X8 
 
     X8：年間農林水産品生産額等の合計（億円） 

T8-1：整備前の最短移動時間（分） T8-2：整備後の最短移動時間（分） 

T8-2

T8-1

市区町村役場 

評価区間 
既存区間 

整備前の最短移動時間 T8-1 
整備後の最短移動時間 T8-2 

IC 

IC 
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指標 9. 高速道路の整備とあわせた地域振興計画が進められている 

目 的 高速道路の整備を契機として地方公共団体等が整備中又は計画中の地域振興プロジェクトの実現により、

地域経済の活性化や雇用の創出に寄与する効果を評価する。 
【算定式】 
 

評価点＝(T9-1+T9-2)/2 

 
T9-1 ：新たに整備される高速道路 IC から 10km 以内で進められている地域振興プロジェクトの計画面積

(ha)を評価点とした場合の偏差値 
T9-2 ：新たに整備される高速道路 IC から 10km 以内で進められている地域振興プロジェクト地区の事業

費（億円）を評価点とした場合の偏差値 

指 標 

【定義】 
• 地域振興プロジェクト 

・土地区画整理事業、再開発事業、住宅地整備、その他地域拠点形成事業 
・工業団地、物流団地、その他産業支援拠点 
・公園整備 
        等 
※国土交通省調査による 

 
• 地域振興プロジェクト地区の位置 

・上記調査時の報告所在地（住所）で代表 
 
【評価点の考え方】 
・地域振興プロジェクトの近辺に IC が新設され、地域経済の活性化等の効果があがることの重要度を、プ

ロジェクトの計画面積と事業費で評価 
・整備前に 10km 圏内に IC がなく、当該評価区間の供用に伴い 10km 圏内に IC が新設される全ての地域

振興プロジェクトについて計画面積と事業費を合計したものにそれぞれ偏差値を付け、それらを上記の

計算式に当てはめたものを評価点とする 
 

 
 
 
 
 
 
 

 
 

新たに IC に 10km 以内で 
到達可能となるプロジェクト地区 

整備前 10km 圏域 新たな 10km 圏域

既存 IC 新規 IC 
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算 定 

手 順 

STEP1：各地域振興プロジェクトについて計画所在地から最寄りの IC まで距離最短経路探索 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
STEP2：評価点算定 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

D1：整備前の距離（km） 

D2：整備後の距離（km） 

1） 各評価区間毎に、路線上の IC を利用する振興プロジェクトの面

積及び事業費の評価点を集計 
 
    評価点 1：計画面積の累計 
    評価点 2：計画事業費の累計 
 
2） 評価点の偏差値を算出 
 
    T9-1：評価点１の偏差値 
    T9-2：評価点２の偏差値 
 
3） 評価点（評価点偏差値の平均） 
 
   評価点＝ 

D1>10 かつ D2≦10 
（整備前の道路網では 10km 超であるが、 

整備後の道路網では 10km 以内となる） 
 

 

満たさない 
対象外 

T9-1＋T9-2 
2 

満たす 
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指標 10. 自動車からの NOX、SPM 排出量が削減される 

目 的 高速ネットワークへの交通の転換に伴う自動車交通の走行速度の向上により、自動車からの NOX、SPM の

排出量が削減され、生活環境の保全に寄与する効果を評価する。 

【算出式】 
 

評価点＝max(Hn,Hs) 
 
Hn：NOX排出削減率 
Hn＝1－｛Σ（ani(v’)×Q’i）/Σ（ani(v)×Qi）｝ 
 

an(v) ：NOX排出原単位（g/km 台） 
Q ：影響圏域内の道路の評価区間整備前の交通量

（台キロ） 
Q’ ：影響圏域内の道路の評価区間整備後の交通量

（台キロ） 
v ：影響圏域内の道路の評価区間整備前の速度

(km/h) 
v’ ：影響圏域内の道路の評価区間整備後の速度

(km/h) 
i ：車種区分（大型、小型） 

Hs：SPM 排出削減率 
Hs＝1－｛Σ（bsi(v’)×Q’i）/Σ（bsi(v)×Qi）｝ 
 

ba(v) ：SPM 排出原単位（g/km 台） 
Q ：影響圏域内の道路の評価区間整備前の交通量（台

キロ） 
Q’ ：影響圏域内の道路の評価区間整備後の交通量（台

キロ） 
v ：影響圏域内の道路の評価区間整備前の速度(km/h) 
v’ ：影響圏域内の道路の評価区間整備後の速度(km/h) 
i ：車種区分（大型、小型） 

指 標 

【定義】 
• NOX、SPM 排出原単位 
・速度別、2 車種別（大型、小型）（国土技術総合政策研究所（平成 12 年）） 

 
 
 
 
 
 
 
 
【評価点の考え方】 
・評価区間の供用に伴う自動車交通の走行速度の向上により、地域の生活環境の保全に寄与する効果を、

NOX、SPM の排出削減率で評価 
・NOX、SPM のうち排出削減率が大きい方で代表 
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旅行速度と排出量の関係 

SPM 
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算 定 

手 順 

STEP1：影響圏域内の道路の整備前及び整備後の交通量（台キロ）、走行速度を算出 
 
 
 
 
 
 
 
 
STEP2：NOX及び SPM の排出削減率算定 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
STEP3：評価点算出 

 

●整備前及び整備後の交通状況を算出 
Q ：影響圏域内の道路の評価区間整備前の交通量（台キロ） 
Q’ ：影響圏域内の道路の評価区間整備後の交通量（台キロ） 
v ：影響圏域内の道路の評価区間整備前の速度(km/h) 
v’ ：影響圏域内の道路の評価区間整備後の速度(km/h) 

●NOX排出削減率算出 
Hn：NOX排出削減率 

Hn＝1－{Σ(ani(v’)×Q’i)/Σ(ani(v)×Qi)} 

an(v) ：NOX排出原単位（g/km 台） 

●SPM 排出削減率算出 
Hs：SPM 排出削減率 

Hs＝1－{Σ(bsi(v’)×Q’i)/Σ(bsi(v)×Qi)} 

ba(v) ：SPM 排出原単位（g/km 台） 

●評価区間ごとに算出 

評価点＝max(Hn,Hs) 
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指標 11. 並行道路において騒音レベルが低減する 

目 的 並行道路の交通量の減少により、並行道路の沿道地域の騒音レベルが低減し、沿道住民の生活環境の保全

に寄与する効果を評価する。 

【算出式】 
 

評価点＝X11 
 

X11：並行道路の沿道地域の騒音レベルが 
夜間要請限度を超過している箇所（区間）がある場合 ・・・・・・・・・ 2点 
夜間要請限度以下で、 
環境基準を超過している箇所（区間）がある場合 ・・・・・・・・・・ 1点 

全ての区間で環境基準を満たしている場合 ・・・・・・・・・・・・・・ 0点 
並行道路の沿道地域が騒音規制区域等に指定されていない場合 ・・・・・・・ 0点 

指 標 

【定義】 
• 並行道路 
・評価区間の代替路線のうち、交通量、当該評価区間からの距離等を勘案し、主要な代替路線と見なさ

れる一般国道等 
• 騒音レベル 
・平成 17 年道路環境センサス（国土交通省） 

 
【評価点の考え方】 
・並行道路の騒音レベルが夜間要請限度又は環境基準を超過している場合に、評価区間を評価 
・ただし沿道地域が騒音規制区域等に指定されていない場合は評価しない 

算 定 

手 順 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

並行道路の騒音値(dB) 

並行道路の沿道地域が 

騒音規制区域等に指定されているか 

 

満たさない 
X11=0

満たす 

環境基準を超過している 

箇所（区間）があるか 

満たさない 
X11=0

満たす 

夜間要請限度を超過している 

箇所（区間）があるか 

満たさない 
X11=1

満たす 

X11=2
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指標 12. 自動車からの CO2排出量が削減される 

目 的 高速ネットワークへの交通の転換に伴う自動車交通の走行速度向上により、自動車からの CO2 排出量が削

減され、地球環境保全に寄与する効果を評価する。 

【算出式】 
 

評価点＝∑｛（ci(v)×Qi）－（ci(v’)×Q’i）｝ 
 

c(v) ：CO2排出原単位（g/km 台） 
Q ：影響圏域内の道路の評価区間整備前の交通量（台キロ） 
Q’ ：影響圏域内の道路の評価区間整備後の交通量（台キロ） 
v ：影響圏域内の道路の評価区間整備前の速度(km/h) 
v’ ：影響圏域内の道路の評価区間整備後の速度(km/h) 
i ：車種区分（大型、小型） 

指 標 

【定義】 
• CO2排出原単位 
・速度別、2 車種別（大型、小型）（国土技術総合政策研究所（平成 12 年）） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【評価点の考え方】 
・評価区間の供用に伴う自動車交通の走行速度の向上により、地球環境の保全に寄与する効果を、CO2 の

排出削減量で評価 

算 定 

手 順 

STEP1：影響圏域内の道路の整備前及び整備後の交通量（台キロ）、走行速度を算出 
 
 
 
 
 
 
 
 
STEP2：CO2の排出削減量算定 
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旅行速度と排出量の関係 

●整備前及び整備後の交通状況を算出 
Q ：影響圏域内の道路の評価区間整備前の交通量（台キロ） 
Q’ ：影響圏域内の道路の評価区間整備後の交通量（台キロ） 
v ：影響圏域内の道路の評価区間整備前の速度(km/h) 
v’ ：影響圏域内の道路の評価区間整備後の速度(km/h) 

●CO2排出削減量算出 

評価点＝∑{(ci(v)×Qi)－(ci(v’)×Q’i)} 

c(v) ：CO2排出原単位（g/km 台） 
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指標 13. 並行する緊急輸送道路が通行止めになった場合の迂回路が長大である 

目 的 並行する緊急輸送道路が通行止めになった場合に、評価対象高速道路が代替路線として機能し、現況での

迂回路が大幅に短縮されることによる、地域の経済、生活等の安全性向上に対する効果を評価する。 
【算出式】 
 

評価点＝X13 

 
X13 ：評価区間に並行する緊急輸送道路と整備前の迂回路の距離の差(km) 

 

指 標 

【定義】 
• 評価区間に並行する緊急輸送道路 
・交通量、当該評価区間からの距離等からみて主要な、評価区間に並行する緊急輸送道路（一般国道を

基本とする） 
 
 
 
 
 
 
 
 

• 整備前の迂回路 
・緊急輸送道路の全区間が不通となった場合に大型車両が通行可能な改良済・幅員 5.5m 以上かつ距離最

短の路線（県道以上） 
 
【評価点の考え方】 
・評価区間に並行する緊急輸送道路と整備前の迂回路との距離の差で評価 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

評価区間 

高速道路（整備前） 

：緊急輸送道路 
：迂回路（高規格以外での並行道路の次の距離最短ルート） 

並行道路延長 D1(km) 

迂回路延長 D2(km) 
D2－D1＝X13 

評価区間 

高速道路（整備前） 

：緊急輸送道路 
：評価の対象とする区間 

緊急輸送道路 

緊急輸送道路 
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指標 14. 並行する緊急輸送道路で冬期交通障害や異常気象時に通行規制される区間がある 

目 的 並行する緊急輸送道路が冬期交通障害や異常気象時に通行止めになった場合に、評価対象高速道路が代替

路線として機能することによる、地域の経済、生活等の安全性向上に対する効果を評価する。 
【算出式】 
 

評価点＝T14 
 

T14 ：評価区間に並行する緊急輸送道路における過去 10 年間の年間平均通行止め時間（h/年） 
 

指 標 

【定義】 
• 評価区間に並行する緊急輸送道路 
・交通量、当該評価区間からの距離等からみて主要な、評価区間に並行する緊急輸送道路（一般国道を

基本とする） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

• 通行止め時間 
・評価区間に並行する緊急輸送道路における、豪雨、豪雪等自然災害による通行止め（凍結によるスリ

ップ事故や吹きだまりでの立ち往生などの事故によるものも含む）、異常気象時における事前通行規制

等による過去 10 年間（平成 9 年～平成 18 年）の年間平均通行止め時間 
 
【評価点の考え方】 
・評価区間について、その緊急輸送道路の通行止め時間を評価 

評価区間 

高速道路（整備前） 

：緊急輸送道路 
：評価の対象とする区間 

緊急輸送道路 
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指標 15. 並行する高速道路の代替路線を形成する 

目 的 阪神大震災の経験を踏まえ、並行する高速ネットワークの代替路線が形成されることにより、安定した国

民生活と災害に強い国土構造実現のためのリダンダンシーが確保されることによるリスク低減効果を評価す

る。 
【算出式】 
 

評価点＝X15 

 
X15 ：評価区間整備前に広域ブロック中心都市間を時間最短で連絡する高速ルート上の JCT 間が不通と

なった際に、評価区間が新たな時間最短ルートを形成するか否か(1 or 0) 

指 標 

【定義】 
• 広域ブロック中心都市 
・北海道、沖縄を除く地方整備局の所在都市 
・本指標は高速ネットワークでのリダンダンシー検証であるため、一般道路は考慮していない。従って、

各地方整備局所在都市位置を最寄 IC で代表させている 
• JCT 
・異なる高規格幹線道路の路線が交差する箇所 

 
【評価点の考え方】 
・JCT 間が不通のケースにおいて、評価区間が時間最短ルートを形成する場合に評価区間を評価 
・代替ルートを形成するか、しないか(1 or 0)で評価点し、複数の JCT 間の不通による代替ルートを形成し

ても点数は積上げず、評価点は 1 とする 

算 定 

手 順 

STEP1：広域ブロック中心都市を設定 
 
 
 
 
STEP2：代替ルート算出 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
STEP3：評価点算定 
 
 
 
 
 

 

●広域ブロック中心都市ぺア毎に以下の手順で代替路線を求める 

1） 整備前に広域ブロック中心都市ペアを時間最短で結ぶ経路について、JCT
単位の区間を設定 

2） 整備後ネットワーク上で、1）で設定した単位区間を順次切断。各切断ネ

ットワークケースについて、広域ブロック中心都市ぺア間の時間最短とな

る代替ルートを探索 

3） 評価区間が 2）の代替ルートを形成する場合に、代替路線としてマーク 
 

1 ：代替路線 

0 ：その他の路線 評価点＝ 

●広域ブロック中心都市として、以下の地方整備局所在都市を設定 
（仙台、新潟、東京、名古屋、大阪、広島、高松、博多） 
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指標 16. 地方公共団体の創意工夫による自主的な取り組み状況を評価する 

目 的 波及的影響の上記項目では評価不可能な地方の創意工夫による取り組み状況や協力姿勢を評価し、地方の

自主的な努力に対するインセンティブを付与するため、地方公共団体が策定する地域計画との整合や、利用

増進・コスト縮減などを評価する。 
【算出式】 
 

評価点＝X16-1＋X16-2＋X16-3 
 

X16-1：地域計画との連携（1.5 点満点） 
X16-2：利用増進への取り組み（1.5 点満点） 
X16-3：コスト縮減への取り組み（2 点満点） 

指 標 

【定義、評価点の考え方】（カッコ内は重み） 
1. 地域計画との連携 X16-1＝Xa×0.1＋Xb×0.2 

a)地域計画における高速道路の位置付けの有無(10%) 
評価区間が位置づけられた地域計画が策定されている市町村数 

評価区間が通過する市町村数 
条 件 評価点 
Xa＝1.0 5 

0.9≦Xa＜1.0 4 
0.8≦Xa＜0.9 3 
0.7≦Xa＜0.8 2 

Xa＜0.7 1 
 

b)地域計画で期待される高速道路の機能・役割の多様性(20%) 
Xb＝地域計画において高速道路に期待される機能や役割の延べ種類数 

条 件 評価点 
10≦Xb 5 

8≦Xb＜10 4 
6≦Xb＜8 3 
4≦Xb＜6 2 

Xb＜4 1 
 
2. 利用増進の取り組み X16-2＝Xc×0.15＋Xd×0.15 

c)広域行政を活発化するための施設整備の有無(15%) 
Xc＝広域行政を前提として整備された施設の種類数 

条 件 評価点 
5≦Xc 5 
Xc＝4 4 
Xc＝3 3 
Xc＝2 2 
Xc≦1 1 

d)利用増進に向けたソフト施策に対する取り組みの有無(15%) 
Xd＝利用増進に向けた取り組みの種類数 

条 件 評価点 
13≦Xd 5 

10≦Xd＜13 4 
7≦Xd＜10 3 
4≦Xd＜7 2 

Xd＜4 1  

Xa＝ 

・ 交流連携 
・ 物流及び企業立地、雇用創出 
・ 観光振興 
・ まちづくり・生活圏 
・ 高度医療・広域消防 
・ 災害時の代替路 
・ 研究開発 

・ 空港・港湾との連絡 
・ 環境の改善    等 

・ 高度医療施設の整備 
・ 福祉施設 
・ スポーツ施設 
・ 文化施設 
・ 行政機関の統廃合・移転   等 

・ 高速道路に関する委員会・協議会等の設置 
・ 高速道路に関するシンポジウム・フォーラム・座談会等の開催

・ 高速道路に関する参加型イベントの開催 
・ 高速道路に関するラジオ・テレビによる広報 
・ 高速利用に関するＨＰの設置 
・ 観光施設等と連携した各種施設の割引等の実施予定   等 
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 3. コスト縮減への取り組み X16-3＝（Xe14 ＋Xe15）×0.1＋Xf×0.15＋Xg×0.05 
e)コスト縮減に直接影響する地方公共団体の協力状況（平成 18 年まで、平成 19 年以降それコストぞれ 10%） 

Xe14＝平成 18 年までのコスト縮減の具体的取り組みの種類数 
Xe15＝平成 19 年以降のコスト縮減の具体的取り組みの種類数 

条 件 評価点 
10≦Xe 5 

8≦Xe＜10 4 
6≦Xe＜8 3 
4≦Xe＜6 2 

Xe＜4 1 
 

f)地方公共団体の協力費用の状況(15%) 
地方公共団体の協力費用 
評価区間の総事業費 

条 件 評価点 
4.5≦Xf 5 

3.5≦Xf＜4.5 4 
2.5≦Xf＜3.5 3 
1.5≦Xf＜2.5 2 

Xf＜1.5 1 
 

g)事業の円滑な執行に向けた地方公共団体のソフト面の取り組み状況(5%) 
Xg＝ソフト面の取り組みの種類数 

条 件 評価点 
Xg＝5 5 
Xg＝4 4 
Xg＝3 3 
Xg＝2 2 
Xg＝1 1  

 

 

 

Xf＝ 

・ 土取り場等の確保 
・ 残土処分地の確保 
・ 先行調査の実施 
・ 工事用道路、測道等の確保 
・ 案内標識の整備 
・ 交差道路の整備 
・ 河川、流末等の整備 
・ 用地買収への協力    等 

・ 用地取得へ向けた体制の確立 
・ 具体的な取り組みの実施 
・ 高速道路窓口の設置 
・ 高速道路の建設促進に向けた組織の設置 
・ 高速道路の必要性に関する広報活動 

×100 



圏域名称 中心都市
圏域内

人口（人）
圏域名称 中心都市

圏域内
人口（人）

札幌地方生活圏 札幌市 2,310,001 － － －
岩見沢地方生活圏 岩見沢市 195,250 － － －
滝川地方生活圏 滝川市 129,160 － － －
深川地方生活圏 深川市 41,154 － － －
小樽・倶知安地方生活圏 小樽市 254,337 － － －
函館地方生活圏 函館市 449,371 － － －
江差地方生活圏 江差町 43,356 － － －
室蘭地方生活圏 室蘭市 208,152 － － －
苫小牧地方生活圏 苫小牧市 218,476 － － －
静内地方生活圏 新ひだか町 81,403 － － －
旭川地方生活圏 旭川市 411,498 － － －
富良野地方生活圏 富良野市 47,901 － － －
名士地方生活圏 名寄市 76,057 － － －
留萌地方生活圏 留萌市 57,216 － － －
稚内地方生活圏 稚内市 66,065 － － －
帯広地方生活圏 帯広市 354,147 － － －
紋別地方生活圏 紋別市 82,103 － － －
北網地方生活圏 北見市 242,616 － － －
釧路地方生活圏 釧路市 261,883 － － －
根室地方生活圏 根室市 84,035 － － －
青森地方生活圏 青森市 340,408 － － －
津軽地方生活圏 弘前市 472,865 － － －
南部地方生活圏（青森県） 八戸市 539,601 － － －
下北地方生活圏 むつ市 83,754 － － －
盛岡地方生活圏 盛岡市 621,526 － － －
宮古地方生活圏 宮古市 99,885 － － －
北上中部地方生活圏 北上市 353,296 － － －
両磐地方生活圏 一関市 144,541 － － －
釜石・大船渡地方生活圏 釜石市 165,789 － － －
仙台地方生活圏 仙台市 1,654,226 － － －
石巻地方生活圏 石巻市 407,241 － － －
古川地方生活圏 大崎市 298,524 － － －
米代川流域地方生活圏 大館市 265,908 － － －
秋田臨海地方生活圏 秋田市 550,916 － － －
雄物川流域地方生活圏 横手市 328,647 － － －
庄内地方生活圏 酒田市 309,490 － － －
新庄地方生活圏 新庄市 90,741 － － －
山形地方生活圏 山形市 577,104 － － －
米沢地方生活圏 米沢市 238,781 － － －
福島地方生活圏 福島市 479,404 － － －
郡山地方生活圏 郡山市 592,213 － － －
白河地方生活圏 白河市 153,352 － － －
会津地方生活圏 会津若松市 310,919 － － －
いわき地方生活圏 いわき市 354,403 － － －
相双地方生活圏 南相馬市 200,932 － － －
水戸・日立地方生活圏 水戸市 1,076,480 － － －
土浦地方生活圏 土浦市 1,097,072 － － －
下館・古河地方生活圏 筑西市 522,565 － － －
鹿島地方生活圏 鹿嶋市 278,906 － － －
宇都宮地方生活圏 宇都宮市 1,003,832 － － －
足利・佐野地方生活圏 足利市 283,666 － － －
栃木・小山地方生活圏 小山市 413,930 － － －
那須地方生活圏 大田原市 220,740 － － －
日光地方生活圏 日光市 94,284 － － －
前橋・高崎地方生活圏 前橋市 1,164,394 － － －
桐生・太田地方生活圏 桐生市 580,546 － － －
沼田・利根地方生活圏 沼田市 93,927 － － －
渋川・吾妻地方生活圏 渋川市 185,177 － － －
児玉・大里地方生活圏 熊谷市 528,005 － － －
秩父地方生活圏 秩父市 114,595 － － －

－ － － 川越業務核都市圏 川越市 2241506
－ － － 浦和・大宮業務核都市圏 さいたま市 3084193
－ － － 春日部・越谷業務核都市圏 越谷市 1085390

圏域及び拠点都市一覧表
三大都市圏

青森県

岩手県

宮城県

北海道

地方生活圏が設定されている地域
都道府県

秋田県

山形県

福島県

茨城県

栃木県

群馬県

埼玉県
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圏域名称 中心都市
圏域内

人口（人）
圏域名称 中心都市

圏域内
人口（人）

三大都市圏地方生活圏が設定されている地域
都道府県

千葉地方生活圏 千葉市 2,669,751 － － －
安房・君津地方生活圏 木更津市 463,981 － － －

－ － － 柏業務核都市圏 柏市 2922427
－ － － 東京23区内 新宿区 8483050
－ － － 南多摩地域 八王子市 1658156
－ － － 北多摩地域 立川市 2002161
－ － － 青梅業務核都市圏 青梅市 398763
－ － － 横浜業務核都市圏 横浜市 4315843
－ － － 厚木業務核都市圏 相模原市 3148048
－ － － 川崎業務核都市圏 川崎市 1327009

村上地方生活圏 村上市 77,725 － － －
新潟地方生活圏 新潟市 1,083,435 － － －
三条・燕地方生活圏 三条市 241,406 － － －
長岡地方生活圏 長岡市 507,800 － － －
魚沼地方生活圏 十日町市 145,816 － － －
上越地方生活圏 上越市 295,756 － － －
新川地方生活圏 魚津市 131,731 － － －
富山地方生活圏 富山市 508,884 － － －
高岡地方生活圏 高岡市 363,421 － － －
砺波地方生活圏 砺波市 107,566 － － －
能登北部地方生活圏 輪島市 83,212 － － －
能登中部地方生活圏 七尾市 144,367 － － －
加賀地方生活圏 金沢市 946,415 － － －
嶺北地方生活圏 福井市 478,110 － － －
南越地方生活圏 越前市 194,245 － － －
嶺南地方生活圏 敦賀市 149,234 － － －
国中地方生活圏 甲府市 687,552 － － －
富士北麓・東部地方生活圏 富士吉田市 196,979 － － －
長野地方生活圏 長野市 664,144 － － －
松本地方生活圏 松本市 531,280 － － －
上田地方生活圏 上田市 421,469 － － －
諏訪・伊那地方生活圏 諏訪市 403,586 － － －
飯田地方生活圏 飯田市 175,533 － － －
飛騨地方生活圏 高山市 127,098 － － －
可茂益田地方生活圏 美濃加茂市 263,894 － － －
岐阜地方生活圏 岐阜市 965,684 － － －
大垣地方生活圏 大垣市 391,736 － － －
東濃地方生活圏 多治見市 358,881 － － －
東部地方生活圏（静岡県） 沼津市 1,236,989 － － －
中部地方生活圏（静岡県） 静岡市 1,164,936 － － －
西部地方生活圏（静岡県） 浜松市 1,390,532 － － －
東三河地方生活圏 豊橋市 771,106 － － －

－ － － 愛知県分割1 名古屋市 6487673
北勢地域地方生活圏 四日市市 823,549 － － －
中南勢地域地方生活圏 津市 518,148 － － －
伊勢志摩地域地方生活圏 伊勢市 256,852 － － －
伊賀地域地方生活圏 伊賀市 182,773 － － －
東紀州地域地方生活圏 尾鷲市 85,844 － － －
南部地域地方生活圏 大津市 828,172 － － －
中部地域地方生活圏 近江八幡市 233,499 － － －
東北部地域地方生活圏 彦根市 318,672 － － －
南部地方生活圏（京都府） 京都市 2,324,277 － － －
北部地方生活圏 舞鶴市 323,246 － － －

－ － － 大阪府分割1 高槻市 2926351
－ － － 大阪府分割2 大阪市 3493059
－ － － 大阪府分割3 堺市 2397600

但馬地方生活圏 豊岡市 191,200 － － －
丹波地方生活圏 神戸市 3,373,210 － － －
東播磨地方生活圏 加古川市 1,010,151 － － －
西播磨地方生活圏 姫路市 864,437 － － －
淡路地方生活圏 洲本市 151,383 － － －
南和地方生活圏 五條市 89,842 － － －

－ － － 奈良県分割1 奈良市 1331525
和歌山地方生活圏 和歌山市 816,279 － － －
田辺地方生活圏 田辺市 140,389 － － －
新宮地方生活圏 新宮市 79,393 － － －

千葉県

静岡県

東京都

愛知県

大阪府

三重県

滋賀県

京都府

福井県

山梨県

長野県

岐阜県

神奈川県

新潟県

富山県

石川県

兵庫県

和歌山県

奈良県
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圏域名称 中心都市
圏域内

人口（人）
圏域名称 中心都市

圏域内
人口（人）

三大都市圏地方生活圏が設定されている地域
都道府県

東部地方生活圏（鳥取県） 鳥取市 247,455 － － －
中部地方生活圏（鳥取県） 倉吉市 113,163 － － －
西部地方生活圏（鳥取県） 米子市 246,329 － － －
松江地方生活圏 松江市 314,850 － － －
出雲地方生活圏 出雲市 179,646 － － －
大田地方生活圏 大田市 63,875 － － －
浜田地方生活圏 浜田市 90,787 － － －
益田地方生活圏 益田市 69,284 － － －
県南地方生活圏 岡山市 1,705,458 － － －
津山地方生活圏 津山市 251,598 － － －
広島地方生活圏 広島市 1,975,993 － － －
備後地方生活圏 福山市 789,084 － － －
備北地方生活圏 三次市 102,447 － － －
岩国地方生活圏 岩国市 156,130 － － －
徳山地方生活圏 周南市 351,364 － － －
山口地方生活圏 山口市 328,203 － － －
宇部地方生活圏 宇部市 262,965 － － －
下関地方生活圏 下関市 290,693 － － －
萩地方生活圏 萩市 103,220 － － －
徳島地方生活圏 徳島市 645,926 － － －
南部地方生活圏（徳島県） 阿南市 114,321 － － －
三好地方生活圏 三好市 49,727 － － －
香川東部地方生活圏 高松市 564,091 － － －
香川西部地方生活圏 丸亀市 410,967 － － －
新居浜・西条地方生活圏 新居浜市 330,175 － － －
今治地方生活圏 今治市 173,985 － － －
松山地方生活圏 松山市 653,652 － － －
八幡浜・大洲地方生活圏 大洲市 168,714 － － －
宇和島地方生活圏 宇和島市 133,200 － － －
安芸地方生活圏 安芸市 58,336 － － －
中央地方生活圏 高知市 570,222 － － －
高幡地方生活圏 須崎市 66,376 － － －
幡多地方生活圏 四万十市 101,277 － － －
福岡地方生活圏 福岡市 2,413,852 － － －
久留米・大牟田地方生活圏 久留米市 856,058 － － －
筑豊地方生活圏 飯塚市 450,122 － － －
北九州地方生活圏 北九州市 1,329,094 － － －
佐賀地方生活圏 佐賀市 648,781 － － －
唐津地方生活圏 唐津市 131,119 － － －
伊万里・北松地方生活圏 伊万里市 156,464 － － －
長崎地方生活圏 長崎市 913,102 － － －
佐世保地方生活圏 佐世保市 345,872 － － －
熊本地方生活圏 熊本市 1,398,040 － － －
八代・芦北地方生活圏 八代市 205,503 － － －
球磨地方生活圏 人吉市 100,689 － － －
天草地方生活圏 天草市 137,908 － － －
大分地域地方生活圏 大分市 852,978 － － －
周防灘地域地方生活圏 中津市 170,308 － － －
日田・玖珠地域地方生活圏 日田市 103,543 － － －
佐伯地域地方生活圏 佐伯市 80,290 － － －
延岡地方生活圏 延岡市 255,017 － － －
宮崎地方生活圏 宮崎市 535,909 － － －
都城・北諸県地方生活圏 都城市 195,515 － － －
小林・西諸県地方生活圏 小林市 83,521 － － －
日南地方生活圏 日南市 83,031 － － －
鹿児島地方生活圏 鹿児島市 982,856 － － －
南薩地方生活圏 南さつま市 94,892 － － －
川北薩・串木野地方生活圏 薩摩川内市 255,991 － － －
大隅地方生活圏 鹿屋市 243,928 － － －

※圏域内人口は平成17年国勢調査人口に基づく、圏域内の市町村人口の合計値。市町村合併があった場合は、
   合併前の各市町村人口の合計値を合併後人口として適用。

鳥取県

島根県

岡山県

広島県

山口県

徳島県

香川県

愛媛県

高知県

福岡県

※中心都市名は平成18年度末時点。

宮崎県

鹿児島県

佐賀県

長崎県

熊本県

大分県
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その他

1 北海道縦貫自動車道 七飯藤城
ななえふじしろ  

～七飯
 ななえ

0.02 0.02 0.04 0.61 0.05 0.0 43.8 0.0 46.5 0.005 1 2.6 11.2 0.0 0 1.45

2 北海道縦貫自動車道 名寄
なよろ

～美深
びふか

　※1 0.01 0.05 0.18 0.15 0.15 6.0 0.5 22.8 46.5 0.014 0 5.6 30.5 0.0 0 1.55

3 北海道縦貫自動車道 美深
びふか

～美深敷島
びふかしきしま

　※1 0.01 0.07 0.22 0.03 0.17 63.8 0.5 49.3 47.1 0.009 0 6.8 2.2 0.0 0 1.35

4 北海道縦貫自動車道 美深敷島
びふかしきしま

～音威子府
おといねっぷ

0.01 0.09 0.23 0.29 0.17 87.9 0.0 124.4 49.1 0.011 0 5.3 69.1 0.0 0 1.35

5 北海道縦貫自動車道 音威子府
おといねっぷ

～中川
なかがわ

　※1 0.01 0.11 0.27 0.19 0.24 41.8 0.1 115.4 47.0 0.014 0 4.9 55.9 56.4 0 1.35

6 北海道縦貫自動車道 中川
なかがわ

～幌延
ほろのべ

0.01 0.08 0.28 0.49 0.21 41.8 0.1 95.8 46.6 0.009 0 4.1 152.0 9.9 0 1.95

7 北海道縦貫自動車道 幌延
ほろのべ

～豊富
とよとみ

サロベツ　※1 0.01 0.06 0.28 0.12 0.18 7.5 3.4 26.1 46.5 0.011 0 2.7 4.6 8.1 0 1.40

8 北海道縦貫自動車道 豊富北
とよとみきた

～稚内
わっかない

0.01 0.06 0.28 0.25 0.11 55.2 10.1 169.3 55.3 0.009 0 0.9 76.0 6.1 0 2.20

9 北海道横断自動車道　根室線 黒松内
くろまつない

ＪＣＴ～黒松内
くろまつない

　※1 0.06 0.04 0.17 0.85 0.17 15.7 10.6 19.1 46.6 0.003 1 6.0 90.0 0.0 0 1.45

10 北海道横断自動車道　根室線 黒松内
くろまつない

～余市
よいち

0.06 0.09 0.18 14.27 0.20 683.5 54.6 236.6 52.6 0.007 1 15.0 127.7 1.6 0 1.85

11 北海道横断自動車道　根室線 釧路
くしろ

～別保
べっぽ

　※1 0.07 0.02 0.11 0.15 0.03 28.2 3.6 45.5 53.6 0.010 1 6.5 6.0 0.1 0 1.80

12 北海道横断自動車道　根室線 別
べっぽ

保～温根沼
おんねとう

0.07 0.05 0.23 2.18 0.11 175.5 31.5 872.9 63.0 0.010 0 6.3 40.0 8.5 0 2.05

13 北海道横断自動車道　根室線 温根沼
おんねとう

～根室
ねむろ

　※1 0.07 0.05 0.29 0.16 0.12 47.7 27.9 275.9 47.9 0.002 0 1.1 34.7 6.3 0 2.00

14 北海道横断自動車道　網走線 北見
きたみ

～北見市端野町川向
きたみしたんのちょうかわむかい

　※1 0.02 0.13 0.02 0.64 0.02 78.7 8.5 200.1 46.7 0.004 1 0.1 7.7 0.0 0 1.55

15 北海道横断自動車道　網走線 北見市端野町川向
きたみしたんのちょうかわむかい

～北見市端野町共和
きたみしたんのちょうきょうわ

0.02 0.13 0.08 0.28 0.13 0.0 198.6 0.0 48.0 0.008 1 0.1 14.1 3.5 0 1.55

16 北海道横断自動車道　網走線 北見市端野町共和
きたみしたんのちょうきょうわ

～高野
たかの

（交差点） -0.01 0.12 0.12 0.01 0.14 0.0 198.6 0.0 46.5 0.008 0 0.4 9.3 8.4 0 1.75

17 北海道横断自動車道　網走線 女満別空港
めまんべつくうこう

～網走
あばしり

-0.06 0.13 0.20 0.00 0.20 175.8 119.2 295.3 59.8 0.008 0 2.0 27.0 8.7 0 1.60

18 旭川紋別自動車道 上川層雲峡
かみかわそううんきょう

～浮島
うきしま

0.01 0.00 0.05 1.07 0.00 0.0 0.0 0.0 46.5 0.014 0 8.6 159.0 0.3 0 1.40

19 旭川紋別自動車道 白滝
しらたき

～丸瀬布
まるせっぷ

0.01 0.13 0.09 0.95 0.16 0.0 0.0 0.0 46.5 0.012 0 4.0 153.0 4.3 0 1.40

20 旭川紋別自動車道 丸瀬布
まるせっぷ

～遠軽
えんがる

0.01 0.15 0.04 0.78 0.13 36.6 0.0 48.7 47.1 0.012 0 0.1 151.4 5.8 0 1.40

21 旭川紋別自動車道 遠軽
えんがる

～紋別
もんべつ

0.01 0.18 0.09 1.44 0.29 144.1 171.9 423.8 49.1 0.012 0 5.0 99.6 29.5 0 1.60

22 深川留萌自動車道 留萌幌糠
るもいほろぬか

～留萌
るもい

0.05 0.03 0.06 1.55 0.13 58.4 10.6 64.5 49.3 0.014 0 9.1 21.2 0.0 0 1.70

23 帯広広尾自動車道 帯広川西
おびひろかわにし

～中札内
なかさつない

0.02 0.04 0.17 0.00 0.16 0.0 220.5 0.0 51.2 0.013 0 5.0 8.9 0.0 0 1.60

24 帯広広尾自動車道 中札内
なかさつない

～大樹
たいき

0.02 0.14 0.19 0.00 0.19 22.5 27.3 189.1 54.4 0.013 0 5.0 9.2 0.6 0 1.00

25 帯広広尾自動車道 大樹
たいき

～広尾
ひろお

0.02 0.14 0.20 0.00 0.24 19.8 9.8 214.2 49.4 0.010 1 3.7 16.3 2.5 0 1.30

26 日高自動車道 日高富川
ひだかとみかわ

～厚賀
あつが

0.08 0.13 0.20 3.28 0.29 0.0 22.6 0.0 46.5 0.006 1 9.9 318.4 21.2 0 1.40

27 日高自動車道 厚賀
あつが

～静内
しずない

0.08 0.14 0.22 2.41 0.26 85.4 22.6 215.5 47.3 0.004 1 9.0 328.2 4.9 0 1.80

28 日高自動車道 静内
しずない

～浦河
うらかわ

0.02 0.15 0.24 0.00 0.28 95.6 12.3 313.8 46.9 0.004 1 3.7 274.8 63.1 0 1.90

29 函館江差自動車道 函館
はこだて

～茂辺地
もへじ

0.07 0.08 0.22 0.39 0.07 53.7 24.3 45.0 46.5 0.004 1 1.3 193.5 8.8 0 1.55

30 函館江差自動車道 茂辺地
もへじ

～木古内
きこない

0.07 0.10 0.23 0.46 0.00 14.7 24.3 50.4 46.7 0.011 0 2.9 173.1 0.0 0 1.60

31 函館江差自動車道 木古内
きこない

～江差
えさし

0.07 0.11 0.26 1.13 0.30 118.1 6.4 139.7 48.8 0.013 0 6.1 47.0 8.7 0 1.60

32 東北縦貫自動車道　八戸線 六戸
ろくのへ

（１）～上北
かみきた

　※1 -0.21 0.16 0.16 3.00 0.13 0.0 26.2 0.0 46.5 0.006 0 4.2 4.6 0.0 0 2.30

33 東北縦貫自動車道　八戸線 上北
かみきた

～天間舘
てんまだて

-0.21 0.14 0.05 9.31 0.11 98.5 26.2 136.6 49.0 0.004 0 3.7 9.7 1.1 0 2.30

34 東北縦貫自動車道　八戸線 滝沢
たきざわ

～青森東
あおもりひがし

-0.21 0.06 0.04 1.93 0.06 0.0 0.0 0.0 46.5 0.001 0 0.9 69.8 0.0 0 1.95

35 東北横断自動車道　釜石秋田線 釜石
かまいし

～釜石西
かまいしにし

0.06 0.25 0.12 1.28 0.16 0.0 196.1 0.0 47.1 0.001 0 1.7 123.3 0.0 0 2.75

36 東北横断自動車道　釜石秋田線 遠野住田
とおのすみた

～遠野
とおの

0.06 0.24 0.03 2.14 0.18 0.0 196.1 0.0 46.5 0.002 0 1.8 111.2 0.0 0 2.70

37 日本海沿岸東北自動車道 朝日
あさひ

～温海
あつみ

-0.15 0.10 0.11 8.39 0.14 21.2 13.0 10.4 47.5 0.002 2 4.7 205.2 75.1 1 2.10

38 日本海沿岸東北自動車道 酒田
さかた

みなと～象潟
きさかた

-0.04 0.17 0.33 8.62 0.19 419.4 609.1 76.0 48.3 0.009 2 22.1 179.4 0.0 1 2.08

39 日本海沿岸東北自動車道 象潟
きさかた

～仁賀保
にかほ

　※1 -0.04 0.11 0.34 1.39 0.17 157.8 0.0 29.7 46.7 0.013 2 14.8 193.6 0.0 1 1.95

40 日本海沿岸東北自動車道 仁賀保
にかほ

～本荘
ほんじょう

　※1 -0.04 0.27 0.33 3.70 0.03 0.0 0.0 0.0 46.5 0.013 1 15.4 198.2 0.0 1 2.15

41 日本海沿岸東北自動車道 二ツ井白神
ふたついしらかみ

～あきた北空港
きたくうこう

-0.06 0.16 0.10 5.91 0.15 118.3 157.3 72.3 49.0 0.005 0 5.5 293.3 2.5 0 1.75

42 日本海沿岸東北自動車道 あきた北空港
きたくうこう

～北秋田市栄
きたあきたしさかえ

　※1 -0.06 0.18 0.11 1.80 0.20 118.3 204.6 72.3 46.5 0.013 0 19.3 34.3 0.0 0 2.15

43 日本海沿岸東北自動車道 北秋田市栄
きたあきたしさかえ

～大館市櫃崎
おおだてしひつざき

　※1 -0.06 0.12 0.00 2.67 0.20 0.0 204.6 0.0 49.2 0.013 0 19.5 34.3 0.0 0 2.15

44 日本海沿岸東北自動車道 大館市櫃崎
おおだてしひつざき

～大館北
おおだてきた

　※1 -0.06 0.24 0.08 1.64 0.20 0.0 191.1 0.0 46.5 0.001 0 3.4 98.2 0.0 0 2.15

45 東北中央自動車道 相馬
そうま

ＪＣＴ～相馬西
そうまにし

0.02 0.14 0.08 2.29 0.23 0.0 0.6 0.0 46.5 0.002 0 4.6 121.8 90.3 1 2.05

46 東北中央自動車道 相馬西
そうまにし

～阿武隈
あぶくま

　※1 0.02 0.14 0.00 4.91 0.24 0.0 0.6 0.0 46.5 0.001 0 3.9 109.2 92.7 1 1.85

47 東北中央自動車道 阿武隈
あぶくま

～霊山町
りょうぜんまち

  石田
いしだ

0.02 0.13 0.23 2.57 0.00 0.5 0.6 5.4 47.4 0.002 0 3.9 122.0 92.7 1 2.35

48 東北中央自動車道 霊山
りょうぜんまち

町  石田
いしだ

～霊山町
りょうぜんまち

  小国
おぐに

　※1 0.02 0.13 0.18 4.82 0.12 0.5 0.0 5.4 47.5 0.002 0 3.8 111.8 68.6 1 2.30

49 東北中央自動車道 霊山町
りょうぜんまち

  小国
おぐに

～福島北
ふくしまきた

ＪＣＴ 0.01 0.08 0.11 2.67 0.00 15.9 195.7 103.5 48.6 0.001 2 6.0 -0.8 160.8 1 1.75

50 東北中央自動車道 尾花沢
おばなざわ

～新庄
しんじょう

　※1 -0.17 0.16 0.15 7.94 0.22 91.2 134.3 49.9 53.3 -0.001 0 6.8 34.9 0.0 0 1.65

指標１：高速バス等長距離自動車交通の利便性向上を評価
指標２：新幹線・空港等幹線交通網への利便性向上を評価
指標３：高度な医療施設までの搬送時間の短縮を評価
指標４：拠点都市間を連絡し、相互連携の可能化を評価
指標５：日常活動圏の中心都市へのアクセス向上を評価
指標６：複数の主要観光地を連絡し、広域的な観光産業の発展への貢献を評価
指標７：物流拠点へのアクセス向上、産業立地の振興を評価
指標８：高速道路へのアクセス向上、農林水産品の流通利便性の向上を評価

※1：高速自動車国道に並行する一般国道自動車専用道路

住民生活 地域社会 地域経済 安全環境

指標7

②外部効果の個別指標の評価点

No. 路線名 評価区間
指標1 指標2 指標4指標3 指標5 指標6 指標8 指標9 指標10 指標11 指標12 指標13 指標14 指標15 指標16

指標　９：高速道路の整備と併せた地域振興計画の推進を評価
指標１０：自動車からのＮＯｘ、ＳＰＭ排出量の削減率を評価
指標１１：並行道路における騒音レベルの低減を評価
指標１２：自動車からのＣＯ２排出量の削減量を評価
指標１３：並行する緊急輸送道路が通行止めになった場合の迂回路長を評価
指標１４：並行する緊急輸送道路における冬期交通障害や異常気象時の通行規制の有無を評価
指標１５：並行する高速道路の代替路線を形成の有無を評価
指標１６：地方の創意工夫による自主的な取組み状況を評価

64



その他住民生活 地域社会 地域経済 安全環境

指標7

②外部効果の個別指標の評価点

No. 路線名 評価区間
指標1 指標2 指標4指標3 指標5 指標6 指標8 指標9 指標10 指標11 指標12 指標13 指標14 指標15 指標16

51 東北中央自動車道 新庄
しんじょう

～新庄
しんじょうきた

北　※1 -0.04 0.14 0.20 2.17 0.20 73.7 119.1 67.5 47.9 -0.004 2 0.3 115.4 0.0 0 2.20

52 東北中央自動車道 新庄
しんじょうきた

北～金山町飛ノ森
かなやままちとびのもり

-0.02 0.19 0.19 5.88 0.12 73.7 9.9 67.5 46.6 -0.002 2 7.0 232.1 0.4 0 1.60

53 東北中央自動車道 真室川町及位
まむろがわまちのぞき

～湯沢市
ゆざわしかみいんない

上院内 -0.02 0.15 0.04 2.45 0.07 0.0 0.0 0.0 46.5 -0.002 0 6.2 213.8 0.2 0 1.90

54 東北中央自動車道 湯沢市
ゆざわしかみいんない

上院内～湯沢市
ゆざわししもいんない

下院内　※1 -0.02 0.12 0.00 1.01 0.06 0.0 0.0 0.0 46.5 0.001 0 2.5 219.0 0.0 0 2.40

55 東北中央自動車道 湯沢市
ゆざわししもいんない

下院内～雄
おがち

勝こまち -0.02 0.04 0.01 1.26 0.00 0.0 0.0 0.0 46.5 0.001 0 2.1 219.9 0.0 0 2.40

56 常磐自動車道 利府
りふ

ＪＣＴ～富
とみや

谷ＪＣＴ　※1 -0.30 0.06 0.00 2.22 0.10 0.0 1532.9 0.0 46.5 0.003 2 17.4 18.8 0.4 1 1.20

57 津軽自動車道 浪岡
なみおか

ＪCT～浪岡
なみおか

-0.05 0.07 0.23 0.00 0.08 0.0 4.4 0.0 46.5 0.006 1 4.1 5.9 0.4 0 1.40

58 津軽自動車道 五所川原北
ごしょがわらきた

～つがる市柏
しかしわ

-0.15 0.14 0.32 0.00 0.01 211.1 12.0 75.3 46.5 0.001 0 0.3 20.8 0.0 0 1.40

59 津軽自動車道 つがる市柏
しかしわ

～つがる市木造
しきづくり

-0.15 0.16 0.31 0.00 0.00 327.8 2.5 264.4 48.7 0.002 0 0.8 17.5 0.0 0 1.60

60 津軽自動車道 つがる市木造
しきづくり

～鰺ヶ沢
あじがさわ

-0.15 0.19 0.30 0.00 0.00 173.5 2.5 60.8 46.9 0.003 0 0.4 6.1 0.0 0 1.60

61 八戸久慈自動車道 八戸ＪＣＴ～
はちのへ

八戸南
はちのへみなみ

-0.01 0.17 0.15 2.38 0.15 168.5 0.0 100.0 46.5 0.002 1 5.0 1.5 0.0 0 1.75

62 八戸久慈自動車道 八戸南～
はちのへみなみ

　階上
はしかみ

-0.01 0.18 0.24 0.24 0.26 45.4 45.0 45.7 47.7 0.003 0 6.8 33.6 0.0 0 1.95

63 八戸久慈自動車道 階上～
はしかみ

久慈北
くじきた

-0.01 0.15 0.35 0.89 0.27 127.1 40.2 157.2 46.5 0.002 0 8.4 33.2 0.0 0 1.90

64 三陸縦貫自動車道 桃生豊里
ものうとよさと

～登米
とよま

0.04 0.10 0.00 2.35 0.12 113.4 342.7 203.9 46.5 0.003 0 5.6 45.5 0.0 0 2.30

65 三陸縦貫自動車道 登米～
とよま

志津川
しづがわ

0.04 0.14 0.05 3.09 0.18 190.3 48.1 274.3 46.5 0.006 0 15.2 51.5 0.1 0 2.30

66 三陸縦貫自動車道 志津川～
しづがわ

大谷
おおや

0.04 0.16 0.33 4.36 0.21 114.0 30.1 105.6 46.5 0.007 0 16.9 81.6 0.0 0 1.85

67 三陸縦貫自動車道 大谷～
おおや

気仙沼
けせんぬま

0.04 0.01 0.35 1.36 0.17 0.0 21.0 0.0 53.3 0.003 1 6.0 64.8 0.0 0 1.65

68 三陸縦貫自動車道 気仙沼～
けせんぬま

唐桑町只越
からくわちょうただごし

0.04 0.07 0.32 1.61 0.20 173.1 21.0 230.5 46.5 0.005 0 14.3 106.0 0.0 0 1.65

69 三陸縦貫自動車道 唐桑町只越
からくわちょうただこし

～唐桑町舘
からくわちょうたて

0.04 0.09 0.31 0.58 0.21 0.0 0.0 0.0 46.5 0.002 0 1.9 66.4 0.0 0 1.65

70 三陸縦貫自動車道 唐桑町舘
からくわちょうたて

～高田
たかた

0.04 0.07 0.31 2.09 0.22 0.2 0.0 17.1 50.9 0.001 0 1.9 74.1 0.4 0 2.08

71 三陸縦貫自動車道 高田～
たかた

大船渡碁石海岸
おおふなとごいしかいがん

0.04 0.04 0.23 1.45 0.26 79.2 2.3 44.5 46.6 0.003 0 1.4 112.7 1.7 0 2.70

72 三陸縦貫自動車道 三陸～
さんりく

吉浜
よしはま

0.04 0.11 0.37 0.62 0.29 0.0 0.0 0.0 46.5 0.002 0 2.8 117.2 0.7 0 1.70

73 三陸縦貫自動車道 吉浜
よしはま

～釜石
かまいし

0.04 0.19 0.37 2.50 0.29 0.0 0.0 0.0 46.5 0.003 0 3.5 95.2 0.0 0 2.90

74 三陸縦貫自動車道 釜石～
かまいし

山田南
やまだみなみ

-0.01 0.26 0.41 2.81 0.21 75.1 67.7 81.6 51.5 0.004 2 2.6 198.5 0.4 0 3.00

75 三陸縦貫自動車道 山田～
やまだ

金浜
かねはま

-0.01 0.17 0.37 1.92 0.18 47.5 33.1 56.0 51.2 0.007 1 3.9 211.4 0.1 0 1.55

76 三陸縦貫自動車道 金浜～
かねはま

松山
まつやま

-0.01 0.14 0.34 0.00 0.00 4.3 0.0 8.3 52.6 0.001 0 2.8 235.9 0.0 0 2.15

77 三陸縦貫自動車道 松山～
まつやま

宮古北
みやこきた

-0.01 0.16 0.34 0.00 0.00 167.9 0.0 115.5 50.8 0.001 0 1.9 217.6 0.0 0 2.15

78 東関東自動車道　館山線 富浦
とみうら

～館山
たてやま

-0.18 0.07 0.10 0.00 0.11 147.4 46.3 69.9 50.1 0.000 0 0.1 0.7 0.6 0 0.95

79 東関東自動車道　水戸線 潮来
いたこ

～鉾田
ほこた

-0.14 0.07 0.10 7.94 0.15 4.1 0.0 164.8 50.4 0.004 2 16.7 8.7 0.2 0 1.75

80 東京外かく環状道路 大泉
おおいずみ

ＪＣＴ～東名
とうめい

ＪＣＴ -0.21 0.25 0.18 225.30 0.14 431.8 22642.3 11.1 46.5 0.015 2 63.9 4.5 1.1 1 0.95

81 東京外かく環状道路 東名
とうめい

ＪＣＴ～平和島
へいわじま

ＪＣＴ -0.21 0.22 0.00 150.62 0.09 0.0 22771.6 0.0 46.5 0.001 2 21.7 2.7 0.6 1 1.15

82 第二東海自動車道 玉川
たまがわ

～横浜
よこはまいずみ

泉ＪＣＴ -0.40 0.27 0.00 21.98 0.00 2.4 4470.8 3.9 46.5 0.002 2 23.4 9.5 0.0 1 1.05

83 第二東海自動車道 横浜
よこはまいずみ

泉ＪＣＴ～海老名南
えびなみなみ

ＪＣＴ -0.22 0.26 0.00 5.20 0.19 2.4 4156.3 3.9 46.5 0.005 2 56.5 1.7 0.0 1 1.15

84 首都圏中央連絡自動車道 釜利谷ＪＣＴ～
かまりや

戸塚
とつか

-0.34 0.14 0.24 0.00 0.12 0.0 3084.7 0.0 46.5 0.004 2 24.2 9.9 0.0 0 1.35

85 首都圏中央連絡自動車道 栄
さかえ

ＪＣＴ～藤沢
ふじさわ

-0.34 0.16 0.10 0.00 0.22 369.7 562.2 16.9 46.5 0.003 2 22.5 3.2 0.0 0 1.55

86 首都圏中央連絡自動車道 西久保ＪＣＴ～
にしくぼ

海老名南ＪＣＴ
えびなみなみ

-0.34 0.29 0.18 0.00 0.19 133.8 1389.5 8.6 46.5 0.003 0 19.0 3.4 0.3 0 0.95

87 首都圏中央連絡自動車道 海老名北～
えびなきた

相模原
さがみはら

-0.58 0.30 0.00 2.93 0.00 218.7 1249.9 18.3 46.5 0.006 2 20.4 4.3 0.0 1 0.95

88 首都圏中央連絡自動車道 相模原～
さがみはら

八王子ＪＣＴ
はちおうじ

-0.63 0.30 0.11 1.25 0.00 284.0 879.7 37.8 46.5 0.002 2 28.8 -0.4 1.8 1 1.25

89 首都圏中央連絡自動車道 川島～
かわじま

五霞
ごか

-0.20 0.21 0.17 99.75 0.13 564.7 805.0 137.2 118.9 0.001 0 24.3 -4.2 9.7 1 1.45

90 首都圏中央連絡自動車道 五霞～つくばＪＣＴ
ごか

-0.20 0.08 0.17 23.07 0.13 92.6 289.8 360.6 74.7 0.003 2 35.7 -2.4 0.0 0 0.95

91 首都圏中央連絡自動車道 つくばＪＣＴ～大栄ＪＣＴ
たいえい

0.16 0.09 0.06 7.94 0.07 108.0 1159.2 210.0 57.9 0.003 2 41.9 10.6 0.0 0 1.15

92 首都圏中央連絡自動車道 大栄ＪＣＴ～
たいえい

松尾横芝
まつおよこしば

-0.20 0.07 0.06 0.00 0.11 85.1 1952.6 116.6 46.5 0.002 2 3.2 -18.0 1.9 0 1.75

93 首都圏中央連絡自動車道 東金
とうがね

ＪＣＴ～茂原長南
もばらちょうなん

-0.07 0.14 0.14 0.00 0.04 226.8 190.3 71.1 46.5 0.000 2 5.7 4.2 0.0 0 1.35

94 首都圏中央連絡自動車道 茂原長南
もばらちょうなん

～木更津JCT
きさらづ

-0.07 0.09 0.20 0.00 0.15 291.1 42.3 85.6 46.5 0.003 0 16.6 7.5 0.0 0 1.75

95 中部横断自動車道 長坂
ながさか

ＪＣＴ～八千穂
やちほ

0.19 0.11 0.22 28.05 0.09 14.0 34.5 46.6 46.5 0.004 0 13.8 24.6 9.8 1 1.20

96 能越自動車道 輪島～
わじま

三井
みい

0.04 0.21 0.21 0.65 0.11 216.7 28.4 63.6 46.5 0.003 0 5.8 7.7 0.9 0 1.25

97 能越自動車道 三井～
みい

能登空港
のとくうこう

0.04 0.20 0.21 0.73 0.10 28.2 28.4 29.0 46.5 0.004 0 3.2 9.2 0.9 0 1.60

98 能越自動車道 田鶴浜～
たつるはま

七尾
ななお

0.04 0.10 0.13 0.81 0.09 3.9 97.0 2.9 49.6 0.007 1 10.6 3.3 0.9 0 1.55

99 能越自動車道 七尾
ななお

～氷見
ひみ

0.06 0.12 0.22 9.98 0.20 336.8 0.0 73.9 47.8 0.004 0 7.8 4.4 17.8 0 1.58

100 中部縦貫自動車道 松本ＪＣＴ～
まつもと

波田
はた

0.10 0.17 0.17 1.72 0.16 2.1 154.4 50.3 46.5 0.006 0 15.4 3.0 0.0 0 0.95

※1：高速自動車国道に並行する一般国道自動車専用道路 指標１：高速バス等長距離自動車交通の利便性向上を評価
指標２：新幹線・空港等幹線交通網への利便性向上を評価
指標３：高度な医療施設までの搬送時間の短縮を評価
指標４：拠点都市間を連絡し、相互連携の可能化を評価
指標５：日常活動圏の中心都市へのアクセス向上を評価
指標６：複数の主要観光地を連絡し、広域的な観光産業の発展への貢献を評価
指標７：物流拠点へのアクセス向上、産業立地の振興を評価
指標８：高速道路へのアクセス向上、農林水産品の流通利便性の向上を評価

指標　９：高速道路の整備と併せた地域振興計画の推進を評価
指標１０：自動車からのＮＯｘ、ＳＰＭ排出量の削減率を評価
指標１１：並行道路における騒音レベルの低減を評価
指標１２：自動車からのＣＯ２排出量の削減量を評価
指標１３：並行する緊急輸送道路が通行止めになった場合の迂回路長を評価
指標１４：並行する緊急輸送道路における冬期交通障害や異常気象時の通行規制の有無を評価
指標１５：並行する高速道路の代替路線を形成の有無を評価
指標１６：地方の創意工夫による自主的な取組み状況を評価
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指標7

②外部効果の個別指標の評価点

No. 路線名 評価区間
指標1 指標2 指標4指標3 指標5 指標6 指標8 指標9 指標10 指標11 指標12 指標13 指標14 指標15 指標16

101 中部縦貫自動車道 波田～
はた

中ノ湯
なかのゆ

0.10 0.19 0.00 11.06 0.00 2.1 125.9 50.3 46.5 0.008 0 9.1 68.7 128.0 0 0.95

102 中部縦貫自動車道 平湯～
ひらゆ

丹生川
にゅうかわ

0.10 0.19 0.30 6.74 0.32 0.0 125.9 0.0 47.3 0.000 0 18.4 52.6 0.0 0 1.45

103 中部縦貫自動車道 丹生川～
にゅうかわ

飛騨清見
ひだきよみ

-0.12 0.19 0.15 6.97 0.15 640.8 0.0 190.8 48.2 -0.001 0 8.5 172.7 4.7 0 1.45

104 中部縦貫自動車道 大野～
おおの

油坂出入口
あぶらさかでいりぐち

0.05 0.11 0.19 8.83 0.18 112.0 0.0 49.7 57.6 0.000 0 0.9 211.8 106.4 0 3.25

105 中部縦貫自動車道 福井北ＪＣＴ～
ふくいきた

大野
おおの

0.05 0.10 0.14 5.11 0.13 235.9 145.5 73.4 50.4 0.000 0 10.4 18.7 600.5 0 3.30

106 伊豆縦貫自動車道 岡宮～
おかのみや

函南
かんなみ

0.02 0.12 0.05 2.81 0.04 318.6 1350.5 62.0 46.5 0.004 2 24.7 16.2 0.7 0 2.50

107 伊豆縦貫自動車道 函南～
かんなみ

修善寺ＪＣＴ
しゅぜんじ

0.02 0.27 0.00 0.00 0.00 149.5 38.4 22.5 46.5 0.002 0 20.4 2.3 26.6 0 1.50

108 伊豆縦貫自動車道 修善寺～
しゅぜんじ

天城湯ヶ島
あまぎゆがしま

0.05 0.27 0.30 0.00 0.21 0.0 38.4 0.0 46.5 0.002 0 21.2 -1.5 0.0 0 1.50

109 伊豆縦貫自動車道 天城湯ヶ島
あまぎゆがしま

～下田北
しもだきた

0.05 0.33 0.37 0.00 0.28 423.9 13.5 40.9 46.5 0.003 0 25.5 11.3 283.2 0 1.90

110 伊豆縦貫自動車道 下田北～
しもだきた

下田
しもだ

0.05 0.40 0.47 0.00 0.36 539.2 5.6 41.4 46.5 0.001 0 7.9 46.1 1.2 0 1.90

111 三遠南信自動車道 飯田山本
いいだやまもと

～喬木
たかぎ

0.01 0.06 0.08 7.68 0.08 142.1 22.1 39.9 46.5 -0.002 1 2.2 147.2 122.1 0 1.75

112 三遠南信自動車道 程野～
ほどの

南信濃
みなみしなの

0.01 0.06 0.18 7.67 0.31 4.8 0.0 4.4 46.6 0.000 0 5.1 161.0 313.0 0 1.90

113 三遠南信自動車道 南信濃～
みなみしなの

水窪北
みさくぼきた

0.01 0.20 0.36 8.10 0.32 4.8 0.1 4.4 46.5 -0.001 0 6.0 90.6 251.3 0 1.95

114 三遠南信自動車道 水窪北～
みさくぼきた

佐久間
さくま

0.01 0.22 0.37 11.98 0.32 0.0 0.1 0.0 46.5 0.001 0 9.2 54.9 167.4 0 1.60

115 三遠南信自動車道 佐久間～
さくま

引佐
いなさ

ＪＣＴ 0.01 0.15 0.23 16.72 0.18 51.6 4.3 9.1 46.5 0.001 0 5.8 38.5 209.9 0 1.35

116 東海環状自動車道 土岐
ときみなみたじみ

南多治見～西関
にしせき

-0.32 0.05 0.09 6.82 0.13 320.3 211.1 55.0 57.6 0.001 2 6.6 20.3 0.0 1 1.50

117 東海環状自動車道 西関～
にしせき

養老
ようろう

-0.09 0.16 0.24 20.16 0.12 438.9 470.9 175.5 51.2 -0.002 1 11.1 10.2 0.0 1 1.60

118 東海環状自動車道 養老～
ようろう

北勢
ほくせい

0.02 0.20 0.28 24.94 0.29 65.1 549.3 14.0 50.6 -0.001 2 7.1 15.1 0.0 1 1.60

119 東海環状自動車道 北勢～
ほくせい

四日市北ＪＣＴ
よっかいちきた

0.02 0.16 0.17 19.95 0.11 23.0 1996.7 38.7 51.2 -0.004 2 1.4 2.8 0.0 1 2.30

120 近畿自動車道　伊勢線 名古屋西
なごやにし

ＪＣＴ～飛島
とびしま

-0.21 0.03 0.08 4.33 0.14 0.0 5057.9 7.2 46.5 0.002 1 12.1 9.8 0.0 1 1.78

121 近畿自動車道　紀勢線 すさみ～太地
たいじ

-0.01 0.14 0.21 4.42 0.14 113.2 56.3 53.3 48.8 0.004 0 10.9 282.5 18.1 0 1.50

122 近畿自動車道　紀勢線 太地
たいじ

～新宮
しんぐう

　※1 -0.01 0.17 0.17 0.97 0.30 185.2 41.0 36.1 52.3 0.004 1 5.7 337.9 0.1 0 2.00

123 近畿自動車道　紀勢線 新宮
しんぐう

～大泊
おおどまり

0.01 0.13 0.19 5.94 0.14 292.4 5.0 126.8 47.6 0.005 0 10.9 318.6 2.8 0 1.05

124 近畿自動車道　紀勢線 大泊
おおどまり

～尾鷲
おわせみなみ

南　※1 0.01 0.12 0.19 4.02 0.28 7.9 0.0 3.0 47.0 0.001 0 11.4 246.5 13.4 0 1.95

125 近畿自動車道　紀勢線 尾鷲
おわせみなみ

南～尾鷲
おわせきた

北 0.01 0.08 0.17 0.93 0.00 0.0 0.0 0.0 46.5 -0.001 0 8.7 277.1 18.1 0 2.50

126 京都縦貫自動車道 久御山～
くみやま

沓掛（
くつかけ

大枝
おおえ

） -0.10 0.07 0.05 14.10 0.07 94.4 1714.4 7.6 46.5 0.005 1 23.8 53.2 0.0 1 1.60

127 京都縦貫自動車道 丹波～
たんば

綾部ＪＣＴ
あやべ

-0.18 0.08 0.08 58.61 0.14 45.3 77.9 11.4 46.5 -0.003 2 20.6 45.0 1.3 0 1.90

128 京奈和自動車道 巨椋ＪＣＴ～
おぐら

城陽
じょうよう

ＪＣＴ 0.03 0.04 0.10 114.34 0.01 0.0 0.0 0.0 46.5 0.001 1 9.6 -0.8 0.0 1 0.95

129 京奈和自動車道 奈良北～
ならきた

大和郡山
やまとこおりやま

ＪＣＴ 0.03 0.09 0.09 11.97 0.22 28.9 829.5 16.5 46.5 -0.003 2 11.2 9.3 0.7 0 1.50

130 京奈和自動車道 大和郡山
やまとこおりやま

ＪＣＴ～五條北
ごじょうきた

0.03 0.08 0.21 27.93 0.36 282.7 135.8 55.4 46.5 0.012 2 7.3 15.8 0.3 0 1.90

131 京奈和自動車道 高野口～
こうやぐち

打田
うちた

-0.07 0.19 0.25 4.87 0.24 261.9 194.9 197.3 52.9 0.000 2 1.5 19.1 0.0 0 3.45

132 京奈和自動車道 打田～
うちた

和歌山ＪＣＴ
わかやま

-0.07 0.15 0.18 4.20 0.14 216.5 420.4 140.1 52.6 0.002 0 4.8 13.2 0.0 0 3.25

133 北近畿豊岡自動車道 和田山～
わだやま

八鹿
ようか

0.00 0.12 0.33 9.39 0.25 77.5 45.0 32.7 50.8 0.004 1 25.4 4.8 0.3 0 1.60

134 北近畿豊岡自動車道 八鹿～
ようか

日高
ひだか

0.00 0.12 0.34 8.20 0.26 77.5 21.4 32.7 46.5 0.002 0 14.6 23.9 0.0 0 1.60

135 北近畿豊岡自動車道 日高～
ひだか

豊岡南
とよおかみなみ

0.00 0.12 0.34 7.92 0.26 0.0 21.4 0.0 46.5 0.001 0 8.0 6.5 1.9 0 1.40

136 北近畿豊岡自動車道 豊岡南
とよおかみなみ

～豊岡竹野
とよおかたけの

0.00 0.12 0.12 4.41 0.26 368.8 21.4 89.2 58.2 0.000 0 3.5 -0.5 0.0 0 1.40

137 中国横断自動車道　岡山米子線 米子北
よなごきた

～境港
さかいみなと

-0.02 0.06 0.08 0.00 0.07 217.5 67.4 89.5 60.4 0.005 0 0.0 7.3 0.8 0 1.35

138 山陰自動車道 鳥取
とっとり

～吉岡
よしおかおんせん

温泉　※1 -0.04 0.05 0.12 1.91 0.08 0.0 0.0 0.0 46.5 0.010 2 17.3 0.5 0.0 0 2.35

139 山陰自動車道 吉岡
よしおかおんせん

温泉～瑞穂
みずほ

　※1 -0.04 0.09 0.13 1.63 0.08 0.0 26.3 0.0 46.5 0.005 0 11.6 23.1 1.2 0 2.35

140 山陰自動車道 瑞穂
みずほ

～青谷
あおや

-0.04 0.09 0.13 2.56 0.09 0.0 26.3 0.0 46.5 0.013 0 13.4 170.6 0.0 0 1.75

141 山陰自動車道 はわい～東伯
とうはく

　※1 -0.04 0.09 0.13 2.60 0.00 148.8 3.8 90.3 61.5 0.003 0 8.9 3.1 0.0 0 1.85

142 山陰自動車道 東伯
とうはく

～赤碕
あかさきなかやま

中山　※1 -0.04 0.18 0.26 2.63 0.12 89.6 24.3 149.6 46.5 0.000 0 16.1 64.1 0.0 0 2.10

143 山陰自動車道 赤碕
あかさきなかやま

中山～下市
しもいち

　※1 -0.04 0.16 0.26 1.02 0.18 0.0 24.3 0.0 46.5 0.005 0 17.2 18.6 0.0 0 2.45

144 山陰自動車道 下市
しもいち

～淀江
よどえ

　※1 -0.04 0.12 0.23 2.66 0.18 65.8 55.8 90.2 46.5 0.003 0 26.4 28.3 0.0 0 2.45

145 山陰自動車道 出雲
いずも

～多伎
たき

0.03 0.14 0.11 0.72 0.04 0.0 30.7 0.0 48.6 -0.003 2 6.5 83.1 0.0 0 1.80

146 山陰自動車道 多伎
たき

～朝山
あさやま

　※1 0.03 0.15 0.11 0.72 0.00 0.0 30.7 0.0 47.1 0.008 1 18.3 64.4 3.5 0 2.20

147 山陰自動車道 朝山
あさやま

～大田
おおだ

　※1 -0.03 0.15 0.11 0.51 0.06 101.4 30.7 79.8 69.1 0.010 2 18.6 67.5 0.0 0 2.20

148 山陰自動車道 大田
おおだ

～仁摩
にま

0.00 0.14 0.00 0.80 0.08 101.8 0.0 80.2 53.5 0.000 2 10.1 199.8 0.0 0 2.20

149 山陰自動車道 仁摩
にま

～福光
ふくみつ

　※1 0.00 0.20 0.20 0.74 0.08 0.4 0.0 0.4 47.5 -0.004 0 9.5 196.2 0.0 0 2.20

150 山陰自動車道 福光
ふくみつ

～江津
ごうつ

0.00 0.03 0.16 0.82 0.00 0.0 0.0 0.0 46.5 -0.002 2 14.6 111.8 0.0 0 2.20

※1：高速自動車国道に並行する一般国道自動車専用道路 指標１：高速バス等長距離自動車交通の利便性向上を評価
指標２：新幹線・空港等幹線交通網への利便性向上を評価
指標３：高度な医療施設までの搬送時間の短縮を評価
指標４：拠点都市間を連絡し、相互連携の可能化を評価
指標５：日常活動圏の中心都市へのアクセス向上を評価
指標６：複数の主要観光地を連絡し、広域的な観光産業の発展への貢献を評価
指標７：物流拠点へのアクセス向上、産業立地の振興を評価
指標８：高速道路へのアクセス向上、農林水産品の流通利便性の向上を評価

指標　９：高速道路の整備と併せた地域振興計画の推進を評価
指標１０：自動車からのＮＯｘ、ＳＰＭ排出量の削減率を評価
指標１１：並行道路における騒音レベルの低減を評価
指標１２：自動車からのＣＯ２排出量の削減量を評価
指標１３：並行する緊急輸送道路が通行止めになった場合の迂回路長を評価
指標１４：並行する緊急輸送道路における冬期交通障害や異常気象時の通行規制の有無を評価
指標１５：並行する高速道路の代替路線を形成の有無を評価
指標１６：地方の創意工夫による自主的な取組み状況を評価
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指標7

②外部効果の個別指標の評価点

No. 路線名 評価区間
指標1 指標2 指標4指標3 指標5 指標6 指標8 指標9 指標10 指標11 指標12 指標13 指標14 指標15 指標16

151 山陰自動車道 原井
はらい

～三隅
みすみ

　※1 -0.11 0.21 0.35 1.68 0.24 0.0 91.0 0.0 46.5 0.008 2 12.5 110.9 0.0 1 2.25

152 山陰自動車道 三隅
みすみ

～遠田
とおだ

-0.11 0.26 0.38 1.80 0.00 0.0 0.0 0.0 46.5 0.006 2 14.1 103.7 0.0 1 2.25

153 山陰自動車道 遠田
とおだ

～須子
すこ

　※1 -0.11 0.23 0.38 0.67 0.08 117.7 46.1 62.0 54.1 0.008 2 16.7 241.6 0.0 1 2.25

154 山陰自動車道 須子
すこ

～萩
はぎ

0.11 0.20 0.31 5.87 0.18 38.4 36.0 17.5 55.8 -0.001 1 15.6 42.5 8.9 1 2.23

155 山陰自動車道 萩
はぎ

～三隅
みすみ

　※1 0.05 0.14 0.08 1.92 0.20 317.9 0.0 104.9 47.0 0.006 1 16.4 47.1 4.1 1 2.50

156 山陰自動車道 三隅
みすみ

～小月
おづき

ＪＣＴ 0.05 0.06 0.16 6.08 0.15 137.9 118.0 118.3 49.9 0.011 1 16.5 19.8 39.0 1 2.35

157 東広島・呉自動車道 東広島ＪＣＴ～
ひがしひろしま

阿賀
あが

0.06 0.35 0.21 0.00 0.06 335.2 0.0 81.9 67.0 0.005 2 22.4 32.0 9.6 0 2.60

158 四国横断自動車道 須崎東
すさきひがし

～須崎新荘
すさきしんじょう

　※1 0.01 0.14 0.07 0.65 0.06 47.9 51.6 96.3 46.5 0.006 0 3.3 0.4 0.0 0 1.95

159 四国横断自動車道 窪川
くぼかわ

～金
きんじょうの

上野 0.00 0.18 0.14 0.65 0.08 0.0 17.5 0.0 46.5 0.003 0 1.1 245.7 0.1 0 1.75

160 四国横断自動車道 金
きんじょうの

上野～拳
こぶしのかわ

ノ川　※1 0.00 0.18 0.15 0.80 0.13 0.0 17.5 0.0 46.5 0.003 0 5.8 237.3 0.0 0 1.75

161 四国横断自動車道 拳ノ川
こぶしのかわ

～中村
なかむら

0.00 0.18 0.16 3.53 0.30 161.1 17.5 146.5 70.2 0.006 1 11.3 191.1 1.9 0 2.15

162 四国横断自動車道 中村
なかむら

～宿毛
すくも

　※1 0.08 0.20 0.34 1.61 0.13 146.8 8.4 229.6 52.4 0.006 0 1.7 209.1 18.1 0 2.15

163 四国横断自動車道 宿毛
すくも

～内海
うちうみ

0.08 0.27 0.43 2.79 0.44 131.2 51.4 437.9 82.5 0.004 0 0.7 187.3 1.8 0 2.10

164 四国横断自動車道 内海
うちうみ

～岩松
いわまつ

0.08 0.27 0.44 1.09 0.51 0.0 51.4 0.0 46.5 0.003 0 0.8 224.5 0.2 0 2.30

165 四国横断自動車道 岩松
いわまつ

～宇和島北
うわじまきた

　※1 0.08 0.16 0.21 2.00 0.50 153.3 73.0 386.4 56.5 0.015 1 22.1 228.4 1.0 0 2.20

166 今治小松自動車道 今治～
いまばり

今治湯ノ浦
いまばりゆのうら

-0.55 0.06 0.11 2.36 0.12 0.0 532.2 0.0 46.5 0.003 1 4.1 81.5 0.0 1 1.80

167 高知東部自動車道 高知～
こうち

高知空港
こうちくうこう

0.08 0.12 0.31 1.93 0.04 24.8 117.0 38.0 52.8 0.013 2 7.0 10.0 0.8 0 2.55

168 高知東部自動車道 高知空港～
こうちくうこう

芸西西
げいせいにし

0.08 0.14 0.33 3.41 0.24 120.7 42.7 124.7 56.2 0.013 0 13.4 315.7 0.1 0 2.40

169 高知東部自動車道 芸西西～
げいせいにし

安芸西
あきにし

0.08 0.15 0.31 2.32 0.24 12.0 40.0 18.0 46.5 0.011 0 9.1 318.8 0.0 0 2.15

170 九州横断自動車道　延岡線 矢部
やべ

（山
やまと

都）～蔵田
くらた

0.14 0.20 0.21 34.08 0.27 134.3 24.0 81.7 47.8 -0.001 1 9.7 134.2 26.5 0 2.00

171 九州横断自動車道　延岡線 蔵田
くらた

～延岡
のべおか

ＪCT　※1 0.14 0.18 0.21 6.89 0.22 41.9 14.1 48.3 48.3 0.009 0 12.6 177.0 27.1 0 2.70

172 東九州自動車道 北川
きたがわ

～延岡
のべおかみなみ

南　※1 -0.05 0.15 0.00 1.82 0.00 0.0 14.1 0.0 46.5 0.007 1 0.6 186.4 0.7 0 2.30

173 東九州自動車道 日南
にちなん

～志布志
しぶし

0.26 0.13 0.21 9.31 0.25 65.9 0.0 236.8 50.2 0.004 0 3.6 38.5 1.0 0 2.28

174 西九州自動車道 福重ＪＣＴ～
ふくしげ

（福井）
ふくい

0.15 0.18 0.17 64.85 0.11 258.3 58.0 134.0 71.6 0.006 1 26.3 56.3 0.0 0 1.25

175 西九州自動車道 鹿家～
しかか

唐津
からつ

0.06 0.12 0.13 19.96 0.00 0.0 0.0 0.0 46.8 0.004 1 18.3 14.9 0.0 0 1.28

176 西九州自動車道 唐津～
からつ

伊万里東
いまりひがし

0.04 0.11 0.13 34.97 0.14 424.2 0.0 178.6 48.9 0.013 1 23.4 13.8 0.9 0 1.75

177 西九州自動車道 伊万里東～
いまりひがし

伊万里西
いまりにし

0.02 0.11 0.15 11.12 0.31 138.8 44.0 90.5 48.9 0.012 1 24.4 14.5 16.8 0 1.50

178 西九州自動車道 伊万里西～
いまりにし

松浦
まつうら

-0.01 0.11 0.16 0.00 0.31 40.4 184.5 118.1 50.8 0.004 1 4.7 27.5 11.3 0 1.70

179 西九州自動車道 松浦
まつうら

～佐々
さざ

-0.01 0.17 0.16 0.00 0.28 204.7 68.5 280.2 47.3 0.002 0 1.9 11.2 4.1 0 1.15

180 西九州自動車道 佐々～
さざ

佐世保
させぼ

-0.01 0.16 0.16 0.00 0.28 529.7 0.0 216.9 46.5 0.008 1 12.8 50.1 0.9 0 1.50

181 西九州自動車道 佐世保
させぼ

～佐世保大塔
させぼだいとう

-0.26 0.13 0.13 8.63 0.22 0.0 0.0 0.0 46.5 0.013 0 18.1 60.8 0.0 0 2.10

182 南九州西回り自動車道 日奈久
ひなぐ

～芦北
あしきた

-0.08 0.19 0.19 4.97 0.28 102.2 33.6 61.5 47.2 0.014 2 19.4 136.2 0.0 0 1.40

183 南九州西回り自動車道 芦北
あしきた

～出水
いずみ

-0.08 0.17 0.22 9.55 0.34 99.3 51.5 214.8 49.2 0.007 2 20.3 121.4 0.7 0 2.10

184 南九州西回り自動車道 出水
いずみ

～鶴川内
つるかわうち

-0.08 0.14 0.23 4.85 0.27 64.0 229.2 262.3 46.7 0.010 2 12.5 6.2 1.4 0 2.60

185 南九州西回り自動車道 鶴川内
つるかわうち

～川内
せんだい

-0.08 0.19 0.22 7.52 0.26 39.2 267.0 68.2 50.0 0.010 2 10.3 18.0 1.2 0 2.40

186 南九州西回り自動車道 川内
せんだい

～薩摩川内都
さつまぜんだいみやこ

-0.19 0.14 0.20 1.14 0.26 0.0 228.3 0.0 106.6 0.009 1 9.8 79.8 0.0 0 2.25

187 那覇空港自動車道 那覇空港
なはくうこう

～豊見城・名嘉地
とみぐすくなかち

0.14 0.10 0.10 0.00 0.00 223.3 887.5 17.9 46.5 0.001 0 0.1 -1.5 0.0 0 0.95

※1：高速自動車国道に並行する一般国道自動車専用道路 指標１：高速バス等長距離自動車交通の利便性向上を評価
指標２：新幹線・空港等幹線交通網への利便性向上を評価
指標３：高度な医療施設までの搬送時間の短縮を評価
指標４：拠点都市間を連絡し、相互連携の可能化を評価
指標５：日常活動圏の中心都市へのアクセス向上を評価
指標６：複数の主要観光地を連絡し、広域的な観光産業の発展への貢献を評価
指標７：物流拠点へのアクセス向上、産業立地の振興を評価
指標８：高速道路へのアクセス向上、農林水産品の流通利便性の向上を評価

指標　９：高速道路の整備と併せた地域振興計画の推進を評価
指標１０：自動車からのＮＯｘ、ＳＰＭ排出量の削減率を評価
指標１１：並行道路における騒音レベルの低減を評価
指標１２：自動車からのＣＯ２排出量の削減量を評価
指標１３：並行する緊急輸送道路が通行止めになった場合の迂回路長を評価
指標１４：並行する緊急輸送道路における冬期交通障害や異常気象時の通行規制の有無を評価
指標１５：並行する高速道路の代替路線を形成の有無を評価
指標１６：地方の創意工夫による自主的な取組み状況を評価

67



その他

1 北海道縦貫自動車道 七飯藤城
ななえふじしろ  

～七飯
 ななえ

53.7 31.9 36.7 46.9 39.7 42.4 48.2 42.8 45.9 51.5 54.0 41.9 42.0 47.1 45.5 42.2

2 北海道縦貫自動車道 名寄
なよろ

～美深
びふか

　※1 53.3 37.3 49.8 46.7 49.4 42.8 48.0 44.9 45.9 69.2 41.8 45.1 44.2 47.1 45.5 44.2

3 北海道縦貫自動車道 美深
びふか

～美深敷島
びふかしきしま

　※1 53.3 40.3 53.8 46.6 50.8 47.1 48.0 47.4 46.7 59.5 41.8 46.4 41.0 47.1 45.5 40.2

4 北海道縦貫自動車道 美深敷島
びふかしきしま

～音威子府
おといねっぷ

53.3 42.5 54.0 46.8 50.8 48.9 48.0 54.4 49.0 64.3 41.8 44.8 48.5 47.1 45.5 40.2

5 北海道縦貫自動車道 音威子府
おといねっぷ

～中川
なかがわ

　※1 53.3 45.2 57.9 46.7 57.7 45.5 48.0 53.5 46.5 69.2 41.8 44.4 47.0 56.1 45.5 40.2

6 北海道縦貫自動車道 中川
なかがわ

～幌延
ほろのべ

53.3 40.7 58.5 46.8 55.5 45.5 48.0 51.7 46.0 59.5 41.8 43.5 57.7 48.7 45.5 52.3

7 北海道縦貫自動車道 幌延
ほろのべ

～豊富
とよとみ

サロベツ　※1 53.3 38.1 58.7 46.7 51.9 42.9 48.0 45.2 45.9 64.3 41.8 42.0 41.3 48.4 45.5 41.2

8 北海道縦貫自動車道 豊富北
とよとみきた

～稚内
わっかない

53.3 38.1 58.9 46.7 45.7 46.5 48.1 58.5 56.3 59.5 41.8 40.1 49.2 48.1 45.5 57.3

9 北海道横断自動車道　根室線 黒松内
くろまつない

ＪＣＴ～黒松内
くろまつない

　※1 57.0 35.1 48.6 47.0 51.1 43.5 48.1 44.6 46.0 45.3 54.0 45.5 50.8 47.1 45.5 42.2

10 北海道横断自動車道　根室線 黒松内
くろまつない

～余市
よいち

57.0 42.8 49.5 52.7 54.4 93.0 48.2 64.8 53.1 54.4 54.0 55.0 55.0 47.4 45.5 50.3

11 北海道横断自動車道　根室線 釧路
くしろ

～別保
べっぽ

　※1 57.6 32.4 43.0 46.7 37.8 44.5 48.0 47.0 54.2 61.1 54.0 46.1 41.5 47.1 45.5 49.3

12 北海道横断自動車道　根室線 別
べっぽ

保～温根沼
おんねとう

57.6 36.1 54.2 47.6 45.5 55.4 48.2 124.0 65.3 61.1 41.8 45.8 45.2 48.5 45.5 54.3

13 北海道横断自動車道　根室線 温根沼
おんねとう

～根室
ねむろ

　※1 57.6 37.3 59.8 46.7 46.4 45.9 48.1 68.4 47.5 44.0 41.8 40.4 44.6 48.1 45.5 53.3

14 北海道横断自動車道　網走線 北見
きたみ

～北見市端野町川向
きたみしたんのちょうかわむかい

　※1 53.8 49.1 34.5 46.9 36.2 48.2 48.1 61.4 46.1 48.5 54.0 39.3 41.7 47.1 45.5 44.2

15 北海道横断自動車道　網走線 北見市端野町川向
きたみしたんのちょうかわむかい

～北見市端野町共和
きたみしたんのちょうきょうわ

53.8 48.4 40.6 46.8 47.0 42.4 48.8 42.8 47.7 57.3 54.0 39.2 42.4 47.7 45.5 44.2

16 北海道横断自動車道　網走線 北見市端野町共和
きたみしたんのちょうきょうわ

～高野
たかの

（交差点） 51.2 47.7 44.0 46.6 48.8 42.4 48.8 42.8 45.9 57.3 41.8 39.6 41.8 48.5 45.5 48.3

17 北海道横断自動車道　網走線 女満別空港
めまんべつくうこう

～網走
あばしり

47.6 49.0 51.7 46.6 54.4 55.4 48.5 70.2 61.5 57.3 41.8 41.2 43.8 48.5 45.5 45.2

18 旭川紋別自動車道 上川層雲峡
かみかわそううんきょう

～浮島
うきしま

52.7 29.5 37.3 47.1 34.7 42.4 48.0 42.8 45.9 69.2 41.8 48.2 58.4 47.2 45.5 41.2

19 旭川紋別自動車道 白滝
しらたき

～丸瀬布
まるせっぷ

52.7 48.0 41.0 47.0 50.0 42.4 48.0 42.8 45.9 66.0 41.8 43.4 57.8 47.8 45.5 41.2

20 旭川紋別自動車道 丸瀬布
まるせっぷ

～遠軽
えんがる

52.7 52.1 36.9 47.0 47.6 45.1 48.0 47.3 46.6 66.0 41.8 39.2 57.6 48.1 45.5 41.2

21 旭川紋別自動車道 遠軽
えんがる

～紋別
もんべつ

52.7 56.0 41.8 47.2 63.4 53.0 48.7 82.2 49.0 66.0 41.8 44.4 51.8 51.8 45.5 45.2

22 深川留萌自動車道 留萌幌糠
るもいほろぬか

～留萌
るもい

56.2 33.6 38.5 47.3 47.2 46.7 48.1 48.8 49.2 69.2 41.8 48.8 43.1 47.1 45.5 47.3

23 帯広広尾自動車道 帯広川西
おびひろかわにし

～中札内
なかさつない

53.6 35.9 48.5 46.6 50.6 42.4 48.9 42.8 51.5 68.8 41.8 44.5 41.8 47.1 45.5 45.2

24 帯広広尾自動車道 中札内
なかさつない

～大樹
たいき

53.6 50.2 50.3 46.6 53.5 44.0 48.1 60.4 55.1 68.8 41.8 44.5 41.8 47.2 45.5 33.2

25 帯広広尾自動車道 大樹
たいき

～広尾
ひろお

53.6 49.4 51.3 46.6 57.7 43.8 48.1 62.7 49.3 61.6 54.0 43.1 42.6 47.5 45.5 39.2

26 日高自動車道 日高富川
ひだかとみかわ

～厚賀
あつが

58.6 48.0 51.4 48.0 62.4 42.4 48.1 42.8 45.9 52.1 54.0 49.7 76.1 50.5 45.5 41.2

27 日高自動車道 厚賀
あつが

～静内
しずない

58.6 49.5 53.2 47.7 60.4 48.7 48.1 62.8 46.9 48.7 54.0 48.7 77.2 47.9 45.5 49.3

28 日高自動車道 静内
しずない

～浦河
うらかわ

53.6 50.7 54.9 46.6 61.9 49.4 48.1 72.0 46.4 47.6 54.0 43.1 71.3 57.2 45.5 51.3

29 函館江差自動車道 函館
はこだて

～茂辺地
もへじ

58.3 41.5 53.0 46.8 41.7 46.3 48.1 47.0 45.9 49.4 54.0 40.5 62.3 48.5 45.5 44.2

30 函館江差自動車道 茂辺地
もへじ

～木古内
きこない

58.3 44.4 54.4 46.8 34.7 43.5 48.1 47.5 46.2 63.2 41.8 42.2 60.0 47.1 45.5 45.2

31 函館江差自動車道 木古内
きこない

～江差
えさし

58.3 45.7 56.6 47.1 64.2 51.1 48.0 55.8 48.6 69.0 41.8 45.6 46.0 48.5 45.5 45.2

32 東北縦貫自動車道　八戸線 六戸
ろくのへ

（１）～上北
かみきた

　※1 35.4 53.2 47.5 47.9 47.1 42.4 48.1 42.8 45.9 51.9 41.8 43.6 41.3 47.1 45.5 59.4

33 東北縦貫自動車道　八戸線 上北
かみきた

～天間舘
てんまだて

35.4 49.3 38.0 50.6 45.3 49.7 48.1 55.5 48.8 49.5 41.8 43.0 41.9 47.3 45.5 59.4

34 東北縦貫自動車道　八戸線 滝沢
たきざわ

～青森東
あおもりひがし

35.4 37.8 37.0 47.5 40.8 42.4 48.0 42.8 45.9 42.1 41.8 40.1 48.5 47.1 45.5 52.3

35 東北横断自動車道　釜石秋田線 釜石
かまいし

～釜石西
かまいしにし

57.3 66.7 44.6 47.2 50.1 42.4 48.8 42.8 46.6 41.7 41.8 40.9 54.5 47.1 45.5 68.4

36 東北横断自動車道　釜石秋田線 遠野住田
とおのすみた

～遠野
とおの

57.3 65.0 35.7 47.5 51.8 42.4 48.8 42.8 45.9 43.8 41.8 41.1 53.1 47.1 45.5 67.4

37 日本海沿岸東北自動車道 朝日
あさひ

～温海
あつみ

40.0 44.3 43.2 50.2 48.2 43.9 48.1 43.8 47.1 43.3 66.1 44.1 63.6 59.1 72.0 55.3

38 日本海沿岸東北自動車道 酒田
さかた

みなと～象潟
きさかた

49.4 54.2 63.5 50.3 52.9 73.4 50.5 49.9 48.0 59.9 66.1 62.5 60.7 47.1 72.0 54.8

39 日本海沿岸東北自動車道 象潟
きさかた

～仁賀保
にかほ

　※1 49.4 45.5 64.7 47.2 51.4 54.0 48.0 45.5 46.2 67.3 66.1 54.8 62.3 47.1 72.0 52.3

40 日本海沿岸東北自動車道 仁賀保
にかほ

～本荘
ほんじょう

　※1 49.4 69.0 63.8 48.2 37.7 42.4 48.0 42.8 45.9 67.3 54.0 55.5 62.8 47.1 72.0 56.3

41 日本海沿岸東北自動車道 二ツ井白神
ふたついしらかみ

～あきた北空港
きたくうこう

47.3 53.2 42.4 49.2 49.6 51.1 48.7 49.5 48.9 49.8 41.8 45.0 73.3 47.5 45.5 48.3

42 日本海沿岸東北自動車道 あきた北空港
きたくうこう

～北秋田市栄
きたあきたしさかえ

　※1 47.3 55.2 42.8 47.4 54.1 51.1 48.9 49.5 45.9 67.3 41.8 59.6 44.6 47.1 45.5 56.3

43 日本海沿岸東北自動車道 北秋田市栄
きたあきたしさかえ

～大館市櫃崎
おおだてしひつざき

　※1 47.3 47.0 33.1 47.8 54.1 42.4 48.9 42.8 49.0 67.3 41.8 59.8 44.6 47.1 45.5 56.3

44 日本海沿岸東北自動車道 大館市櫃崎
おおだてしひつざき

～大館北
おおだてきた

　※1 47.3 64.0 40.6 47.3 54.1 42.4 48.8 42.8 45.9 42.2 41.8 42.8 51.7 47.1 45.5 56.3

45 東北中央自動車道 相馬
そうま

ＪＣＴ～相馬西
そうまにし

54.2 49.4 40.4 47.6 57.1 42.4 48.0 42.8 45.9 43.9 41.8 44.1 54.3 61.6 72.0 54.3

46 東北中央自動車道 相馬西
そうまにし

～阿武隈
あぶくま

　※1 54.2 49.4 33.1 48.7 57.6 42.4 48.0 42.8 45.9 42.9 41.8 43.3 52.9 61.9 72.0 50.3

47 東北中央自動車道 阿武隈
あぶくま

～霊山町
りょうぜんまち

  石田
いしだ

54.2 49.2 53.9 47.7 34.7 42.4 48.0 43.3 47.0 45.0 41.8 43.3 54.3 61.9 72.0 60.4

48 東北中央自動車道 霊山
りょうぜんまち

町  石田
いしだ

～霊山町
りょうぜんまち

  小国
おぐに

　※1 54.2 49.1 49.5 48.7 46.2 42.4 48.0 43.3 47.1 43.9 41.8 43.2 53.2 58.1 72.0 59.4

49 東北中央自動車道 霊山町
りょうぜんまち

  小国
おぐに

～福島北
ふくしまきた

ＪＣＴ 53.4 40.6 43.7 47.8 34.7 43.5 48.8 52.4 48.4 42.8 66.1 45.5 40.7 72.8 72.0 48.3

50 東北中央自動車道 尾花沢
おばなざわ

～新庄
しんじょう

　※1 38.9 52.8 46.5 50.0 56.3 49.1 48.6 47.4 54.0 37.1 41.8 46.4 44.7 47.1 45.5 46.3

※1：高速自動車国道に並行する一般国道自動車専用道路

地域社会 地域経済 環境

指標1
No. 路線名 評価区間

住民生活

指標2 指標3 指標4 指標5 指標6 指標7 指標8 指標9 指標10 指標11 指標13 指標15 指標16

安全

指標　９：高速道路の整備と併せた地域振興計画の推進を評価
指標１０：自動車からのＮＯｘ、ＳＰＭ排出量の削減率を評価
指標１１：並行道路における騒音レベルの低減を評価
指標１２：自動車からのＣＯ２排出量の削減量を評価
指標１３：並行する緊急輸送道路が通行止めになった場合の迂回路長を評価
指標１４：並行する緊急輸送道路における冬期交通障害や異常気象時の通行規制の有無を評価
指標１５：並行する高速道路の代替路線を形成の有無を評価
指標１６：地方の創意工夫による自主的な取組み状況を評価

③外部効果の個別指標の偏差値

指標14指標12

指標１：高速バス等長距離自動車交通の利便性向上を評価
指標２：新幹線・空港等幹線交通網への利便性向上を評価
指標３：高度な医療施設までの搬送時間の短縮を評価
指標４：拠点都市間を連絡し、相互連携の可能化を評価
指標５：日常活動圏の中心都市へのアクセス向上を評価
指標６：複数の主要観光地を連絡し、広域的な観光産業の発展への貢献を評価
指標７：物流拠点へのアクセス向上、産業立地の振興を評価
指標８：高速道路へのアクセス向上、農林水産品の流通利便性の向上を評価
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その他地域社会 地域経済 環境

指標1
No. 路線名 評価区間

住民生活

指標2 指標3 指標4 指標5 指標6 指標7 指標8 指標9 指標10 指標11 指標13 指標15 指標16

安全

③外部効果の個別指標の偏差値

指標14指標12

51 東北中央自動車道 新庄
しんじょう

～新庄
しんじょうきた

北　※1 49.4 49.4 51.7 47.6 54.6 47.8 48.5 49.1 47.6 31.9 66.1 39.5 53.6 47.1 45.5 57.3

52 東北中央自動車道 新庄
しんじょうきた

北～金山町飛ノ森
かなやままちとびのもり

50.3 57.9 50.6 49.1 46.3 47.8 48.1 49.1 46.0 34.5 66.1 46.6 66.5 47.2 45.5 45.2

53 東北中央自動車道 真室川町及位
まむろがわまちのぞき

～湯沢市
ゆざわしかみいんない

上院内 50.3 51.6 36.4 47.7 41.7 42.4 48.0 42.8 45.9 35.8 41.8 45.7 64.5 47.2 45.5 51.3

54 東北中央自動車道 湯沢市
ゆざわしかみいんない

上院内～湯沢市
ゆざわししもいんない

下院内　※1 50.3 47.6 33.1 47.1 40.5 42.4 48.0 42.8 45.9 42.2 41.8 41.8 65.1 47.1 45.5 61.4

55 東北中央自動車道 湯沢市
ゆざわししもいんない

下院内～雄
おがち

勝こまち 50.3 35.3 34.2 47.2 34.7 42.4 48.0 42.8 45.9 42.2 41.8 41.4 65.2 47.1 45.5 61.4

56 常磐自動車道 利府
りふ

ＪＣＴ～富
とみや

谷ＪＣＴ　※1 28.2 38.8 33.1 47.6 44.7 42.4 54.4 42.8 45.9 46.5 66.1 57.6 42.9 47.2 72.0 37.2

57 津軽自動車道 浪岡
なみおか

ＪCT～浪岡
なみおか

48.4 40.0 54.1 46.6 42.7 42.4 48.0 42.8 45.9 51.9 54.0 43.5 41.5 47.2 45.5 41.2

58 津軽自動車道 五所川原北
ごしょがわらきた

～つがる市柏
しかしわ

40.0 50.0 62.7 46.6 35.6 58.0 48.1 49.8 45.9 40.8 41.8 39.5 43.1 47.1 45.5 41.2

59 津軽自動車道 つがる市柏
しかしわ

～つがる市木造
しきづくり

40.0 52.5 61.9 46.6 34.7 66.6 48.0 67.4 48.5 44.6 41.8 40.0 42.7 47.1 45.5 45.2

60 津軽自動車道 つがる市木造
しきづくり

～鰺ヶ沢
あじがさわ

40.0 56.7 61.1 46.6 34.7 55.2 48.0 48.4 46.4 47.0 41.8 39.6 41.5 47.1 45.5 45.2

61 八戸久慈自動車道 八戸ＪＣＴ～
はちのへ

八戸南
はちのへみなみ

51.5 54.4 47.1 47.6 49.5 54.8 48.0 52.1 45.9 44.6 54.0 44.5 41.0 47.1 45.5 48.3

62 八戸久慈自動車道 八戸南～
はちのへみなみ

　階上
はしかみ

51.5 55.3 55.1 46.7 60.2 45.7 48.2 47.0 47.3 47.0 41.8 46.3 44.5 47.1 45.5 52.3

63 八戸久慈自動車道 階上～
はしかみ

久慈北
くじきた

51.5 51.1 65.5 47.0 61.0 51.8 48.2 57.4 45.9 44.5 41.8 48.0 44.5 47.1 45.5 51.3

64 三陸縦貫自動車道 桃生豊里
ものうとよさと

～登米
とよま

55.2 44.0 33.1 47.6 46.2 50.8 49.4 61.8 45.9 45.5 41.8 45.1 45.8 47.1 45.5 59.4

65 三陸縦貫自動車道 登米～
とよま

志津川
しづがわ

55.2 49.8 37.5 48.0 52.6 56.5 48.2 68.3 45.9 52.4 41.8 55.2 46.5 47.2 45.5 59.4

66 三陸縦貫自動車道 志津川～
しづがわ

大谷
おおや

55.2 53.0 63.6 48.5 55.3 50.8 48.1 52.6 45.9 54.4 41.8 57.0 49.9 47.1 45.5 50.3

67 三陸縦貫自動車道 大谷～
おおや

気仙沼
けせんぬま

55.2 31.0 65.1 47.2 50.9 42.4 48.1 42.8 53.9 45.5 54.0 45.5 48.0 47.1 45.5 46.3

68 三陸縦貫自動車道 気仙沼～
けせんぬま

唐桑町只越
からくわちょうただごし

55.2 39.8 62.5 47.3 54.4 55.2 48.1 64.2 45.9 49.7 41.8 54.3 52.6 47.1 45.5 46.3

69 三陸縦貫自動車道 唐桑町只越
からくわちょうただこし

～唐桑町舘
からくわちょうたて

55.2 42.8 62.0 46.9 55.3 42.4 48.0 42.8 45.9 43.2 41.8 41.2 48.2 47.1 45.5 46.3

70 三陸縦貫自動車道 唐桑町舘
からくわちょうたて

～高田
たかた

55.2 40.2 61.8 47.5 56.4 42.4 48.0 44.4 51.0 41.5 41.8 41.1 49.0 47.2 45.5 54.8

71 三陸縦貫自動車道 高田～
たかた

大船渡碁石海岸
おおふなとごいしかいがん

55.2 34.9 54.1 47.3 59.8 48.2 48.0 46.9 46.0 45.1 41.8 40.6 53.3 47.4 45.5 67.4

72 三陸縦貫自動車道 三陸～
さんりく

吉浜
よしはま

55.2 46.1 67.2 46.9 63.0 42.4 48.0 42.8 45.9 43.4 41.8 42.1 53.8 47.2 45.5 47.3

73 三陸縦貫自動車道 吉浜
よしはま

～釜石
かまいし

55.2 56.7 67.3 47.7 63.0 42.4 48.0 42.8 45.9 45.8 41.8 42.8 51.4 47.1 45.5 71.5

74 三陸縦貫自動車道 釜石～
かまいし

山田南
やまだみなみ

51.5 67.3 71.0 47.8 55.3 47.9 48.3 50.4 51.8 48.2 66.1 41.9 62.8 47.2 45.5 73.5

75 三陸縦貫自動車道 山田～
やまだ

金浜
かねはま

51.5 54.6 67.0 47.5 52.4 45.9 48.2 48.0 51.5 55.0 54.0 43.3 64.2 47.1 45.5 44.2

76 三陸縦貫自動車道 金浜～
かねはま

松山
まつやま

51.5 49.9 64.0 46.6 34.7 42.7 48.0 43.6 53.1 42.2 41.8 42.1 67.0 47.1 45.5 56.3

77 三陸縦貫自動車道 松山～
まつやま

宮古北
みやこきた

51.5 52.6 64.6 46.6 34.7 54.8 48.0 53.5 51.0 41.9 41.8 41.2 64.9 47.1 45.5 56.3

78 東関東自動車道　館山線 富浦
とみうら

～館山
たてやま

37.6 39.8 42.2 46.6 45.7 53.3 48.2 49.3 50.1 40.4 41.8 39.3 40.9 47.2 45.5 32.1

79 東関東自動車道　水戸線 潮来
いたこ

～鉾田
ほこた

40.9 39.7 41.9 50.0 49.6 42.7 48.0 58.1 50.5 47.5 66.1 56.8 41.8 47.2 45.5 48.3

80 東京外かく環状道路 大泉
おおいずみ

ＪＣＴ～東名
とうめい

ＪＣＴ 35.1 65.6 49.7 142.8 48.0 74.3 142.0 43.8 45.9 73.2 66.1 106.7 41.3 47.3 72.0 32.1

81 東京外かく環状道路 東名
とうめい

ＪＣＴ～平和島
へいわじま

ＪＣＴ 35.1 61.8 33.1 110.9 43.8 42.4 142.5 42.8 45.9 42.1 66.1 62.1 41.1 47.2 72.0 36.2

82 第二東海自動車道 玉川
たまがわ

～横浜
よこはまいずみ

泉ＪＣＴ 20.0 68.7 33.1 56.0 34.7 42.5 66.6 43.1 45.9 43.5 66.1 63.9 41.9 47.1 72.0 34.2

83 第二東海自動車道 横浜
よこはまいずみ

泉ＪＣＴ～海老名南
えびなみなみ

ＪＣＴ 34.6 66.7 33.1 48.9 52.8 42.5 65.3 43.1 45.9 50.1 66.1 98.9 41.0 47.1 72.0 36.2

84 首都圏中央連絡自動車道 釜利谷ＪＣＴ～
かまりや

戸塚
とつか

25.1 50.6 55.5 46.6 46.6 42.4 60.8 42.8 45.9 47.4 66.1 64.7 41.9 47.1 45.5 40.2

85 首都圏中央連絡自動車道 栄
さかえ

ＪＣＴ～藤沢
ふじさわ

25.1 52.6 42.0 46.6 55.7 69.7 50.4 44.4 45.9 46.0 66.1 63.0 41.2 47.1 45.5 44.2

86 首都圏中央連絡自動車道 西久保ＪＣＴ～
にしくぼ

海老名南ＪＣＴ
えびなみなみ

25.1 71.3 50.1 46.6 53.4 52.3 53.8 43.6 45.9 47.1 41.8 59.3 41.2 47.2 45.5 32.1

87 首都圏中央連絡自動車道 海老名北～
えびなきた

相模原
さがみはら

5.9 73.8 33.1 47.9 34.7 58.5 53.2 44.5 45.9 51.7 66.1 60.8 41.3 47.1 72.0 32.1

88 首都圏中央連絡自動車道 相模原～
さがみはら

八王子ＪＣＴ
はちおうじ

2.0 73.1 43.5 47.2 34.7 63.4 51.7 46.3 45.9 44.6 66.1 69.6 40.8 47.4 72.0 38.2

89 首都圏中央連絡自動車道 川島～
かわじま

五霞
ごか

36.5 59.6 48.7 89.2 47.7 84.2 51.4 55.5 131.0 41.2 41.8 64.9 40.3 48.7 72.0 42.2

90 首都圏中央連絡自動車道 五霞～つくばＪＣＴ
ごか

36.5 40.8 48.6 56.5 47.0 49.2 49.2 76.3 79.0 46.9 66.1 76.9 40.5 47.1 45.5 32.1

91 首都圏中央連絡自動車道 つくばＪＣＴ～大栄ＪＣＴ
たいえい

65.1 42.5 38.2 50.0 41.4 50.4 52.8 62.3 59.3 46.5 66.1 83.5 42.0 47.1 45.5 36.2

92 首都圏中央連絡自動車道 大栄ＪＣＴ～
たいえい

松尾横芝
まつおよこしば

35.9 40.0 38.8 46.6 45.4 48.7 56.1 53.6 45.9 44.3 66.1 42.6 38.8 47.4 45.5 48.3

93 首都圏中央連絡自動車道 東金
とうがね

ＪＣＴ～茂原長南
もばらちょうなん

46.6 49.9 46.4 46.6 38.4 59.1 48.8 49.4 45.9 40.4 66.1 45.2 41.3 47.1 45.5 40.2

94 首都圏中央連絡自動車道 茂原長南
もばらちょうなん

～木更津JCT
きさらづ

46.6 42.2 51.5 46.6 49.1 63.9 48.2 50.7 45.9 47.1 41.8 56.7 41.6 47.1 45.5 48.3

95 中部横断自動車道 長坂
ながさか

ＪＣＴ～八千穂
やちほ

67.2 45.8 53.5 58.6 43.6 43.4 48.2 47.1 45.9 47.4 41.8 53.7 43.5 48.7 72.0 37.2

96 能越自動車道 輪島～
わじま

三井
みい

55.1 59.6 52.1 46.9 45.2 58.4 48.1 48.7 45.9 47.1 41.8 45.3 41.7 47.3 45.5 38.2

97 能越自動車道 三井～
みい

能登空港
のとくうこう

55.1 58.6 52.1 46.9 44.7 44.5 48.1 45.5 45.9 48.6 41.8 42.6 41.8 47.3 45.5 45.2

98 能越自動車道 田鶴浜～
たつるはま

七尾
ななお

55.1 44.0 45.4 47.0 43.7 42.7 48.4 43.1 49.6 54.8 54.0 50.3 41.2 47.3 45.5 44.2

99 能越自動車道 七尾
ななお

～氷見
ひみ

56.9 46.4 53.2 50.9 54.5 67.3 48.0 49.7 47.4 48.5 41.8 47.4 41.3 50.0 45.5 44.7

100 中部縦貫自動車道 松本ＪＣＴ～
まつもと

波田
はた

60.1 54.6 48.8 47.4 50.2 42.5 48.7 47.5 45.9 52.2 41.8 55.4 41.1 47.1 45.5 32.1

※1：高速自動車国道に並行する一般国道自動車専用道路 指標１：高速バス等長距離自動車交通の利便性向上を評価
指標２：新幹線・空港等幹線交通網への利便性向上を評価
指標３：高度な医療施設までの搬送時間の短縮を評価
指標４：拠点都市間を連絡し、相互連携の可能化を評価
指標５：日常活動圏の中心都市へのアクセス向上を評価
指標６：複数の主要観光地を連絡し、広域的な観光産業の発展への貢献を評価
指標７：物流拠点へのアクセス向上、産業立地の振興を評価
指標８：高速道路へのアクセス向上、農林水産品の流通利便性の向上を評価

指標　９：高速道路の整備と併せた地域振興計画の推進を評価
指標１０：自動車からのＮＯｘ、ＳＰＭ排出量の削減率を評価
指標１１：並行道路における騒音レベルの低減を評価
指標１２：自動車からのＣＯ２排出量の削減量を評価
指標１３：並行する緊急輸送道路が通行止めになった場合の迂回路長を評価
指標１４：並行する緊急輸送道路における冬期交通障害や異常気象時の通行規制の有無を評価
指標１５：並行する高速道路の代替路線を形成の有無を評価
指標１６：地方の創意工夫による自主的な取組み状況を評価
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その他地域社会 地域経済 環境

指標1
No. 路線名 評価区間

住民生活

指標2 指標3 指標4 指標5 指標6 指標7 指標8 指標9 指標10 指標11 指標13 指標15 指標16

安全

③外部効果の個別指標の偏差値

指標14指標12

101 中部縦貫自動車道 波田～
はた

中ノ湯
なかのゆ

60.1 57.1 33.1 51.4 34.7 42.5 48.5 47.5 45.9 57.0 41.8 48.8 48.4 67.6 45.5 32.1

102 中部縦貫自動車道 平湯～
ひらゆ

丹生川
にゅうかわ

60.1 57.0 61.1 49.5 65.5 42.4 48.5 42.8 46.9 39.7 41.8 58.6 46.6 47.1 45.5 42.2

103 中部縦貫自動車道 丹生川～
にゅうかわ

飛騨清見
ひだきよみ

42.9 56.9 46.8 49.6 49.6 89.8 48.0 60.5 47.9 38.4 41.8 48.2 60.0 47.9 45.5 42.2

104 中部縦貫自動車道 大野～
おおの

油坂出入口
あぶらさかでいりぐち

56.1 46.1 50.8 50.4 52.6 50.7 48.0 47.4 58.9 39.7 41.8 40.1 64.3 64.1 45.5 78.5

105 中部縦貫自動車道 福井北ＪＣＴ～
ふくいきた

大野
おおの

56.1 43.6 45.9 48.8 47.7 59.8 48.6 49.6 50.5 39.7 41.8 50.1 42.9 143.0 45.5 79.5

106 伊豆縦貫自動車道 岡宮～
おかのみや

函南
かんなみ

54.1 46.7 38.0 47.8 39.0 65.9 53.6 48.6 45.9 47.8 66.1 65.3 42.6 47.2 45.5 63.4

107 伊豆縦貫自動車道 函南～
かんなみ

修善寺ＪＣＴ
しゅぜんじ

54.1 69.3 33.1 46.6 34.7 53.4 48.2 44.9 45.9 44.6 41.8 60.8 41.1 51.4 45.5 43.2

108 伊豆縦貫自動車道 修善寺～
しゅぜんじ

天城湯ヶ島
あまぎゆがしま

56.4 69.3 60.5 46.6 55.5 42.4 48.2 42.8 45.9 44.5 41.8 61.6 40.6 47.1 45.5 43.2

109 伊豆縦貫自動車道 天城湯ヶ島
あまぎゆがしま

～下田北
しもだきた

56.4 78.2 66.9 46.6 61.7 73.7 48.1 46.6 45.9 46.7 41.8 66.1 42.1 92.4 45.5 51.3

110 伊豆縦貫自動車道 下田北～
しもだきた

下田
しもだ

56.4 87.2 76.3 46.6 70.2 82.3 48.0 46.6 45.9 40.9 41.8 47.5 45.9 47.3 45.5 51.3

111 三遠南信自動車道 飯田山本
いいだやまもと

～喬木
たかぎ

53.3 38.7 40.2 49.9 42.3 52.9 48.1 46.5 45.9 34.7 54.0 41.5 57.1 66.6 45.5 48.3

112 三遠南信自動車道 程野～
ほどの

南信濃
みなみしなの

53.3 38.9 49.6 49.9 64.6 42.7 48.0 43.2 46.1 39.1 41.8 44.5 58.7 97.1 45.5 51.3

113 三遠南信自動車道 南信濃～
みなみしなの

水窪北
みさくぼきた

53.3 59.0 66.0 50.1 66.0 42.7 48.0 43.2 45.9 38.3 41.8 45.5 50.8 87.3 45.5 52.3

114 三遠南信自動車道 水窪北～
みさくぼきた

佐久間
さくま

53.3 61.5 66.8 51.7 65.7 42.4 48.0 42.8 45.9 41.7 41.8 48.8 46.9 73.9 45.5 45.2

115 三遠南信自動車道 佐久間～
さくま

引佐
いなさ

ＪＣＴ 53.3 51.8 54.4 53.8 51.9 46.2 48.0 43.6 45.9 42.0 41.8 45.3 45.1 80.7 45.5 40.2

116 東海環状自動車道 土岐
ときみなみたじみ

南多治見～西関
にしせき

26.5 37.1 41.7 49.5 47.8 66.1 48.9 47.9 59.0 41.1 66.1 46.2 43.0 47.1 72.0 43.2

117 東海環状自動車道 西関～
にしせき

養老
ようろう

44.8 53.0 54.9 55.2 46.5 74.8 50.0 59.1 51.4 36.0 54.0 50.9 41.9 47.1 72.0 45.2

118 東海環状自動車道 養老～
ようろう

北勢
ほくせい

53.8 59.1 58.7 57.3 62.9 47.2 50.3 44.1 50.7 37.4 66.1 46.7 42.5 47.1 72.0 45.2

119 東海環状自動車道 北勢～
ほくせい

四日市北ＪＣＴ
よっかいちきた

53.8 52.9 49.1 55.1 45.0 44.1 56.3 46.4 51.4 31.5 66.1 40.6 41.1 47.1 72.0 59.4

120 近畿自動車道　伊勢線 名古屋西
なごやにし

ＪＣＴ～飛島
とびしま

35.1 33.4 40.0 48.5 48.3 42.4 69.0 43.5 45.9 44.3 54.0 52.0 41.9 47.1 72.0 48.8

121 近畿自動車道　紀勢線 すさみ～太地
たいじ

51.2 49.6 52.7 48.5 48.8 50.7 48.3 47.7 48.6 48.2 41.8 50.7 72.1 50.0 45.5 43.2

122 近畿自動車道　紀勢線 太地
たいじ

～新宮
しんぐう

　※1 51.2 53.7 48.5 47.1 63.5 56.1 48.2 46.1 52.7 48.2 54.0 45.2 78.3 47.2 45.5 53.3

123 近畿自動車道　紀勢線 新宮
しんぐう

～大泊
おおどまり

53.1 49.2 51.0 49.2 48.5 64.0 48.0 54.6 47.2 49.9 41.8 50.7 76.1 47.6 45.5 34.2

124 近畿自動車道　紀勢線 大泊
おおどまり

～尾鷲
おわせみなみ

南　※1 53.1 46.6 50.3 48.4 62.4 43.0 48.0 43.1 46.5 42.2 41.8 51.2 68.1 49.3 45.5 52.3

125 近畿自動車道　紀勢線 尾鷲
おわせみなみ

南～尾鷲
おわせきた

北 53.1 41.8 48.4 47.0 34.7 42.4 48.0 42.8 45.9 38.4 41.8 48.3 71.5 50.0 45.5 63.4

126 京都縦貫自動車道 久御山～
くみやま

沓掛（
くつかけ

大枝
おおえ

） 44.1 39.0 37.7 52.7 41.6 49.4 55.1 43.5 45.9 50.1 54.0 64.3 46.7 47.1 72.0 45.2

127 京都縦貫自動車道 丹波～
たんば

綾部ＪＣＴ
あやべ

37.8 41.8 40.3 71.6 48.1 45.7 48.3 43.8 45.9 34.0 66.1 60.9 45.8 47.3 45.5 51.3

128 京奈和自動車道 巨椋ＪＣＴ～
おぐら

城陽
じょうよう

ＪＣＴ 54.9 34.9 42.2 95.4 36.0 42.4 48.0 42.8 45.9 42.1 54.0 49.4 40.7 47.1 72.0 32.1

129 京奈和自動車道 奈良北～
ならきた

大和郡山
やまとこおりやま

ＪＣＴ 54.9 42.4 41.1 51.7 55.9 44.5 51.5 44.3 45.9 33.3 66.1 51.0 41.8 47.2 45.5 43.2

130 京奈和自動車道 大和郡山
やまとこおりやま

ＪＣＴ～五條北
ごじょうきた

54.9 40.7 52.7 58.6 70.1 63.3 48.6 47.9 45.9 65.4 66.1 46.9 42.6 47.2 45.5 51.3

131 京奈和自動車道 高野口～
こうやぐち

打田
うちた

46.3 57.7 56.5 48.7 57.7 61.8 48.8 61.1 53.4 39.7 66.1 40.7 42.9 47.1 45.5 82.5

132 京奈和自動車道 打田～
うちた

和歌山ＪＣＴ
わかやま

46.3 51.6 49.7 48.4 48.4 58.4 49.8 55.8 53.1 43.9 41.8 44.2 42.3 47.1 45.5 78.5

133 北近畿豊岡自動車道 和田山～
わだやま

八鹿
ようか

52.0 46.3 63.9 50.6 58.9 48.1 48.2 45.8 51.0 49.1 54.0 66.1 41.3 47.2 45.5 45.2

134 北近畿豊岡自動車道 八鹿～
ようか

日高
ひだか

52.0 47.1 64.3 50.1 59.8 48.1 48.1 45.8 45.9 44.0 41.8 54.7 43.4 47.1 45.5 45.2

135 北近畿豊岡自動車道 日高～
ひだか

豊岡南
とよおかみなみ

52.0 47.5 64.5 50.0 60.0 42.4 48.1 42.8 45.9 41.6 41.8 47.6 41.5 47.4 45.5 41.2

136 北近畿豊岡自動車道 豊岡南
とよおかみなみ

～豊岡竹野
とよおかたけの

52.0 47.6 44.6 48.5 59.9 69.7 48.1 51.1 59.7 40.3 41.8 42.9 40.7 47.1 45.5 41.2

137 中国横断自動車道　岡山米子線 米子北
よなごきた

～境港
さかいみなと

50.3 38.4 40.4 46.6 41.7 58.5 48.3 51.1 62.3 50.9 41.8 39.2 41.6 47.3 45.5 40.2

138 山陰自動車道 鳥取
とっとり

～吉岡
よしおかおんせん

温泉　※1 49.0 36.1 44.5 47.4 42.5 42.4 48.0 42.8 45.9 62.0 66.1 57.5 40.9 47.1 45.5 60.4

139 山陰自動車道 吉岡
よしおかおんせん

温泉～瑞穂
みずほ

　※1 49.0 42.9 44.7 47.3 42.4 42.4 48.1 42.8 45.9 50.9 41.8 51.4 43.4 47.3 45.5 60.4

140 山陰自動車道 瑞穂
みずほ

～青谷
あおや

49.0 43.0 44.7 47.7 43.0 42.4 48.1 42.8 45.9 67.6 41.8 53.4 59.7 47.1 45.5 48.3

141 山陰自動車道 はわい～東伯
とうはく

　※1 49.0 42.5 45.3 47.7 34.7 53.4 48.0 51.2 63.5 45.3 41.8 48.6 41.1 47.1 45.5 50.3

142 山陰自動車道 東伯
とうはく

～赤碕
あかさきなかやま

中山　※1 49.0 55.5 57.0 47.8 46.5 49.0 48.1 56.7 45.9 39.7 41.8 56.2 47.9 47.1 45.5 55.3

143 山陰自動車道 赤碕
あかさきなかやま

中山～下市
しもいち

　※1 49.0 52.5 57.3 47.1 52.1 42.4 48.1 42.8 45.9 50.9 41.8 57.3 42.9 47.1 45.5 62.4

144 山陰自動車道 下市
しもいち

～淀江
よどえ

　※1 49.0 47.2 54.7 47.8 52.4 47.2 48.3 51.2 45.9 45.3 41.8 67.1 43.9 47.1 45.5 62.4

145 山陰自動車道 出雲
いずも

～多伎
たき

54.4 49.5 43.1 46.9 38.7 42.4 48.1 42.8 48.4 33.0 66.1 46.0 50.0 47.1 45.5 49.3

146 山陰自動車道 多伎
たき

～朝山
あさやま

　※1 54.4 51.0 43.6 46.9 34.7 42.4 48.1 42.8 46.6 57.1 54.0 58.5 47.9 47.7 45.5 57.3

147 山陰自動車道 朝山
あさやま

～大田
おおだ

　※1 49.7 51.4 43.6 46.9 40.5 49.9 48.1 50.2 72.5 61.5 66.1 58.8 48.3 47.1 45.5 57.3

148 山陰自動車道 大田
おおだ

～仁摩
にま

52.0 49.6 33.1 47.0 42.7 49.9 48.0 50.2 54.1 39.7 66.1 49.9 63.0 47.1 45.5 57.3

149 山陰自動車道 仁摩
にま

～福光
ふくみつ

　※1 52.0 58.2 51.8 47.0 42.7 42.4 48.0 42.8 47.0 30.8 41.8 49.2 62.6 47.1 45.5 57.3

150 山陰自動車道 福光
ふくみつ

～江津
ごうつ

52.0 34.4 47.4 47.0 34.7 42.4 48.0 42.8 45.9 35.2 66.1 54.6 53.2 47.1 45.5 57.3

※1：高速自動車国道に並行する一般国道自動車専用道路 指標１：高速バス等長距離自動車交通の利便性向上を評価
指標２：新幹線・空港等幹線交通網への利便性向上を評価
指標３：高度な医療施設までの搬送時間の短縮を評価
指標４：拠点都市間を連絡し、相互連携の可能化を評価
指標５：日常活動圏の中心都市へのアクセス向上を評価
指標６：複数の主要観光地を連絡し、広域的な観光産業の発展への貢献を評価
指標７：物流拠点へのアクセス向上、産業立地の振興を評価
指標８：高速道路へのアクセス向上、農林水産品の流通利便性の向上を評価

指標　９：高速道路の整備と併せた地域振興計画の推進を評価
指標１０：自動車からのＮＯｘ、ＳＰＭ排出量の削減率を評価
指標１１：並行道路における騒音レベルの低減を評価
指標１２：自動車からのＣＯ２排出量の削減量を評価
指標１３：並行する緊急輸送道路が通行止めになった場合の迂回路長を評価
指標１４：並行する緊急輸送道路における冬期交通障害や異常気象時の通行規制の有無を評価
指標１５：並行する高速道路の代替路線を形成の有無を評価
指標１６：地方の創意工夫による自主的な取組み状況を評価
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その他地域社会 地域経済 環境

指標1
No. 路線名 評価区間

住民生活

指標2 指標3 指標4 指標5 指標6 指標7 指標8 指標9 指標10 指標11 指標13 指標15 指標16

安全

③外部効果の個別指標の偏差値

指標14指標12

151 山陰自動車道 原井
はらい

～三隅
みすみ

　※1 43.7 60.1 65.7 47.4 58.2 42.4 48.4 42.8 45.9 57.1 66.1 52.4 53.1 47.1 72.0 58.4

152 山陰自動車道 三隅
みすみ

～遠田
とおだ

43.7 68.0 68.6 47.4 34.7 42.4 48.0 42.8 45.9 52.8 66.1 54.1 52.3 47.1 72.0 58.4

153 山陰自動車道 遠田
とおだ

～須子
すこ

　※1 43.7 63.6 67.7 46.9 42.7 51.1 48.2 48.6 54.8 57.1 66.1 56.8 67.6 47.1 72.0 58.4

154 山陰自動車道 須子
すこ

～萩
はぎ

61.2 58.9 61.2 49.1 52.6 45.2 48.2 44.4 56.8 37.0 54.0 55.7 45.5 48.6 72.0 57.8

155 山陰自動車道 萩
はぎ

～三隅
みすみ

　※1 55.9 49.7 40.3 47.5 54.0 65.9 48.0 52.5 46.5 52.5 54.0 56.5 46.0 47.8 72.0 63.4

156 山陰自動車道 三隅
みすみ

～小月
おづき

ＪＣＴ 55.9 38.2 48.2 49.2 49.1 52.6 48.5 53.8 49.9 63.4 54.0 56.7 43.0 53.4 72.0 60.4

157 東広島・呉自動車道 東広島ＪＣＴ～
ひがしひろしま

阿賀
あが

57.1 79.9 52.2 46.6 40.8 67.2 48.0 50.4 70.0 49.7 66.1 62.8 44.3 48.7 45.5 65.4

158 四国横断自動車道 須崎東
すさきひがし

～須崎新荘
すさきしんじょう

　※1 52.8 49.6 39.4 46.9 40.1 45.9 48.2 51.7 45.9 53.8 41.8 42.6 40.8 47.1 45.5 52.3

159 四国横断自動車道 窪川
くぼかわ

～金
きんじょうの

上野 52.6 55.4 45.9 46.9 42.4 42.4 48.1 42.8 45.9 46.7 41.8 40.4 68.1 47.1 45.5 48.3

160 四国横断自動車道 金
きんじょうの

上野～拳
こぶしのかわ

ノ川　※1 52.6 55.5 46.7 47.0 46.9 42.4 48.1 42.8 45.9 46.7 41.8 45.3 67.1 47.1 45.5 48.3

161 四国横断自動車道 拳ノ川
こぶしのかわ

～中村
なかむら

52.6 55.7 47.4 48.1 63.6 54.3 48.1 56.4 73.7 53.8 54.0 51.1 62.0 47.4 45.5 56.3

162 四国横断自動車道 中村
なかむら

～宿毛
すくも

　※1 58.3 58.3 64.5 47.3 47.8 53.2 48.1 64.1 52.9 53.8 41.8 41.0 64.0 50.0 45.5 56.3

163 四国横断自動車道 宿毛
すくも

～内海
うちうみ

58.3 68.8 72.8 47.8 77.9 52.1 48.2 83.5 88.3 48.7 41.8 39.9 61.6 47.4 45.5 55.3

164 四国横断自動車道 内海
うちうみ

～岩松
いわまつ

58.3 68.3 73.3 47.1 83.9 42.4 48.2 42.8 45.9 46.3 41.8 40.0 65.7 47.2 45.5 59.4

165 四国横断自動車道 岩松
いわまつ

～宇和島北
うわじまきた

　※1 58.3 53.4 52.5 47.5 83.0 53.7 48.3 78.7 57.7 72.5 54.0 62.5 66.1 47.3 45.5 57.3

166 今治小松自動車道 今治～
いまばり

今治湯ノ浦
いまばりゆのうら

7.7 37.6 43.3 47.6 46.1 42.4 50.2 42.8 45.9 45.6 54.0 43.5 49.8 47.1 72.0 49.3

167 高知東部自動車道 高知～
こうち

高知空港
こうちくうこう

58.4 46.8 62.1 47.5 38.9 44.2 48.5 46.3 53.3 69.1 66.1 46.6 41.9 47.3 45.5 64.4

168 高知東部自動車道 高知空港～
こうちくうこう

芸西西
げいせいにし

58.4 49.9 63.1 48.1 57.8 51.3 48.2 54.4 57.3 68.4 41.8 53.3 75.8 47.1 45.5 61.4

169 高知東部自動車道 芸西西～
げいせいにし

安芸西
あきにし

58.4 51.6 61.7 47.6 57.9 43.3 48.2 44.5 45.9 63.4 41.8 48.8 76.2 47.1 45.5 56.3

170 九州横断自動車道　延岡線 矢部
やべ

（山
やまと

都）～蔵田
くらた

63.7 58.8 52.9 61.2 61.4 52.3 48.1 50.4 47.4 38.3 54.0 49.4 55.7 51.4 45.5 53.3

171 九州横断自動車道　延岡線 蔵田
くらた

～延岡
のべおか

ＪCT　※1 63.7 55.8 52.8 49.6 56.1 45.5 48.1 47.3 48.1 59.2 41.8 52.4 60.4 51.5 45.5 67.4

172 東九州自動車道 北川
きたがわ

～延岡
のべおかみなみ

南　※1 47.9 51.1 33.1 47.4 34.7 42.4 48.1 42.8 45.9 55.3 54.0 39.8 61.5 47.2 45.5 59.4

173 東九州自動車道 日南
にちなん

～志布志
しぶし

72.8 48.4 52.4 50.6 58.8 47.2 48.0 64.8 50.2 48.5 41.8 42.9 45.1 47.3 45.5 58.9

174 西九州自動車道 福重ＪＣＴ～
ふくしげ

（福井）
ふくい

64.5 55.4 49.0 74.3 45.1 61.5 48.3 55.2 75.4 53.4 54.0 66.9 47.0 47.1 45.5 38.2

175 西九州自動車道 鹿家～
しかか

唐津
からつ

57.2 47.2 44.7 55.2 34.7 42.4 48.0 42.8 46.2 47.3 54.0 58.5 42.5 47.1 45.5 38.7

176 西九州自動車道 唐津～
からつ

伊万里東
いまりひがし

55.6 46.1 44.7 61.6 48.7 73.8 48.0 59.4 48.7 69.1 54.0 63.9 42.3 47.3 45.5 48.3

177 西九州自動車道 伊万里東～
いまりひがし

伊万里西
いまりにし

54.2 44.9 46.8 51.4 65.0 52.6 48.2 51.2 48.7 65.8 54.0 65.0 42.4 49.8 45.5 43.2

178 西九州自動車道 伊万里西～
いまりにし

松浦
まつうら

51.6 45.9 47.4 46.6 65.0 45.4 48.8 53.8 50.9 48.5 54.0 44.1 43.8 48.9 45.5 47.3

179 西九州自動車道 松浦
まつうら

～佐々
さざ

51.6 54.1 47.7 46.6 61.6 57.5 48.3 68.8 46.8 43.8 41.8 41.2 42.0 47.8 45.5 36.2

180 西九州自動車道 佐々～
さざ

佐世保
させぼ

51.6 53.3 48.1 46.6 61.7 81.6 48.0 63.0 45.9 56.1 54.0 52.7 46.4 47.3 45.5 43.2

181 西九州自動車道 佐世保
させぼ

～佐世保大塔
させぼだいとう

31.0 48.9 45.2 50.3 55.7 42.4 48.0 42.8 45.9 68.3 41.8 58.3 47.5 47.1 45.5 55.3

182 南九州西回り自動車道 日奈久
ひなぐ

～芦北
あしきた

45.8 57.8 50.9 48.8 61.8 49.9 48.2 48.5 46.7 70.5 66.1 59.7 55.9 47.1 45.5 41.2

183 南九州西回り自動車道 芦北
あしきた

～出水
いずみ

45.8 54.6 53.6 50.7 67.8 49.7 48.2 62.8 49.1 55.5 66.1 60.6 54.3 47.2 45.5 55.3

184 南九州西回り自動車道 出水
いずみ

～鶴川内
つるかわうち

45.8 50.1 54.4 48.7 61.1 47.1 49.0 67.2 46.1 60.8 66.1 52.4 41.5 47.4 45.5 65.4

185 南九州西回り自動車道 鶴川内
つるかわうち

～川内
せんだい

45.8 57.1 53.4 49.8 59.7 45.3 49.1 49.1 50.0 62.3 66.1 50.0 42.8 47.3 45.5 61.4

186 南九州西回り自動車道 川内
せんだい

～薩摩川内都
さつまぜんだいみやこ

36.9 49.3 51.3 47.1 59.7 42.4 49.0 42.8 116.6 58.4 54.0 49.5 49.7 47.1 45.5 58.4

187 那覇空港自動車道 那覇空港
なはくうこう

～豊見城・名嘉地
とみぐすくなかち

63.7 43.4 41.9 46.6 34.7 58.9 51.7 44.4 45.9 41.5 41.8 39.3 40.6 47.1 45.5 32.1

※1：高速自動車国道に並行する一般国道自動車専用道路 指標１：高速バス等長距離自動車交通の利便性向上を評価
指標２：新幹線・空港等幹線交通網への利便性向上を評価
指標３：高度な医療施設までの搬送時間の短縮を評価
指標４：拠点都市間を連絡し、相互連携の可能化を評価
指標５：日常活動圏の中心都市へのアクセス向上を評価
指標６：複数の主要観光地を連絡し、広域的な観光産業の発展への貢献を評価
指標７：物流拠点へのアクセス向上、産業立地の振興を評価
指標８：高速道路へのアクセス向上、農林水産品の流通利便性の向上を評価

指標　９：高速道路の整備と併せた地域振興計画の推進を評価
指標１０：自動車からのＮＯｘ、ＳＰＭ排出量の削減率を評価
指標１１：並行道路における騒音レベルの低減を評価
指標１２：自動車からのＣＯ２排出量の削減量を評価
指標１３：並行する緊急輸送道路が通行止めになった場合の迂回路長を評価
指標１４：並行する緊急輸送道路における冬期交通障害や異常気象時の通行規制の有無を評価
指標１５：並行する高速道路の代替路線を形成の有無を評価
指標１６：地方の創意工夫による自主的な取組み状況を評価

71



重み付け後の合計点 重み付け偏差値 重み付け値

1 北海道縦貫自動車道 七飯藤城
ななえふじしろ  

～七飯
 ななえ

44.1 32.2 指標1 4.7

2 北海道縦貫自動車道 名寄
なよろ

～美深
びふか

　※1 47.1 41.3 指標2 5.0

3 北海道縦貫自動車道 美深
びふか

～美深敷島
びふかしきしま

　※1 47.0 40.8 指標3 8.9

4 北海道縦貫自動車道 美深敷島
びふかしきしま

～音威子府
おといねっぷ

48.5 45.5 指標4 5.4

5 北海道縦貫自動車道 音威子府
おといねっぷ

～中川
なかがわ

　※1 49.6 48.9 指標5 5.1

6 北海道縦貫自動車道 中川
なかがわ

～幌延
ほろのべ

50.3 50.8 指標6 5.6

7 北海道縦貫自動車道 幌延
ほろのべ

～豊富
とよとみ

サロベツ　※1 47.2 41.4 指標7 7.6

8 北海道縦貫自動車道 豊富北
とよとみきた

～稚内
わっかない

50.2 50.6 指標8 5.5

9 北海道横断自動車道　根室線 黒松内
くろまつない

ＪＣＴ～黒松内
くろまつない

　※1 46.9 40.5 指標9 5.5

10 北海道横断自動車道　根室線 黒松内
くろまつない

～余市
よいち

54.4 63.3 指標10 5.7

11 北海道横断自動車道　根室線 釧路
くしろ

～別保
べっぽ

　※1 47.1 41.1 指標11 5.2

12 北海道横断自動車道　根室線 別
べっぽ

保～温根沼
おんねとう

54.4 63.4 指標12 6.5

13 北海道横断自動車道　根室線 温根沼
おんねとう

～根室
ねむろ

　※1 48.9 46.6 指標13 8.2

14 北海道横断自動車道　網走線 北見
きたみ

～北見市端野町川向
きたみしたんのちょうかわむかい

　※1 45.8 37.3 指標14 5.9

15 北海道横断自動車道　網走線 北見市端野町川向
きたみしたんのちょうかわむかい

～北見市端野町共和
きたみしたんのちょうきょうわ

46.2 38.6 指標15 5.3

16 北海道横断自動車道　網走線 北見市端野町共和
きたみしたんのちょうきょうわ

～高野
たかの

（交差点） 46.2 38.3 指標16 9.9

17 北海道横断自動車道　網走線 女満別空港
めまんべつくうこう

～網走
あばしり

50.1 50.3

18 旭川紋別自動車道 上川層雲峡
かみかわそううんきょう

～浮島
うきしま

45.8 37.2

19 旭川紋別自動車道 白滝
しらたき

～丸瀬布
まるせっぷ

47.3 41.8

20 旭川紋別自動車道 丸瀬布
まるせっぷ

～遠軽
えんがる

47.2 41.5

21 旭川紋別自動車道 遠軽
えんがる

～紋別
もんべつ

51.7 55.2

22 深川留萌自動車道 留萌幌糠
るもいほろぬか

～留萌
るもい

47.1 41.1

23 帯広広尾自動車道 帯広川西
おびひろかわにし

～中札内
なかさつない

47.1 41.1

24 帯広広尾自動車道 中札内
なかさつない

～大樹
たいき

48.1 44.3

25 帯広広尾自動車道 大樹
たいき

～広尾
ひろお

49.0 47.0

26 日高自動車道 日高富川
ひだかとみかわ

～厚賀
あつが

51.1 53.4

27 日高自動車道 厚賀
あつが

～静内
しずない

53.2 59.8

28 日高自動車道 静内
しずない

～浦河
うらかわ

53.6 60.9

29 函館江差自動車道 函館
はこだて

～茂辺地
もへじ

48.6 45.6

30 函館江差自動車道 茂辺地
もへじ

～木古内
きこない

48.4 45.3

31 函館江差自動車道 木古内
きこない

～江差
えさし

50.7 52.2

32 東北縦貫自動車道　八戸線 六戸
ろくのへ

（１）～上北
かみきた

　※1 46.9 40.5

33 東北縦貫自動車道　八戸線 上北
かみきた

～天間舘
てんまだて

47.0 41.0

34 東北縦貫自動車道　八戸線 滝沢
たきざわ

～青森東
あおもりひがし

43.9 31.5

35 東北横断自動車道　釜石秋田線 釜石
かまいし

～釜石西
かまいしにし

49.7 49.2

36 東北横断自動車道　釜石秋田線 遠野住田
とおのすみた

～遠野
とおの

48.9 46.5

37 日本海沿岸東北自動車道 朝日
あさひ

～温海
あつみ

51.0 53.0

38 日本海沿岸東北自動車道 酒田
さかた

みなと～象潟
きさかた

57.3 72.4

39 日本海沿岸東北自動車道 象潟
きさかた

～仁賀保
にかほ

　※1 55.0 65.1

40 日本海沿岸東北自動車道 仁賀保
にかほ

～本荘
ほんじょう

　※1 54.4 63.5

41 日本海沿岸東北自動車道 二ツ井白神
ふたついしらかみ

～あきた北空港
きたくうこう

49.8 49.2

42 日本海沿岸東北自動車道 あきた北空港
きたくうこう

～北秋田市栄
きたあきたしさかえ

　※1 50.2 50.7

43 日本海沿岸東北自動車道 北秋田市栄
きたあきたしさかえ

～大館市櫃崎
おおだてしひつざき

　※1 48.3 44.9

44 日本海沿岸東北自動車道 大館市櫃崎
おおだてしひつざき

～大館北
おおだてきた

　※1 47.7 42.9

45 東北中央自動車道 相馬
そうま

ＪＣＴ～相馬西
そうまにし

49.8 49.5

46 東北中央自動車道 相馬西
そうまにし

～阿武隈
あぶくま

　※1 48.7 45.9

47 東北中央自動車道 阿武隈
あぶくま

～霊山町
りょうぜんまち

  石田
いしだ

50.6 51.8

48 東北中央自動車道 霊山
りょうぜんまち

町  石田
いしだ

～霊山町
りょうぜんまち

  小国
おぐに

　※1 50.4 51.1

49 東北中央自動車道 霊山町
りょうぜんまち

  小国
おぐに

～福島北
ふくしまきた

ＪＣＴ 49.5 48.6

50 東北中央自動車道 尾花沢
おばなざわ

～新庄
しんじょう

　※1 46.9 40.7

※1：高速自動車国道に並行する一般国道自動車専用道路
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重み付け後の合計点 重み付け偏差値 重み付け値

評価手法
委員会

④外部効果の重み付け偏差値

No. 路線名 評価区間
評価手法
委員会

重み付け

評価手法
委員会

重み付け

51 東北中央自動車道 新庄
しんじょう

～新庄
しんじょうきた

北　※1 49.5 48.5 指標1 4.7

52 東北中央自動車道 新庄
しんじょうきた

北～金山町飛ノ森
かなやままちとびのもり

49.9 49.7 指標2 5.0

53 東北中央自動車道 真室川町及位
まむろがわまちのぞき

～湯沢市
ゆざわしかみいんない

上院内 46.5 39.4 指標3 8.9

54 東北中央自動車道 湯沢市
ゆざわしかみいんない

上院内～湯沢市
ゆざわししもいんない

下院内　※1 47.1 41.1 指標4 5.4

55 東北中央自動車道 湯沢市
ゆざわししもいんない

下院内～雄
おがち

勝こまち 46.3 38.7 指標5 5.1

56 常磐自動車道 利府
りふ

ＪＣＴ～富
とみや

谷ＪＣＴ　※1 46.1 38.0 指標6 5.6

57 津軽自動車道 浪岡
なみおか

ＪCT～浪岡
なみおか

46.0 37.7 指標7 7.6

58 津軽自動車道 五所川原北
ごしょがわらきた

～つがる市柏
しかしわ

46.3 38.8 指標8 5.5

59 津軽自動車道 つがる市柏
しかしわ

～つがる市木造
しきづくり

48.5 45.6 指標9 5.5

60 津軽自動車道 つがる市木造
しきづくり

～鰺ヶ沢
あじがさわ

46.9 40.6 指標10 5.7

61 八戸久慈自動車道 八戸ＪＣＴ～
はちのへ

八戸南
はちのへみなみ

48.1 44.2 指標11 5.2

62 八戸久慈自動車道 八戸南～
はちのへみなみ

　階上
はしかみ

49.0 46.9 指標12 6.5

63 八戸久慈自動車道 階上～
はしかみ

久慈北
くじきた

50.4 51.4 指標13 8.2

64 三陸縦貫自動車道 桃生豊里
ものうとよさと

～登米
とよま

47.7 43.0 指標14 5.9

65 三陸縦貫自動車道 登米～
とよま

志津川
しづがわ

50.4 51.3 指標15 5.3

66 三陸縦貫自動車道 志津川～
しづがわ

大谷
おおや

51.5 54.6 指標16 9.9

67 三陸縦貫自動車道 大谷～
おおや

気仙沼
けせんぬま

48.5 45.4

68 三陸縦貫自動車道 気仙沼～
けせんぬま

唐桑町只越
からくわちょうただごし

50.9 52.7

69 三陸縦貫自動車道 唐桑町只越
からくわちょうただこし

～唐桑町舘
からくわちょうたて

47.5 42.5

70 三陸縦貫自動車道 唐桑町舘
からくわちょうたて

～高田
たかた

48.7 46.0

71 三陸縦貫自動車道 高田～
たかた

大船渡碁石海岸
おおふなとごいしかいがん

49.9 49.6

72 三陸縦貫自動車道 三陸～
さんりく

吉浜
よしはま

49.2 47.6

73 三陸縦貫自動車道 吉浜
よしはま

～釜石
かまいし

52.2 56.6

74 三陸縦貫自動車道 釜石～
かまいし

山田南
やまだみなみ

56.0 68.3

75 三陸縦貫自動車道 山田～
やまだ

金浜
かねはま

51.6 55.0

76 三陸縦貫自動車道 金浜～
かねはま

松山
まつやま

49.8 49.5

77 三陸縦貫自動車道 松山～
まつやま

宮古北
みやこきた

50.9 52.7

78 東関東自動車道　館山線 富浦
とみうら

～館山
たてやま

43.2 29.4

79 東関東自動車道　水戸線 潮来
いたこ

～鉾田
ほこた

48.1 44.3

80 東京外かく環状道路 大泉
おおいずみ

ＪＣＴ～東名
とうめい

ＪＣＴ 67.1 102.1

81 東京外かく環状道路 東名
とうめい

ＪＣＴ～平和島
へいわじま

ＪＣＴ 57.4 72.6

82 第二東海自動車道 玉川
たまがわ

～横浜
よこはまいずみ

泉ＪＣＴ 47.9 43.7

83 第二東海自動車道 横浜
よこはまいずみ

泉ＪＣＴ～海老名南
えびなみなみ

ＪＣＴ 51.7 55.3

84 首都圏中央連絡自動車道 釜利谷ＪＣＴ～
かまりや

戸塚
とつか

48.4 45.0

85 首都圏中央連絡自動車道 栄
さかえ

ＪＣＴ～藤沢
ふじさわ

48.7 46.0

86 首都圏中央連絡自動車道 西久保ＪＣＴ～
にしくぼ

海老名南ＪＣＴ
えびなみなみ

46.8 40.4

87 首都圏中央連絡自動車道 海老名北～
えびなきた

相模原
さがみはら

47.1 41.0

88 首都圏中央連絡自動車道 相模原～
さがみはら

八王子ＪＣＴ
はちおうじ

48.7 46.1

89 首都圏中央連絡自動車道 川島～
かわじま

五霞
ごか

58.1 74.6

90 首都圏中央連絡自動車道 五霞～つくばＪＣＴ
ごか

51.4 54.2

91 首都圏中央連絡自動車道 つくばＪＣＴ～大栄ＪＣＴ
たいえい

50.6 52.0

92 首都圏中央連絡自動車道 大栄ＪＣＴ～
たいえい

松尾横芝
まつおよこしば

46.3 38.8

93 首都圏中央連絡自動車道 東金
とうがね

ＪＣＴ～茂原長南
もばらちょうなん

46.8 40.2

94 首都圏中央連絡自動車道 茂原長南
もばらちょうなん

～木更津JCT
きさらづ

48.4 45.1

95 中部横断自動車道 長坂
ながさか

ＪＣＴ～八千穂
やちほ

49.1 47.3

96 能越自動車道 輪島～
わじま

三井
みい

47.4 42.0

97 能越自動車道 三井～
みい

能登空港
のとくうこう

47.0 40.7

98 能越自動車道 田鶴浜～
たつるはま

七尾
ななお

46.9 40.6

99 能越自動車道 七尾
ななお

～氷見
ひみ

49.2 47.6

100 中部縦貫自動車道 松本ＪＣＴ～
まつもと

波田
はた

46.7 40.1

※1：高速自動車国道に並行する一般国道自動車専用道路
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重み付け後の合計点 重み付け偏差値 重み付け値

評価手法
委員会

④外部効果の重み付け偏差値

No. 路線名 評価区間
評価手法
委員会

重み付け

評価手法
委員会

重み付け

101 中部縦貫自動車道 波田～
はた

中ノ湯
なかのゆ

46.5 39.4 指標1 4.7

102 中部縦貫自動車道 平湯～
ひらゆ

丹生川
にゅうかわ

49.6 48.6 指標2 5.0

103 中部縦貫自動車道 丹生川～
にゅうかわ

飛騨清見
ひだきよみ

50.7 52.2 指標3 8.9

104 中部縦貫自動車道 大野～
おおの

油坂出入口
あぶらさかでいりぐち

53.5 60.6 指標4 5.4

105 中部縦貫自動車道 福井北ＪＣＴ～
ふくいきた

大野
おおの

56.4 69.6 指標5 5.1

106 伊豆縦貫自動車道 岡宮～
おかのみや

函南
かんなみ

51.2 53.5 指標6 5.6

107 伊豆縦貫自動車道 函南～
かんなみ

修善寺ＪＣＴ
しゅぜんじ

46.6 39.8 指標7 7.6

108 伊豆縦貫自動車道 修善寺～
しゅぜんじ

天城湯ヶ島
あまぎゆがしま

49.3 47.8 指標8 5.5

109 伊豆縦貫自動車道 天城湯ヶ島
あまぎゆがしま

～下田北
しもだきた

56.6 70.0 指標9 5.5

110 伊豆縦貫自動車道 下田北～
しもだきた

下田
しもだ

54.9 64.9 指標10 5.7

111 三遠南信自動車道 飯田山本
いいだやまもと

～喬木
たかぎ

47.8 43.5 指標11 5.2

112 三遠南信自動車道 程野～
ほどの

南信濃
みなみしなの

51.1 53.5 指標12 6.5

113 三遠南信自動車道 南信濃～
みなみしなの

水窪北
みさくぼきた

52.6 57.8 指標13 8.2

114 三遠南信自動車道 水窪北～
みさくぼきた

佐久間
さくま

51.4 54.2 指標14 5.9

115 三遠南信自動車道 佐久間～
さくま

引佐
いなさ

ＪＣＴ 49.0 47.0 指標15 5.3

116 東海環状自動車道 土岐
ときみなみたじみ

南多治見～西関
にしせき

48.4 45.1 指標16 9.9

117 東海環状自動車道 西関～
にしせき

養老
ようろう

51.8 55.3

118 東海環状自動車道 養老～
ようろう

北勢
ほくせい

51.9 55.6

119 東海環状自動車道 北勢～
ほくせい

四日市北ＪＣＴ
よっかいちきた

50.7 52.0

120 近畿自動車道　伊勢線 名古屋西
なごやにし

ＪＣＴ～飛島
とびしま

48.1 44.1

121 近畿自動車道　紀勢線 すさみ～太地
たいじ

50.3 50.8

122 近畿自動車道　紀勢線 太地
たいじ

～新宮
しんぐう

　※1 52.8 58.5

123 近畿自動車道　紀勢線 新宮
しんぐう

～大泊
おおどまり

50.6 51.9

124 近畿自動車道　紀勢線 大泊
おおどまり

～尾鷲
おわせみなみ

南　※1 50.1 50.2

125 近畿自動車道　紀勢線 尾鷲
おわせみなみ

南～尾鷲
おわせきた

北 49.1 47.3

126 京都縦貫自動車道 久御山～
くみやま

沓掛（
くつかけ

大枝
おおえ

） 49.0 46.8

127 京都縦貫自動車道 丹波～
たんば

綾部ＪＣＴ
あやべ

48.3 44.9

128 京奈和自動車道 巨椋ＪＣＴ～
おぐら

城陽
じょうよう

ＪＣＴ 47.5 42.4

129 京奈和自動車道 奈良北～
ならきた

大和郡山
やまとこおりやま

ＪＣＴ 46.9 40.6

130 京奈和自動車道 大和郡山
やまとこおりやま

ＪＣＴ～五條北
ごじょうきた

52.4 57.3

131 京奈和自動車道 高野口～
こうやぐち

打田
うちた

54.4 63.3

132 京奈和自動車道 打田～
うちた

和歌山ＪＣＴ
わかやま

51.3 53.9

133 北近畿豊岡自動車道 和田山～
わだやま

八鹿
ようか

50.8 52.5

134 北近畿豊岡自動車道 八鹿～
ようか

日高
ひだか

49.1 47.4

135 北近畿豊岡自動車道 日高～
ひだか

豊岡南
とよおかみなみ

47.6 42.6

136 北近畿豊岡自動車道 豊岡南
とよおかみなみ

～豊岡竹野
とよおかたけの

48.0 43.9

137 中国横断自動車道　岡山米子線 米子北
よなごきた

～境港
さかいみなと

45.9 37.6

138 山陰自動車道 鳥取
とっとり

～吉岡
よしおかおんせん

温泉　※1 48.9 46.7

139 山陰自動車道 吉岡
よしおかおんせん

温泉～瑞穂
みずほ

　※1 47.2 41.5

140 山陰自動車道 瑞穂
みずほ

～青谷
あおや

48.5 45.4

141 山陰自動車道 はわい～東伯
とうはく

　※1 47.2 41.5

142 山陰自動車道 東伯
とうはく

～赤碕
あかさきなかやま

中山　※1 49.8 49.5

143 山陰自動車道 赤碕
あかさきなかやま

中山～下市
しもいち

　※1 49.8 49.5

144 山陰自動車道 下市
しもいち

～淀江
よどえ

　※1 50.5 51.6

145 山陰自動車道 出雲
いずも

～多伎
たき

46.9 40.6

146 山陰自動車道 多伎
たき

～朝山
あさやま

　※1 48.9 46.8

147 山陰自動車道 朝山
あさやま

～大田
おおだ

　※1 52.2 56.6

148 山陰自動車道 大田
おおだ

～仁摩
にま

49.7 49.2

149 山陰自動車道 仁摩
にま

～福光
ふくみつ

　※1 48.8 46.3

150 山陰自動車道 福光
ふくみつ

～江津
ごうつ

47.8 43.3

※1：高速自動車国道に並行する一般国道自動車専用道路
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重み付け後の合計点 重み付け偏差値 重み付け値

評価手法
委員会

④外部効果の重み付け偏差値

No. 路線名 評価区間
評価手法
委員会

重み付け

評価手法
委員会

重み付け

151 山陰自動車道 原井
はらい

～三隅
みすみ

　※1 54.2 62.7 指標1 4.7

152 山陰自動車道 三隅
みすみ

～遠田
とおだ

53.4 60.4 指標2 5.0

153 山陰自動車道 遠田
とおだ

～須子
すこ

　※1 56.5 69.7 指標3 8.9

154 山陰自動車道 須子
すこ

～萩
はぎ

53.0 59.3 指標4 5.4

155 山陰自動車道 萩
はぎ

～三隅
みすみ

　※1 53.0 59.0 指標5 5.1

156 山陰自動車道 三隅
みすみ

～小月
おづき

ＪＣＴ 52.9 58.8 指標6 5.6

157 東広島・呉自動車道 東広島ＪＣＴ～
ひがしひろしま

阿賀
あが

55.7 67.4 指標7 7.6

158 四国横断自動車道 須崎東
すさきひがし

～須崎新荘
すさきしんじょう

　※1 46.4 39.0 指標8 5.5

159 四国横断自動車道 窪川
くぼかわ

～金
きんじょうの

上野 47.9 43.7 指標9 5.5

160 四国横断自動車道 金
きんじょうの

上野～拳
こぶしのかわ

ノ川　※1 48.5 45.4 指標10 5.7

161 四国横断自動車道 拳ノ川
こぶしのかわ

～中村
なかむら

54.2 62.9 指標11 5.2

162 四国横断自動車道 中村
なかむら

～宿毛
すくも

　※1 53.5 60.8 指標12 6.5

163 四国横断自動車道 宿毛
すくも

～内海
うちうみ

58.5 76.0 指標13 8.2

164 四国横断自動車道 内海
うちうみ

～岩松
いわまつ

54.3 63.0 指標14 5.9

165 四国横断自動車道 岩松
いわまつ

～宇和島北
うわじまきた

　※1 58.4 75.5 指標15 5.3

166 今治小松自動車道 今治～
いまばり

今治湯ノ浦
いまばりゆのうら

45.9 37.5 指標16 9.9

167 高知東部自動車道 高知～
こうち

高知空港
こうちくうこう

52.2 56.7

168 高知東部自動車道 高知空港～
こうちくうこう

芸西西
げいせいにし

56.1 68.6

169 高知東部自動車道 芸西西～
げいせいにし

安芸西
あきにし

53.4 60.2

170 九州横断自動車道　延岡線 矢部
やべ

（山
やまと

都）～蔵田
くらた

52.5 57.7

171 九州横断自動車道　延岡線 蔵田
くらた

～延岡
のべおか

ＪCT　※1 53.5 60.7

172 東九州自動車道 北川
きたがわ

～延岡
のべおかみなみ

南　※1 47.6 42.8

173 東九州自動車道 日南
にちなん

～志布志
しぶし

51.3 54.0

174 西九州自動車道 福重ＪＣＴ～
ふくしげ

（福井）
ふくい

53.8 61.6

175 西九州自動車道 鹿家～
しかか

唐津
からつ

46.5 39.3

176 西九州自動車道 唐津～
からつ

伊万里東
いまりひがし

52.8 58.4

177 西九州自動車道 伊万里東～
いまりひがし

伊万里西
いまりにし

51.0 53.1

178 西九州自動車道 伊万里西～
いまりにし

松浦
まつうら

48.8 46.3

179 西九州自動車道 松浦
まつうら

～佐々
さざ

47.9 43.6

180 西九州自動車道 佐々～
さざ

佐世保
させぼ

51.9 55.9

181 西九州自動車道 佐世保
させぼ

～佐世保大塔
させぼだいとう

48.8 46.4

182 南九州西回り自動車道 日奈久
ひなぐ

～芦北
あしきた

52.2 56.8

183 南九州西回り自動車道 芦北
あしきた

～出水
いずみ

54.1 62.5

184 南九州西回り自動車道 出水
いずみ

～鶴川内
つるかわうち

53.2 59.8

185 南九州西回り自動車道 鶴川内
つるかわうち

～川内
せんだい

52.2 56.8

186 南九州西回り自動車道 川内
せんだい

～薩摩川内都
さつまぜんだいみやこ

53.6 61.0

187 那覇空港自動車道 那覇空港
なはくうこう

～豊見城・名嘉地
とみぐすくなかち

44.2 32.3

※1：高速自動車国道に並行する一般国道自動車専用道路
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⑤総合評価 
総合評価は、「費用対便益」と「外部効果」の２つの指標について、それぞれの指標毎

に求められる評点（偏差値）に重みを付けて総合評価点数を以下の式に基づいて算出する。

なお、今回の評価における重み付けは、民営化時の評価結果も踏まえ、表２－１４の道路

事業評価手法検討委員会における重み付けを用いることとした。 

 
評価点数＝ α×費用対便益評点 ＋ β×外部効果評点 

 
各評価項目毎の評点は、全ての評価区間の評価値を求めた上で、偏差値化して算出する。 
α、β：各評価項目に対する重み付け（α＋β＝１００％） 

 
総合評価の算出結果は以下の表に示す通りである。 

 
 
 
 
 



外部効果（重み付け偏差値）※5 重み付け値

1 北海道縦貫自動車道 七飯藤城
ななえふじしろ  

～七飯
 ななえ

56.2 － 32.2 45.4 費用対便益 55.0

2 北海道縦貫自動車道 名寄
なよろ

～美深
びふか

　※1 44.0 － 41.3 42.8 外部効果 45.0

3 北海道縦貫自動車道 美深
びふか

～美深敷島
びふかしきしま

　※1 54.8 － 40.8 48.5

4 北海道縦貫自動車道 美深敷島
びふかしきしま

～音威子府
おといねっぷ

40.2 41.2 45.5 43.1

5 北海道縦貫自動車道 音威子府
おといねっぷ

～中川
なかがわ

　※1 45.5 － 48.9 47.0

6 北海道縦貫自動車道 中川
なかがわ

～幌延
ほろのべ

36.8 37.3 50.8 43.4

7 北海道縦貫自動車道 幌延
ほろのべ

～豊富
とよとみ

サロベツ　※1 49.6 － 41.4 45.9

8 北海道縦貫自動車道 豊富北
とよとみきた

～稚内
わっかない

37.1 37.5 50.6 43.4

9 北海道横断自動車道　根室線 黒松内
くろまつない

ＪＣＴ～黒松内
くろまつない

　※1 47.2 － 40.5 44.2

10 北海道横断自動車道　根室線 黒松内
くろまつない

～余市
よいち

52.3 － 63.3 57.2

11 北海道横断自動車道　根室線 釧路
くしろ

～別保
べっぽ

　※1 45.5 － 41.1 43.5

12 北海道横断自動車道　根室線 別
べっぽ

保～温根沼
おんねとう

36.7 37.7 63.4 49.3

13 北海道横断自動車道　根室線 温根沼
おんねとう

～根室
ねむろ

　※1 40.6 － 46.6 43.3

14 北海道横断自動車道　網走線 北見
きたみ

～北見市端野町川向
きたみしたんのちょうかわむかい

　※1 47.2 － 37.3 42.7

15 北海道横断自動車道　網走線 北見市端野町川向
きたみしたんのちょうかわむかい

～北見市端野町共和
きたみしたんのちょうきょうわ

48.2 － 38.6 43.8

16 北海道横断自動車道　網走線 北見市端野町共和
きたみしたんのちょうきょうわ

～高野
たかの

（交差点） 48.3 － 38.3 43.8

17 北海道横断自動車道　網走線 女満別空港
めまんべつくうこう

～網走
あばしり

46.7 － 50.3 48.3

18 旭川紋別自動車道 上川層雲峡
かみかわそううんきょう

～浮島
うきしま

55.1 － 37.2 47.0

19 旭川紋別自動車道 白滝
しらたき

～丸瀬布
まるせっぷ

59.4 － 41.8 51.5

20 旭川紋別自動車道 丸瀬布
まるせっぷ

～遠軽
えんがる

66.9 － 41.5 55.5

21 旭川紋別自動車道 遠軽
えんがる

～紋別
もんべつ

37.7 38.4 55.2 45.9

22 深川留萌自動車道 留萌幌糠
るもいほろぬか

～留萌
るもい

41.6 － 41.1 41.4

23 帯広広尾自動車道 帯広川西
おびひろかわにし

～中札内
なかさつない

49.5 － 41.1 45.7

24 帯広広尾自動車道 中札内
なかさつない

～大樹
たいき

45.3 － 44.3 44.8

25 帯広広尾自動車道 大樹
たいき

～広尾
ひろお

36.2 39.4 47.0 42.8

26 日高自動車道 日高富川
ひだかとみかわ

～厚賀
あつが

47.9 － 53.4 50.4

27 日高自動車道 厚賀
あつが

～静内
しずない

75.3 － 59.8 68.4

28 日高自動車道 静内
しずない

～浦河
うらかわ

38.5 39.7 60.9 49.3

29 函館江差自動車道 函館
はこだて

～茂辺地
もへじ

44.4 － 45.6 45.0

30 函館江差自動車道 茂辺地
もへじ

～木古内
きこない

52.2 － 45.3 49.1

31 函館江差自動車道 木古内
きこない

～江差
えさし

36.7 37.8 52.2 44.3

32 東北縦貫自動車道　八戸線 六戸
ろくのへ

（１）～上北
かみきた

　※1 64.4 － 40.5 53.6

33 東北縦貫自動車道　八戸線 上北
かみきた

～天間舘
てんまだて

44.3 － 41.0 42.8

34 東北縦貫自動車道　八戸線 滝沢
たきざわ

～青森東
あおもりひがし

43.0 － 31.5 37.8

35 東北横断自動車道　釜石秋田線 釜石
かまいし

～釜石西
かまいしにし

39.1 41.0 49.2 44.7

36 東北横断自動車道　釜石秋田線 遠野住田
とおのすみた

～遠野
とおの

38.4 39.9 46.5 42.9

37 日本海沿岸東北自動車道 朝日
あさひ

～温海
あつみ

40.0 39.4 53.0 45.5

38 日本海沿岸東北自動車道 酒田
さかた

みなと～象潟
きさかた

39.6 41.1 72.4 55.2

39 日本海沿岸東北自動車道 象潟
きさかた

～仁賀保
にかほ

　※1 54.9 － 65.1 59.5

40 日本海沿岸東北自動車道 仁賀保
にかほ

～本荘
ほんじょう

　※1 53.5 － 63.5 58.0

41 日本海沿岸東北自動車道 二ツ井白神
ふたついしらかみ

～あきた北空港
きたくうこう

38.8 39.8 49.2 44.0

42 日本海沿岸東北自動車道 あきた北空港
きたくうこう

～北秋田市栄
きたあきたしさかえ

　※1 65.2 － 50.7 58.7

43 日本海沿岸東北自動車道 北秋田市栄
きたあきたしさかえ

～大館市櫃崎
おおだてしひつざき

　※1 53.0 － 44.9 49.4

44 日本海沿岸東北自動車道 大館市櫃崎
おおだてしひつざき

～大館北
おおだてきた

　※1 53.7 － 42.9 48.8

45 東北中央自動車道 相馬
そうま

ＪＣＴ～相馬西
そうまにし

47.9 － 49.5 48.6

46 東北中央自動車道 相馬西
そうまにし

～阿武隈
あぶくま

　※1 42.8 － 45.9 44.2

47 東北中央自動車道 阿武隈
あぶくま

～霊山町
りょうぜんまち

  石田
いしだ

38.3 38.7 51.8 44.6

48 東北中央自動車道 霊山
りょうぜんまち

町  石田
いしだ

～霊山町
りょうぜんまち

  小国
おぐに

　※1 55.8 － 51.1 53.7

49 東北中央自動車道 霊山町
りょうぜんまち

  小国
おぐに

～福島北
ふくしまきた

ＪＣＴ 45.6 － 48.6 47.0

50 東北中央自動車道 尾花沢
おばなざわ

～新庄
しんじょう

　※1 47.7 － 40.7 44.5

No. 路線名 評価区間

⑤総合評価

評価手法
委員会

重み付け

費用対便益の評点※2

現計画※3

断面
完成2車※4

断面
総合評価※6 評価手法

委員会

※1：高速自動車国道に並行する一般国道自動車専用道路
※2：評点：全評価区間における各区間の費用対便益の偏差値を算出。
※3：現計画断面の費用対便益：「費用便益分析マニュアル」(平成15年8月国土交通省道路局都市・地域整備局）を適用し、現計画断面での評価区間の
　　　整備の有無による便益と費用（事業費と維持管理費の合計）から算定。
※4：完成２車断面の費用対便益：「費用便益分析マニュアル」(平成15年8月国土交通省道路局都市・地域整備局）を適用し、完成２車断面での
　　　評価区間の整備の有無による便益と費用（事業費と維持管理費の合計）から算定。現計画で、費用対便益≧１.２となる区間については「－」と記載。
※5：外部効果（重み付け偏差値）：16指標ごとの各点数(偏差値)をもとに、道路事業評価手法検討委員会による重み付けを用いて算定した値の偏差値。
※6：総合評価：費用対便益及び外部効果について、それぞれの指標毎に道路事業評価手法検討委員会による重み付けを用いて、総合評価点数を算出。
　　　現計画断面で費用対便益≧１．２となる区間は現計画断面の費用対便益を適用し、それ以外の区間は、完成２車断面の費用対便益を適用。
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外部効果（重み付け偏差値）※5 重み付け値

No. 路線名 評価区間

⑤総合評価

評価手法
委員会

重み付け

費用対便益の評点※2

現計画※3

断面
完成2車※4

断面
総合評価※6 評価手法

委員会

51 東北中央自動車道 新庄
しんじょう

～新庄
しんじょうきた

北　※1 49.0 － 48.5 48.8 費用対便益 55.0

52 東北中央自動車道 新庄
しんじょうきた

北～金山町飛ノ森
かなやままちとびのもり

42.7 － 49.7 45.9 外部効果 45.0

53 東北中央自動車道 真室川町及位
まむろがわまちのぞき

～湯沢市
ゆざわしかみいんない

上院内 40.0 42.1 39.4 40.9

54 東北中央自動車道 湯沢市
ゆざわしかみいんない

上院内～湯沢市
ゆざわししもいんない

下院内　※1 49.4 － 41.1 45.7

55 東北中央自動車道 湯沢市
ゆざわししもいんない

下院内～雄
おがち

勝こまち 39.2 40.1 38.7 39.5

56 常磐自動車道 利府
りふ

ＪＣＴ～富
とみや

谷ＪＣＴ　※1 45.3 － 38.0 42.0

57 津軽自動車道 浪岡
なみおか

ＪCT～浪岡
なみおか

50.7 － 37.7 44.8

58 津軽自動車道 五所川原北
ごしょがわらきた

～つがる市柏
しかしわ

60.4 － 38.8 50.7

59 津軽自動車道 つがる市柏
しかしわ

～つがる市木造
しきづくり

51.6 － 45.6 48.9

60 津軽自動車道 つがる市木造
しきづくり

～鰺ヶ沢
あじがさわ

59.1 － 40.6 50.8

61 八戸久慈自動車道 八戸ＪＣＴ～
はちのへ

八戸南
はちのへみなみ

44.1 － 44.2 44.1

62 八戸久慈自動車道 八戸南～
はちのへみなみ

　階上
はしかみ

47.4 － 46.9 47.2

63 八戸久慈自動車道 階上～
はしかみ

久慈北
くじきた

39.7 41.5 51.4 45.9

64 三陸縦貫自動車道 桃生豊里
ものうとよさと

～登米
とよま

50.1 － 43.0 46.9

65 三陸縦貫自動車道 登米～
とよま

志津川
しづがわ

56.1 － 51.3 53.9

66 三陸縦貫自動車道 志津川～
しづがわ

大谷
おおや

49.6 － 54.6 51.8

67 三陸縦貫自動車道 大谷～
おおや

気仙沼
けせんぬま

79.0 － 45.4 63.9

68 三陸縦貫自動車道 気仙沼～
けせんぬま

唐桑町只越
からくわちょうただごし

56.9 － 52.7 55.0

69 三陸縦貫自動車道 唐桑町只越
からくわちょうただこし

～唐桑町舘
からくわちょうたて

44.2 － 42.5 43.4

70 三陸縦貫自動車道 唐桑町舘
からくわちょうたて

～高田
たかた

41.0 － 46.0 43.2

71 三陸縦貫自動車道 高田～
たかた

大船渡碁石海岸
おおふなとごいしかいがん

74.1 － 49.6 63.1

72 三陸縦貫自動車道 三陸～
さんりく

吉浜
よしはま

53.1 － 47.6 50.6

73 三陸縦貫自動車道 吉浜
よしはま

～釜石
かまいし

40.0 42.1 56.6 48.6

74 三陸縦貫自動車道 釜石～
かまいし

山田南
やまだみなみ

44.1 － 68.3 55.0

75 三陸縦貫自動車道 山田～
やまだ

金浜
かねはま

47.2 － 55.0 50.7

76 三陸縦貫自動車道 金浜～
かねはま

松山
まつやま

52.4 － 49.5 51.1

77 三陸縦貫自動車道 松山～
まつやま

宮古北
みやこきた

52.7 － 52.7 52.7

78 東関東自動車道　館山線 富浦
とみうら

～館山
たてやま

42.1 － 29.4 36.4

79 東関東自動車道　水戸線 潮来
いたこ

～鉾田
ほこた

45.6 － 44.3 45.0

80 東京外かく環状道路 大泉
おおいずみ

ＪＣＴ～東名
とうめい

ＪＣＴ 67.4 － 102.1 83.0

81 東京外かく環状道路 東名
とうめい

ＪＣＴ～平和島
へいわじま

ＪＣＴ 54.3 － 72.6 62.5

82 第二東海自動車道 玉川
たまがわ

～横浜
よこはまいずみ

泉ＪＣＴ 47.2 － 43.7 45.6

83 第二東海自動車道 横浜
よこはまいずみ

泉ＪＣＴ～海老名南
えびなみなみ

ＪＣＴ 47.4 － 55.3 51.0

84 首都圏中央連絡自動車道 釜利谷ＪＣＴ～
かまりや

戸塚
とつか

52.5 － 45.0 49.1

85 首都圏中央連絡自動車道 栄
さかえ

ＪＣＴ～藤沢
ふじさわ

46.2 － 46.0 46.2

86 首都圏中央連絡自動車道 西久保ＪＣＴ～
にしくぼ

海老名南ＪＣＴ
えびなみなみ

46.9 － 40.4 44.0

87 首都圏中央連絡自動車道 海老名北～
えびなきた

相模原
さがみはら

62.3 － 41.0 52.8

88 首都圏中央連絡自動車道 相模原～
さがみはら

八王子ＪＣＴ
はちおうじ

60.9 － 46.1 54.3

89 首都圏中央連絡自動車道 川島～
かわじま

五霞
ごか

51.3 － 74.6 61.8

90 首都圏中央連絡自動車道 五霞～つくばＪＣＴ
ごか

50.1 － 54.2 51.9

91 首都圏中央連絡自動車道 つくばＪＣＴ～大栄ＪＣＴ
たいえい

45.3 － 52.0 48.3

92 首都圏中央連絡自動車道 大栄ＪＣＴ～
たいえい

松尾横芝
まつおよこしば

42.9 － 38.8 41.0

93 首都圏中央連絡自動車道 東金
とうがね

ＪＣＴ～茂原長南
もばらちょうなん

55.3 － 40.2 48.5

94 首都圏中央連絡自動車道 茂原長南
もばらちょうなん

～木更津JCT
きさらづ

50.1 － 45.1 47.8

95 中部横断自動車道 長坂
ながさか

ＪＣＴ～八千穂
やちほ

42.0 － 47.3 44.4

96 能越自動車道 輪島～
わじま

三井
みい

43.0 － 42.0 42.5

97 能越自動車道 三井～
みい

能登空港
のとくうこう

42.7 － 40.7 41.8

98 能越自動車道 田鶴浜～
たつるはま

七尾
ななお

43.5 － 40.6 42.2

99 能越自動車道 七尾
ななお

～氷見
ひみ

42.7 － 47.6 44.9

100 中部縦貫自動車道 松本ＪＣＴ～
まつもと

波田
はた

48.2 － 40.1 44.5

※1：高速自動車国道に並行する一般国道自動車専用道路
※2：評点：全評価区間における各区間の費用対便益の偏差値を算出。
※3：現計画断面の費用対便益：「費用便益分析マニュアル」(平成15年8月国土交通省道路局都市・地域整備局）を適用し、現計画断面での評価区間の
　　　整備の有無による便益と費用（事業費と維持管理費の合計）から算定。
※4：完成２車断面の費用対便益：「費用便益分析マニュアル」(平成15年8月国土交通省道路局都市・地域整備局）を適用し、完成２車断面での
　　　評価区間の整備の有無による便益と費用（事業費と維持管理費の合計）から算定。現計画で、費用対便益≧１.２となる区間については「－」と記載。
※5：外部効果（重み付け偏差値）：16指標ごとの各点数(偏差値)をもとに、道路事業評価手法検討委員会による重み付けを用いて算定した値の偏差値。
※6：総合評価：費用対便益及び外部効果について、それぞれの指標毎に道路事業評価手法検討委員会による重み付けを用いて、総合評価点数を算出。
　　　現計画断面で費用対便益≧１．２となる区間は現計画断面の費用対便益を適用し、それ以外の区間は、完成２車断面の費用対便益を適用。
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外部効果（重み付け偏差値）※5 重み付け値

No. 路線名 評価区間

⑤総合評価

評価手法
委員会

重み付け

費用対便益の評点※2

現計画※3

断面
完成2車※4

断面
総合評価※6 評価手法

委員会

101 中部縦貫自動車道 波田～
はた

中ノ湯
なかのゆ

44.8 － 39.4 42.4 費用対便益 55.0

102 中部縦貫自動車道 平湯～
ひらゆ

丹生川
にゅうかわ

45.4 － 48.6 46.9 外部効果 45.0

103 中部縦貫自動車道 丹生川～
にゅうかわ

飛騨清見
ひだきよみ

52.5 － 52.2 52.3

104 中部縦貫自動車道 大野～
おおの

油坂出入口
あぶらさかでいりぐち

37.8 39.4 60.6 48.9

105 中部縦貫自動車道 福井北ＪＣＴ～
ふくいきた

大野
おおの

58.5 － 69.6 63.5

106 伊豆縦貫自動車道 岡宮～
おかのみや

函南
かんなみ

53.7 － 53.5 53.6

107 伊豆縦貫自動車道 函南～
かんなみ

修善寺ＪＣＴ
しゅぜんじ

40.3 40.4 39.8 40.1

108 伊豆縦貫自動車道 修善寺～
しゅぜんじ

天城湯ヶ島
あまぎゆがしま

64.5 － 47.8 57.0

109 伊豆縦貫自動車道 天城湯ヶ島
あまぎゆがしま

～下田北
しもだきた

41.3 － 70.0 54.2

110 伊豆縦貫自動車道 下田北～
しもだきた

下田
しもだ

62.1 － 64.9 63.4

111 三遠南信自動車道 飯田山本
いいだやまもと

～喬木
たかぎ

48.9 － 43.5 46.4

112 三遠南信自動車道 程野～
ほどの

南信濃
みなみしなの

37.4 38.6 53.5 45.3

113 三遠南信自動車道 南信濃～
みなみしなの

水窪北
みさくぼきた

42.9 － 57.8 49.6

114 三遠南信自動車道 水窪北～
みさくぼきた

佐久間
さくま

37.0 38.0 54.2 45.3

115 三遠南信自動車道 佐久間～
さくま

引佐
いなさ

ＪＣＴ 41.4 － 47.0 43.9

116 東海環状自動車道 土岐
ときみなみたじみ

南多治見～西関
にしせき

46.5 － 45.1 45.9

117 東海環状自動車道 西関～
にしせき

養老
ようろう

45.3 － 55.3 49.8

118 東海環状自動車道 養老～
ようろう

北勢
ほくせい

48.9 － 55.6 51.9

119 東海環状自動車道 北勢～
ほくせい

四日市北ＪＣＴ
よっかいちきた

45.3 － 52.0 48.3

120 近畿自動車道　伊勢線 名古屋西
なごやにし

ＪＣＴ～飛島
とびしま

58.2 － 44.1 51.9

121 近畿自動車道　紀勢線 すさみ～太地
たいじ

37.3 38.3 50.8 43.9

122 近畿自動車道　紀勢線 太地
たいじ

～新宮
しんぐう

　※1 44.1 － 58.5 50.6

123 近畿自動車道　紀勢線 新宮
しんぐう

～大泊
おおどまり

41.0 － 51.9 45.9

124 近畿自動車道　紀勢線 大泊
おおどまり

～尾鷲
おわせみなみ

南　※1 40.6 － 50.2 44.9

125 近畿自動車道　紀勢線 尾鷲
おわせみなみ

南～尾鷲
おわせきた

北 40.7 － 47.3 43.7

126 京都縦貫自動車道 久御山～
くみやま

沓掛（
くつかけ

大枝
おおえ

） 47.7 － 46.8 47.3

127 京都縦貫自動車道 丹波～
たんば

綾部ＪＣＴ
あやべ

51.3 － 44.9 48.4

128 京奈和自動車道 巨椋ＪＣＴ～
おぐら

城陽
じょうよう

ＪＣＴ 61.5 － 42.4 52.9

129 京奈和自動車道 奈良北～
ならきた

大和郡山
やまとこおりやま

ＪＣＴ 64.5 － 40.6 53.8

130 京奈和自動車道 大和郡山
やまとこおりやま

ＪＣＴ～五條北
ごじょうきた

101.8 － 57.3 81.8

131 京奈和自動車道 高野口～
こうやぐち

打田
うちた

65.7 － 63.3 64.6

132 京奈和自動車道 打田～
うちた

和歌山ＪＣＴ
わかやま

70.5 － 53.9 63.0

133 北近畿豊岡自動車道 和田山～
わだやま

八鹿
ようか

51.8 － 52.5 52.1

134 北近畿豊岡自動車道 八鹿～
ようか

日高
ひだか

74.1 － 47.4 62.1

135 北近畿豊岡自動車道 日高～
ひだか

豊岡南
とよおかみなみ

77.7 － 42.6 61.9

136 北近畿豊岡自動車道 豊岡南
とよおかみなみ

～豊岡竹野
とよおかたけの

46.8 － 43.9 45.5

137 中国横断自動車道　岡山米子線 米子北
よなごきた

～境港
さかいみなと

47.6 － 37.6 43.1

138 山陰自動車道 鳥取
とっとり

～吉岡
よしおかおんせん

温泉　※1 64.5 － 46.7 56.5

139 山陰自動車道 吉岡
よしおかおんせん

温泉～瑞穂
みずほ

　※1 61.4 － 41.5 52.4

140 山陰自動車道 瑞穂
みずほ

～青谷
あおや

62.5 － 45.4 54.8

141 山陰自動車道 はわい～東伯
とうはく

　※1 56.9 － 41.5 50.0

142 山陰自動車道 東伯
とうはく

～赤碕
あかさきなかやま

中山　※1 55.7 － 49.5 52.9

143 山陰自動車道 赤碕
あかさきなかやま

中山～下市
しもいち

　※1 54.5 － 49.5 52.2

144 山陰自動車道 下市
しもいち

～淀江
よどえ

　※1 83.7 － 51.6 69.3

145 山陰自動車道 出雲
いずも

～多伎
たき

47.5 － 40.6 44.4

146 山陰自動車道 多伎
たき

～朝山
あさやま

　※1 54.5 － 46.8 51.0

147 山陰自動車道 朝山
あさやま

～大田
おおだ

　※1 68.2 － 56.6 63.0

148 山陰自動車道 大田
おおだ

～仁摩
にま

49.8 － 49.2 49.5

149 山陰自動車道 仁摩
にま

～福光
ふくみつ

　※1 52.5 － 46.3 49.7

150 山陰自動車道 福光
ふくみつ

～江津
ごうつ

51.6 － 43.3 47.9

※1：高速自動車国道に並行する一般国道自動車専用道路
※2：評点：全評価区間における各区間の費用対便益の偏差値を算出。
※3：現計画断面の費用対便益：「費用便益分析マニュアル」(平成15年8月国土交通省道路局都市・地域整備局）を適用し、現計画断面での評価区間の
　　　整備の有無による便益と費用（事業費と維持管理費の合計）から算定。
※4：完成２車断面の費用対便益：「費用便益分析マニュアル」(平成15年8月国土交通省道路局都市・地域整備局）を適用し、完成２車断面での
　　　評価区間の整備の有無による便益と費用（事業費と維持管理費の合計）から算定。現計画で、費用対便益≧１.２となる区間については「－」と記載。
※5：外部効果（重み付け偏差値）：16指標ごとの各点数(偏差値)をもとに、道路事業評価手法検討委員会による重み付けを用いて算定した値の偏差値。
※6：総合評価：費用対便益及び外部効果について、それぞれの指標毎に道路事業評価手法検討委員会による重み付けを用いて、総合評価点数を算出。
　　　現計画断面で費用対便益≧１．２となる区間は現計画断面の費用対便益を適用し、それ以外の区間は、完成２車断面の費用対便益を適用。
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外部効果（重み付け偏差値）※5 重み付け値

No. 路線名 評価区間

⑤総合評価

評価手法
委員会

重み付け

費用対便益の評点※2

現計画※3

断面
完成2車※4

断面
総合評価※6 評価手法

委員会

151 山陰自動車道 原井
はらい

～三隅
みすみ

　※1 59.5 － 62.7 60.9 費用対便益 55.0

152 山陰自動車道 三隅
みすみ

～遠田
とおだ

56.2 － 60.4 58.1 外部効果 45.0

153 山陰自動車道 遠田
とおだ

～須子
すこ

　※1 44.1 － 69.7 55.6

154 山陰自動車道 須子
すこ

～萩
はぎ

39.2 40.4 59.3 48.9

155 山陰自動車道 萩
はぎ

～三隅
みすみ

　※1 41.2 － 59.0 49.2

156 山陰自動車道 三隅
みすみ

～小月
おづき

ＪＣＴ 40.3 39.6 58.8 48.2

157 東広島・呉自動車道 東広島ＪＣＴ～
ひがしひろしま

阿賀
あが

48.9 － 67.4 57.2

158 四国横断自動車道 須崎東
すさきひがし

～須崎新荘
すさきしんじょう

　※1 46.3 － 39.0 43.0

159 四国横断自動車道 窪川
くぼかわ

～金
きんじょうの

上野 43.6 － 43.7 43.7

160 四国横断自動車道 金
きんじょうの

上野～拳
こぶしのかわ

ノ川　※1 51.2 － 45.4 48.6

161 四国横断自動車道 拳ノ川
こぶしのかわ

～中村
なかむら

43.6 － 62.9 52.3

162 四国横断自動車道 中村
なかむら

～宿毛
すくも

　※1 58.6 － 60.8 59.6

163 四国横断自動車道 宿毛
すくも

～内海
うちうみ

37.4 37.9 76.0 55.0

164 四国横断自動車道 内海
うちうみ

～岩松
いわまつ

39.2 40.7 63.0 50.8

165 四国横断自動車道 岩松
いわまつ

～宇和島北
うわじまきた

　※1 51.3 － 75.5 62.2

166 今治小松自動車道 今治～
いまばり

今治湯ノ浦
いまばりゆのうら

45.5 － 37.5 41.9

167 高知東部自動車道 高知～
こうち

高知空港
こうちくうこう

54.9 － 56.7 55.7

168 高知東部自動車道 高知空港～
こうちくうこう

芸西西
げいせいにし

62.8 － 68.6 65.4

169 高知東部自動車道 芸西西～
げいせいにし

安芸西
あきにし

49.8 － 60.2 54.5

170 九州横断自動車道　延岡線 矢部
やべ

（山
やまと

都）～蔵田
くらた

38.1 38.7 57.7 47.2

171 九州横断自動車道　延岡線 蔵田
くらた

～延岡
のべおか

ＪCT　※1 52.5 － 60.7 56.2

172 東九州自動車道 北川
きたがわ

～延岡
のべおかみなみ

南　※1 48.9 － 42.8 46.2

173 東九州自動車道 日南
にちなん

～志布志
しぶし

36.9 38.0 54.0 45.2

174 西九州自動車道 福重ＪＣＴ～
ふくしげ

（福井）
ふくい

46.6 － 61.6 53.3

175 西九州自動車道 鹿家～
しかか

唐津
からつ

44.1 － 39.3 41.9

176 西九州自動車道 唐津～
からつ

伊万里東
いまりひがし

50.1 － 58.4 53.8

177 西九州自動車道 伊万里東～
いまりひがし

伊万里西
いまりにし

58.5 － 53.1 56.1

178 西九州自動車道 伊万里西～
いまりにし

松浦
まつうら

41.7 － 46.3 43.8

179 西九州自動車道 松浦
まつうら

～佐々
さざ

46.2 － 43.6 45.0

180 西九州自動車道 佐々～
さざ

佐世保
させぼ

54.9 － 55.9 55.4

181 西九州自動車道 佐世保
させぼ

～佐世保大塔
させぼだいとう

51.3 － 46.4 49.1

182 南九州西回り自動車道 日奈久
ひなぐ

～芦北
あしきた

47.7 － 56.8 51.8

183 南九州西回り自動車道 芦北
あしきた

～出水
いずみ

48.9 － 62.5 55.0

184 南九州西回り自動車道 出水
いずみ

～鶴川内
つるかわうち

59.7 － 59.8 59.7

185 南九州西回り自動車道 鶴川内
つるかわうち

～川内
せんだい

47.8 － 56.8 51.9

186 南九州西回り自動車道 川内
せんだい

～薩摩川内都
さつまぜんだいみやこ

60.9 － 61.0 60.9

187 那覇空港自動車道 那覇空港
なはくうこう

～豊見城・名嘉地
とみぐすくなかち

63.2 － 32.3 49.3

※1：高速自動車国道に並行する一般国道自動車専用道路
※2：評点：全評価区間における各区間の費用対便益の偏差値を算出。
※3：現計画断面の費用対便益：「費用便益分析マニュアル」(平成15年8月国土交通省道路局都市・地域整備局）を適用し、現計画断面での評価区間の
　　　整備の有無による便益と費用（事業費と維持管理費の合計）から算定。
※4：完成２車断面の費用対便益：「費用便益分析マニュアル」(平成15年8月国土交通省道路局都市・地域整備局）を適用し、完成２車断面での
　　　評価区間の整備の有無による便益と費用（事業費と維持管理費の合計）から算定。現計画で、費用対便益≧１.２となる区間については「－」と記載。
※5：外部効果（重み付け偏差値）：16指標ごとの各点数(偏差値)をもとに、道路事業評価手法検討委員会による重み付けを用いて算定した値の偏差値。
※6：総合評価：費用対便益及び外部効果について、それぞれの指標毎に道路事業評価手法検討委員会による重み付けを用いて、総合評価点数を算出。
　　　現計画断面で費用対便益≧１．２となる区間は現計画断面の費用対便益を適用し、それ以外の区間は、完成２車断面の費用対便益を適用。
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